
１．編修の基本方針

●　教科書の理念

　この教科書は、「教育基本法」「学校教育法」の規定や理念を踏まえ、特に以下の点に留意して編修しました。

　①豊かな人間性・創造性を身につけさせる。

　②平和で民主的な国家及び社会の形成者たる人物を育成する。

　③社会において果たさなければならない使命を自覚させる。

　④それぞれの個性に応じた進路を決定するのに必要な一般的な教養を高める。

　⑤社会について、広く深い理解と健全な批判力を養う。

　⑥社会の発展に寄与する態度を養う。

●　教材の選定と配列
　教育基本法第２条の１～５号に示された教育の目標を達成するために必要な教材を精選して掲載しました。

教材の選定と配列にあたっては、次のような点に意を用いました。

　①実社会に必要な国語の知識や技能を身につけることができるように幅広い題材から教材を選定しました。

　②論理的思考力を身につけるとともに、さまざまな観点から物事を捉えたり対象化したりすることで、周囲 

　　や社会について健全な批評力を養うことのできる教材を選定しました。

　③適切にことばや文章を用いて表現することのできる力を養い、他者と深く、また幅広いコミュニケーショ

　　ンをはかる意欲を喚起する教材を選定しました。

　④幅広いテーマを取り上げることで、深い知識と教養を身につけ、生涯にわたって主体的・対話的で深い学

　　びへと導かれるよう意を払いました。

　⑤教材がたがいに有機的に繋がり、学習が進むにつれ、国語の資質および能力が的確に身についていくこと

　　を意識して教材を配列しました。

　⑥「思考力・判断力・表現力」の２領域のうち、「書くこと」については 3 単元、「読むこと」については　

　　１4 単元を配置し、また言語活動例として「実践」を適宜設け、効果的に言語能力を高めることができる　

よう配列しました。

●　学習を支える工夫
　各単元および教材を通じて、高校生の資質・能力を高め、主体的・対話的で深い学びへと導くために、次の

ような点に意を払いました。

　①単元の目標：第一部・第二部の冒頭に、それぞれの単元を通じて身につけたい資質・能力を端的に示しました。

　　また、「書くこと」「読むこと」の２領域の、どの領域をのばす単元であるかを明示しました。

　②視点：教材の冒頭に、身につけたい資質・能力について、教材の着目すべき点を掲げました。

　③学習：教材の末尾に「課題」「構成」「読解」「言語活動」「キーワード」「重要漢字」を設け、資質・能力を

　　身につけるにあたって、教材のどのような点を活用することができるかを明示しました。

　④実践：言語能力を高め、主体的・対話的で深い学びへと導く具体的な言語活動を適宜示しました。

　⑤学習に役立つデジタル・コンテンツを適宜用意いたしました。

別紙様式５－１

編　修　趣　意　書	
　（教育基本法との対照表）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

107 － 194 高　等　学　校 国　語 論　理　国　語

※発行者の

番号・略称

※教科書の

記号・番号
※　教　科　書　名
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２．対照表

　図書の構成・内容と教育基本法第二条第一号から第五号との対応を下記に示します。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

第一部

1）架橋することば

《読む》

・未来をつくる言葉（ドミニク・

チェン）

・物語るという欲望（内田樹）

・科学の詩学へ（石井美保）

　「未来をつくる言葉」や「物語るという欲望」および「科

学の詩学へ」を通して、人と世界を結ぶことばの働きを理解

して、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養

い、豊かな情操と道徳心を培うようにしました。（第１号）

p12

～ 35

2）日常を見直す

《読む》

・地図の想像力（若林幹夫）

・本当は怖い前提の話（川添　愛）

・「象徴的貧困」に立ち向かうため

に（石田英敬）　

「地図の想像力」では地図、「本当は怖い『前提』の話」では

話の「前提」、「「象徴的貧困」に立ち向かうために」ではメディ

アのコンテンツと、生徒たちの身近な日常から、物事を分析

し、正義と責任、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成

に参画し、その発展に寄与する態度を養うようにしました。

（第３号）

p36

～ 59

3）枠組みを問う

《読む》

・一〇〇パーセントは正しくない

科学（更科　功）

・近代の成立――遠近法（橋爪大

三郎）

・カイロモン（三浦哲哉）

「一〇〇パーセントは正しくない科学」、　「近代の成立――遠

近法」「カイロモン」を通じて、偏見や先入観にとらわれず

に物事を見ることを学び、幅広い知識と教養を身につけ、真

理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うようにし

ました。（第１号）

p60

～ 85

実践①　多様な文章に触れよう―

―法令文・新聞記事《読む》

法令文や新聞記事をもとに多様な文章に触れ、正義と責任、

男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の

精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄

与する態度を養うことができるようにしました。（第３号）

p84

4）個に向き合う

《読む》

・迷惑でいびつな生命（中屋敷均）

・沖縄戦を聞く（岸　政彦）

・変貌する聖女（川島慶子）

　「迷惑でいびつな生命」「沖縄戦を聞く」「変貌する聖女」

を通して、社会が抱える様々な問題を人々に訴える評論文の

力を読み取り、正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力

を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の

形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うことができる

ようにしました。（第３号）

p86

～ 109

5）関係を読む

《読む》

・男の絆、女たちの沈黙（尹　雄大）

・現代日本の開化	（夏目漱石）

・物語について（濱口竜介）

・羅針盤①比べて読もう　夏目漱

石「こころ」に描かれた近代

　「男の絆、女たちの沈黙」「現代日本の開化」「物語について」

を通して、人々の関係によって生まれるさまざまな問題を捉

えた評論から、正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力

を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の

形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うことができる

ようにしました。（第３号）

p110

～ p135
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

6）世界を視る位置

《読む》

・ファンタジー・ワールドの誕生

（今福龍太）

・生物の作る環境（日高敏隆）

・貧困は自己責任なのか（湯浅誠）

　「ファンタジー・ワールドの誕生」「生物の作る環境」「貧

困は自己責任なんか」を通して、多面的な視点から物事をと

らえることを学び、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保

全に寄与する態度を養うこと、また、正義と責任、自他の敬

愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的

に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと

ができるようにしました。（第３号、第 4号）

p136

～ 157

7) 現代という課題

《書く》

・ポピュリズムとは何か（森本あ

んり）

・トリアージ社会（船木　亨）

・権力とは何か（杉田　敦）

「ポピュリズムとは何か」「トリアージ社会」「権力とは何か」

を通して、現代が抱くさまざまな課題を理解することで、幅

広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊か

な情操と道徳心を培うとともに、正義と責任、男女の平等、

自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、

主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養

うことができるようにしました。（第 1号、第 3号）

p158

～ 180

実践②　レポートを書こう

《書く》

　レポートの書き方を学ぶことを通して、個人の価値を尊重

して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精

神を養うことができるようにしました。（第２号）

p181

8）〈私〉をひらくために

《読む》

・子どもの言語習得　（今井むつ

み・秋田喜美）

・ファッションの現象学（河野哲

也）

・日本の社会は農業社会か（網野

善彦）

　「子どもの言語習得」「ファッションの現象学」「日本の社

会は農業社会か」を通して、自己の経験から広い視野へと導

いていく評論の力を学び、個人の価値を尊重して、その能力

を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うことが

できるようにしました。（第２号）

p 1 8 4 ～

208

実践③　資料や情報を吟味して、

自分の考えにつなげよう

《読む》

《参考》数字化される世界（オリヴィエ・

レイ／池畑奈央子）

データなど資料や情報を吟味して思考を深める実践を通し

て、正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずる

とともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画

し、その発展に寄与する態度を養うことができるようにしま

した。（第３号）

p209

～ 215

9）未来を築く

《読む》

・資源はなぜ枯渇するのか（細田

衛士）

・ビッグデータ時代の生の技法	

（柴田邦臣）　

・「である」ことと「する」こと	

（丸山眞男）　

「資源はなぜ枯渇するのか」「ビッグデータ時代の生の技法」

「「である」ことと「する」こと」を通して　生命を尊び、自

然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと、また

正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとと

もに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、

その発展に寄与する態度を養うことができるようにしまし

た。（第 3号、第 4号）

p216

～ 244
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

第二部

１）多様性のほうへ

《読む》

・「自然を守る」ということ	

（森岡正博）

・物語としての自己（野口裕二）　

・羅針盤③　比べて読もう森鷗外

「舞姫」が語る自己

・虚ろなまなざし（岡真理）

　「『自然を守る』ということ」「物語としての自己」「虚ろな

まなざし」を通して、社会の多様な価値観を学び、個人の価

値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び

自律の精神を養うことができるようにしました。また「『自

然を守る』ということを通して環境問題の論点を学び、生命

を尊び、自然を大切にし、環境の保全の寄与する態度を養う

こと。（第２号・第４号）

p248

～ 271

実践④　複数の文章を読み比べて

みよう

《読む》

複数の文章を読み比べる手法を学ぶことで、幅広い知識と教

養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳

心を培うことができるようにしました。（第 1号）

272

２）語りと世界

《書く》

・物語と歴史のあいだ（野家啓一）

・清光館哀史（柳田國男）

・自分自身を語るために（三木那

由他）

　「物語と歴史のあいだ」、「清光館哀史」、「自分自身を語る

ために」を通じて、正義と責任、自他の敬愛と協力を重んず

るとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参

画し、その発展に寄与する態度を養うことができるようにし

ました。また、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき

た我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会

の平和と発展に寄与する態度を養うことができるようにしま

した。（第３号、第 5号）

p 2 7 4 ～

300

実践④　自分の経験や考えを効果

的に書いてみよう

《書く》

　自己 PR 文の書き方を学ぶことを通して、個人の価値を尊

重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の

精神を養うこととともに、職業および生活との関連を重視し、

勤労を重んずる態度を養うことができるようにしました。（第

２号）

p301

～ 303

３）抽象から具象へ

《読む》

・絵画は紙幣に憧れる（椹木野衣）

・真実の百面相（大森荘蔵）

・貨幣共同体（岩井克人）

　「絵画は紙幣に憧れる」、「真実の百面相」「貨幣共同体」で

は客観的に捉えるということの難しさを学び、幅広い知識と

教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道

徳心を培うようにしました。（第 1号）

p304

～ 327

４）響き合うことばと身体

《読む》

・ピジンという生き方（管啓次郎）

・聞く者たちの文学、忘却に抗す

るための会話（瀬尾夏美）

・〈参考〉戦争は女の顔をしていな

い（スヴェトラーナ・アレクシエー

ヴィチ）

・模倣と「なぞり」（尼ヶ崎彬）

　「ピジンという生き方」「聞く者たちの文学、忘却に抗うた

めに」を通して、ことばの働きと役割を考え、幅広い知識と

教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道

徳心を培うようにしました。また「模倣と「なぞり」」を通して、

伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土

を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に

寄与する態度を養うことができるようにしました。（第１号、

第 5 号）

p328

～ 355
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

５）「当たり前」を疑う

《書く》

・ラムネ氏のこと（坂口安吾）

・難民が問題になるとき（伊豫谷

登士翁）

・思考の誕生（蓮實重彦）

「ラムネ氏のこと」「難民が問題になるとき」「思考の誕生」

を通して、自分とは異なる他者の思考に耳を傾け、個人の価

値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び

自律の精神を養うことができるようにしました。（第２号）
p356

～ 377

６）「近代」を再考する

《読む》

・主義は広大なるべきこと（福沢

諭吉）

・異時代人の目（若桑みどり）

・巫女の視点（大澤真幸）

　「主義は広大なるべき事」を通して明治時代に書かれた文

章を読み解き、また「異時代人の目」「巫女の視点」を通し

て伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷

土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展

に寄与する態度を養うことができるようにしました。（第５

号）

p378

～ 397

７）記号がつくる世界

《読む》

・もの
0 0

とこと
0 0

（木村敏）

・「病気」の向こう側（田中祐理子）

・過剰性と稀少性（佐伯啓思）

　「ものとこと」「『病気』の向こう側」「過剰性と希少性」を

通して抽象的な概念をことばで捉え、論じる手法を学び、幅

広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊か

な情操と道徳心を培うようにしました。（第１号）

p398

～ 427

８）よみがえる問い

《読む》

・記憶の満天（西谷修）

・戦争と平和についての観察（中

井久夫）

　「記憶の満天」「戦争と平和についての観察」を通して、こ

とばの根本的な意味を突き詰めて考え、幅広い知識と教養を

身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を

培うようにしました。また、伝統と文化を尊重し、それらを

はぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重

し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができ

るようにしました。（第１号・第５号）

p428

～ 445

実践⑥　論文を読んで、これまで

行われてきた研究をまとめよう

《書く》

　論文の書き方を学ぶことで、幅広い知識と教養を身に付け、

真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うように

しました。（第１号）

p446

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

・「現代の国語」の学習内容の成果を発展拡充させて、「論理国語」でも豊かな人間性、創造性及び健やかな身体

　を養い、国家及び社会の形成者として必要な資質を養うために、教材および「実践」などの言語活動におけ

　るテーマや内容　に意を用いました。（学校教育法第 51 条第一号）

・「実践」における言語活動および「読書案内」で紹介した書籍、「羅針盤」などのコラムを通して、社会にお　

いて果たさなければならない使命の自覚に基づき、個性に応じて将来の進路を決定させ、一般的な教養を高め、

　専門的な知識、技術及び技能を習得させることに意を払いました。（学校教育法第 51 条第二号）

・現代社会をテーマとする文章を扱い、また、複数の資料を比較して読むことにより、個性の確立に努めるとと

　もに、社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うようにしました。

　（学校教育法第 51 条第三号）

・教材にはユニバーサル・フォントを用いて、多くの人の読みやすい紙面づくりに配慮しました。
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（学習指導要領との対照表、配当授業時間数表）

編 修 趣 意 書
別紙様式 5-2

１．編修上特に意を用いた点や特色

1/5

学習指導要領の総則および「論理国語」に掲げられた目標を効果的に達成するために、特に以

下の点に留意して編集しました。  

①育成したい資質・能力を明確化した単元構成　単元は、生徒に身につけさせたい「知識・技能」

　および「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力、人間性」をもとに構成しました。

　「思考力・判断力・表現力」については、「書くこと」「読むこと」の、どの領域に関する言語能

　力を身につけたいかを分かりやすく示しました。

　　また単元ごとに「単元の目標」を示し、生徒が各単元を通じて、どのような資質・能力を身に

　つけることができるのか、見通しを立てたり、学習後の振り返りを行ったりすることができるよ

　うにしました。掲載した教材にはそれぞれ冒頭に「視点」を示し、各教材を通じて身につけたい

　「知識・技能」および「思考力・判断力・表現力」を意識的に学習できるようにしました。

②発達段階に応じた教材を厳選　生徒の心身の発達段階を十分に考慮して、「現代の国語」からの

　移行が円滑にできるよう、親しみやすい教材から、問題意識の鮮明な教材まで厳選して掲載しま

　した。また、教材として適度な長さで、なおかつ奥行きのある文章を選りすぐりました。

③「主体的・対話的で深い学び」の実現を促す「実践」　言語活動例として適宜「実践」を示し、「主

　体的・対話的で　深い学び」を行うことができるようにしました。

④学習者の自学自習に便利な工夫　教材の理解を助けるために、脚問を付して、文脈を的確に捉え

　ることができるようにしました。また手引きとして「学習」を設け、教材の内容や目的を正確に

　捉えることができるようにしました。各見開きに重要漢字・語句を、「学習」には「重要漢字」　

　を付し、生徒の語彙を増やすことができるように工夫しました。

⑤読書指導の充実　「学びに向かう力、人間性」を支える工夫として、読書の意義を理解できるよ

　うに適宜「読書案内」を設け、また教材ごとに、著者の主な著書を紹介しました。

⑥誌面の工夫　全体に見やすいレイアウトとなるよう配慮するとともに、学習の効率化と活性化を

　図るために多色刷りを用い、必要な図版や地図などを適宜カラーで掲載しました。また、多くの

　生徒の読みやすさに配慮して、ユニバーサル・デザイン・フォントを用いました。

⑦デジタル・コンテンツ　学習を深める手立ての一つとして、教材に関するインターネット上の情

　報を適宜示し、二次元コードを用いて、情報を示したウェブページを掲載しました。

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

107 － 194 高　等　学　校 国　語 論理国語

※発行者の

番号・略称

※教科書の

記号・番号
※　教　科　書　名



図書の構成・内容 学習指導要領の内容
　該当

　箇所

配当

時間数

単元名 教材名 知識・技能
思考力・判断力・

表現力
　

第一部

1）架橋すること

ば

《読む》

・未来をつくる言葉（ドミニク・チェン）

・羅針盤①　比べて読もう　中島敦「山月記」

が描く「わかりあえなさ」

・物語るという欲望（内田樹）

・科学の詩学へ（石井美保）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ ,

ウ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p12

～ 35

５

2）日常を見直す

《読む》

・地図の想像力（若林幹夫）

・本当は怖い前提の話（川添　愛）

・「象徴的貧困」に立ち向かうために（石田英

敬）　

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p36

～ 59

５

3）枠組みを問う

《読む》

・一〇〇パーセントは正しくない科学（更科

　功）

・近代の成立――遠近法（橋爪大三郎）

・カイロモン（三浦哲哉）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ
（２）ア ,イ ,

ウ

（３）ア

A　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ

p60

～ 85

７

実践①　

《読む》

多様な文章に触れよう――法令文・新聞記事

〈参考〉憲法の力を生かすには（木村草太）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア , イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p84 2

4）個に向き合う

《読む》

・迷惑でいびつな生命（中屋敷均）

・沖縄戦を聞く（岸　政彦）

・変貌する聖女（川島慶子）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p86

～ 109

６

5）関係を読む

《読む》

・男の絆、女たちの沈黙（尹　雄大）

・現代日本の開化	（夏目漱石）

・物語について（濱口竜介）

・羅針盤②比べて読もう　夏目漱石「こころ」

に描かれた近代

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p110

～

p135

６

6）世界を視る位

置

《読む》

・ファンタジー・ワールドの誕生（今福龍太）

・生物の作る環境（日高敏隆）

・貧困は自己責任なのか（湯浅誠）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p136

～ 157

６

2/5

２．対照表
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容
　該当

　箇所

配当

時間数

単元名 教材名 知識・技能
思考力・判断力・

表現力

7) 現代という課

題

《書く》

・ポピュリズムとは何か（森本あんり）

・トリアージ社会（船木　亨）

・権力とは何か（杉田　敦）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

A　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ

p158

～ 180

8

実践②

《書く》

レポートを書こう

（コラム）生成ＡＩとの付き合い方

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ ,

ウ

（３）ア

A　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ

p181 10

8）〈私〉をひら

くために

《読む》

・子どもの言語習得　（今井むつみ・秋田喜美）

・ファッションの現象学（河野哲也）

・日本の社会は農業社会か（網野善彦）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ ,

ウ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p 1 8 4

～ 208

6

実践③　《読む》 資料や情報を吟味して、自分の考えにつなげ

よう

《参考》数字化される世界（オリヴィエ・レイ／池畑

奈央子）

（コラム）データの読み方

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ ,

ウ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p209

～ 215

2

9）未来を築く

《読む》

・資源はなぜ枯渇するのか（細田衛士）

・ビッグデータ時代の生の技法	 （ 柴 田 邦

臣）　

・「である」ことと「する」こと	 （ 丸 山 眞

男）　

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p216

～ 244

6

第二部第二部

１）多様性のほ

うへ

《読む》

・「自然を守る」ということ（森岡正博）

・物語としての自己（野口裕二）　

・羅針盤③　比べて読もう森鷗外「舞姫」が

語る自己

・虚ろなまなざし（岡真理）

（１）ア ,イ ,

ウ ,エ

（２）ア , イ

（３）ア

B　 ア , イ ,

ウ , エ , オ ,

カ ,キ

p248

～ 271

6
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容
　該当

　箇所

配当

時間数

単元名 教材名 知識・技能
思考力・判断力・

表現力

実践④　《読む》 複数の文章を読み比べてみよう （１）ア , イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ ,

（３）ア

B　ア,イ,ウ,

エ , オ , カ ,

キ
272 1

２）語りと世界

《書く》

・物語と歴史のあいだ（野家啓一）

・清光館哀史（柳田國男）

・自分自身を語るために（三木那由他）

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ ,

（３）ア

A　ア,イ,ウ,

エ ,オ ,カ
p274 ～

300
10

実践④　《書く》 自分の経験や考えを効果的に書いてみよう （１）ア , イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

A　ア,イ,ウ,

エ ,オ ,カ
p301

～ 303
7

３）抽象から具

象へ

《読む》

・絵画は紙幣に憧れる（椹木野衣）

・真実の百面相（大森荘蔵）

・貨幣共同体（岩井克人）

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（ ２） ア , イ

（３）ア

B　ア,イ,ウ,

エ ,カ

p304

～ 327
6

４）響き合うこ

とばと身体

《読む》

・ピジンという生き方（管啓次郎）

・聞く者たちの文学、忘却に抗するための会

話（瀬尾夏美）

〈参考〉戦争は女の顔をしていない（スヴェ

トラーナ・アレクシエーヴィチ）

・模倣と「なぞり」（尼ヶ崎彬）

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（ ２） ア , イ

（３）ア

B　ア,イ,ウ,

エ , オ , カ ,

キ

p328

～ 355
6

５）「当たり前」

を疑う

《読む》

・ラムネ氏のこと（坂口安吾）

・難民が問題になるとき（伊豫谷登士翁）

・思考の誕生（蓮實重彦）

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（ ２） ア , イ

（３）ア

A　ア,イ,ウ,

エ ,カ
p356

～ 377
7

６）「近代」を再

考する

《読む》

・主義は広大なるべきこと（福沢諭吉）

・異時代人の目（若桑みどり）

・巫女の視点（大澤真幸

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（ ２） ア , イ

（３）ア

B　ア,イ,ウ,

エ , オ , カ ,

キ

p378

～ 397
6

７）記号がつく

る世界

《読む》

・もの
0 0

とこと
0 0

（木村敏）

・「病気」の向こう側（田中祐理子）

・過剰性と稀少性（佐伯啓思）

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（ ２） ア , イ

（３）ア

B　ア,イ,ウ,

エ , オ , カ ,

キ

p398

～ 427
7

８）よみがえる

問い

《書く》

・記憶の満天（西谷修）

・戦争と平和についての観察（中井久夫）

（１）ア , イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

A　ア,イ,ウ,

エ ,カ

p428

～ 445
5
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容
　該当

　箇所

配当

時間数

実践⑥　

《書く》

論文を読んで、これまで行われてきた研究を

まとめよう （１）ア , イ ,

ウ ,エ

（２）ア ,イ

（３）ア

A　ア,イ,ウ,

エ ,オ ,カ
p446 7

5/5
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常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
（
数
字
は
初
出
ペ
ー
ジ
を
示
す
。） 

悶
（
12
） 

些
（
12
） 

紐
（
13
） 

嗜
（
13
） 

溢
（
15
） 

牽
（
15
） 

吃
（
16
） 

疇
（
16
） 

枷
（
17
） 

敦
（
18
） 

嚙
（
18
） 

李
（
18
） 

袁
（
18
） 

傪
（
18
） 

狷
（
18
） 

叢
（
18
） 

揃
（
19
） 

歪
（
20
） 

汲
（
21
） 

嚥
（
23
） 

譚
（
26
） 

礫
（
27
） 

惹
（
27
） 

橇
（
27
） 

霏
（
27
） 

寅
（
28
） 

彦
（
28
） 

漱
（
28
） 

楠
（
29
） 

逢
（
29
） 

智
（
31
） 

芙
（
32
） 

繹
（
34
） 

饒
（
38
） 

摑
（
44
） 

訊
（
47
） 

嵌
（
48
） 

套
（
60
） 

烏
（
60
） 

濡
（
62
） 

餐
（
72
） 

哉
（
77
） 

淘
（
78
） 

蠱
（
79
） 

喧
（
81
） 

噪
（
81
） 

恍
（
81
） 

惚
（
81
） 

繋
（
89
） 

奄
（
94
） 

蒼
（
95
） 

焉
（
95
） 

轟
（
97
） 

壕
（
97
） 

禄
（
97
） 

琉
（
98
） 

辿
（
98
） 

揶
（
107
） 

揄
（
107
） 

尹
（
110
） 

瞥
（
110
） 

詫
（
110
） 

恰
（
111
） 

舐
（
111
） 

腑
（
112
） 

絆
（
112
） 

馴
（
112
） 

埒
（
113
） 

漕
（
121
） 

俄
（
121
） 

吾
（
121
） 

譏
（
124
） 

毫
（
124
） 

陋
（
124
） 

呻
（
125
） 

濱
（
127
） 

剝
（
127
） 

騙
（
127
） 

姑
（
128
） 

孕
（
130
） 

漲
（
131
） 

國
（
134
） 

啜
（
135
） 

鰐
（
138
） 

垢
（
138
） 

裳
（
138
） 

拗
（
140
） 

莫
（
141
） 

藪
（
146
） 

灌
（
146
） 

溜
（
154
） 

砦
（
156
） 

碍
（
159
） 

蔓
（
159
） 

僭
（
159
） 

忖
（
159
） 

梃
（
160
） 

纏
（
160
） 

蝕
（
163
） 

亨
（
165
） 

罹
（
166
） 

敲
（
181
） 

輔
（
182
） 

癌
（
187
） 

也
（
193
） 

髷
（
193
） 

佻
（
195
） 

虔
（
196
） 

鷲
（
196
） 

嶺
（
197
） 

烙
（
197
） 

柴
（
201
） 

廻
（
201
） 

庵
（
201
） 

艘
（
201
） 

呑
（
202
） 

襖
（
203
） 

屏
（
203
） 

蠟
（
204
） 

鳳
（
206
） 
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噓
（
217
） 

鋤
（
217
） 

鍬
（
217
） 

儲
（
218
） 

噌
（
223
） 

萌
（
225
） 

堡
（
226
） 

迂
（
226
） 

眞
（
231
） 

弘
（
231
） 

甥
（
233
） 

謳
（
235
） 

坐
（
236
） 

臥
（
236
） 

賤
（
237
） 

卿
（
237
） 

樽
（
238
） 

靱
（
238
） 

之
（
238
） 

蒙
（
238
） 

瞑
（
242
） 

椹
（
245
） 

晰
（
246
） 

埃
（
250
） 

鷗
（
262
） 

鷹
（
264
） 

禽
（
265
） 

蟹
（
268
） 

膾
（
274
） 

炙
（
274
） 

飴
（
275
） 

甕
（
275
） 

濾
（
275
） 

鑿
（
278
） 

蝙
（
281
） 

蝠
（
281
） 

湊
（
281
） 

爺
（
282
） 

懣
（
282
） 

楕
（
283
） 

糠
（
283
） 

辻
（
283
） 

鮫
（
284
） 

筑
（
289
） 

嬥
（
289
） 

繍
（
289
） 

囃
（
290
） 

翳
（
291
） 

讃
（
291
） 

眩
（
295
） 

暈
（
295
） 

袈
（
295
） 

裟
（
295
） 

怯
（
298
） 

膠
（
308
） 

壺
（
311
） 

翡
（
311
） 

翠
（
311
） 

鱗
（
311
） 

萼
（
311
） 

頗
（
312
） 

枡
（
312
） 

云
（
313
） 

菩
（
314
） 

薩
（
314
） 

芥
（
316
） 

劫
（
322
） 

笠
（
331
） 

聟
（
330
） 

訛
（
333
） 

膿
（
337
） 

槌
（
337
） 

閃
（
340
） 

昌
（
340
） 

訥
（
341
） 

貰
（
341
） 

峙
（
342
） 

嗚
（
345
） 

痍
（
346
） 

囁
（
347
） 

彬
（
348
） 

摹
（
348
） 

稀
（
351
） 

鮎
（
356
） 

肴
（
356
） 

絢
（
357
） 

爛
（
357
） 

嬌
（
357
） 

斯
（
357
） 

灘
（
357
） 

爾
（
358
） 

嬬
（
358
） 

逗
（
359
） 

鯉
（
359
） 

茸
（
359
） 

俤
（
359
） 

撫
（
361
） 

汝
（
361
） 

綺
（
361
） 

伊
（
364
） 

豫
（
364
） 

淵
（
366
） 

斂
（
370
） 

蓮
（
372
） 

實
（
372
） 

彥
（
372
） 

趨
（
373
） 

遥
（
374
） 

齟
（
376
） 

齬
（
376
） 

譬
（
378
） 

堯
（
378
） 

舜
（
378
） 

跖
（
378
） 

迚
（
378
） 

遽
（
379
） 

咎
（
379
） 

忽
（
380
） 

奸
（
380
） 

畢
（
380
） 

懦
（
380
） 

稟
（
380
） 

濤
（
380
） 

輿
（
381
） 

沌
（
383
） 

叩
（
385
） 
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寓
（
385
） 

翔
（
385
） 

巫
（
389
） 

讐
（
390
） 

蛙
（
403
） 

芭
（
403
） 

蕉
（
403
） 

鞭
（
408
） 

疇
（
409
） 

鋏
（
414
） 

贄
（
418
） 

贅
（
423
） 

奢
（
423
） 

侈
（
423
） 

只
（
428
） 

茫
（
428
） 

轍
（
434
） 

窪
（
434
） 

弛
（
438
） 

幟
（
439
） 

嬉
（
440
） 

泄
（
440
） 

惣
（
442
） 

篇
（
442
） 

仇
（
442
） 

冴
（
443
） 

煽
（
443
） 

煉
（
443
） 

梢
（
444
） 

鵜
（
445
） 

玲
（
447
） 

俣
（
447
） 

牟
（
447
） 

慟
（
447
） 

哭
（
447
） 
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常
用
漢
字
表
外
の
音
訓
一
覧
（
数
字
は
初
出
ペ
ー
ジ
を
示
す
。） 

数
多

あ

ま

た

（
13
） 

術 す
べ

（
14
） 

容 い

（
れ
る
）
（
14
） 

摂 と

（
り
）
（
15
） 

設
計

デ
ザ
イ
ン

（
15
） 

融 と

（
か
す
）
（
15
） 

信 の
ぶ

（
15
） 

抗
あ
ら
が

（
う
）（
16
） 

眼 ま
な

差 ざ

し
（
16
） 

見
出 い

（
だ
す
）（
17
） 

羅
針
盤

コ

ン

パ

ス

（
18
） 

樹
た
つ
る

（
19
） 

弥 び

（
22
） 

裸
足

は

だ

し

（
24
） 

太 だ

（
26
） 

宰 ざ
い

（
26
） 

治
お
さ
む

（
26
） 

美 み

（
27
） 

谷 や

（
27
） 

南 み
な

（
29
） 

理
こ
と
わ
り

（
28
） 

化
物

ば
け
も
の

（
28
） 

二 じ

（
29
） 

夫 お

（
36
） 

括 く
く

（
り
）（
38
） 

神
戸

こ

う

べ

（
39
） 

媒
体

メ
デ
ィ
ア

（
40
） 

川
添

か
わ
ぞ
え

（
43
） 

英 ひ
で

（
51
） 

敬 た
か

（
51
） 

喩 た
と

（
え
）（
51
） 

持
続
可
能

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

（
59
） 

御 み

（
59
） 

近
代

モ

ダ

ン

（
59
） 

更
科

さ
ら
し
な

（
60
） 

功
い
さ
お

（
60
） 

烏
賊

い

か

（
60
） 

三 さ
ぶ

（
69
） 

眼 め

（
69
） 

視 み

（
る
）（
71
） 

物

体

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

（
73
） 

主

体

サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

（
73
） 

主

語

サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

（
75
） 

目
的
語

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

（
75
） 

介 す
け

（
80
） 

宗 む
ね

（
80
） 

如 ご
と

（
き
）（
81
） 

敷 し
き

（
86
） 

均
ひ
と
し

（
86
） 

畝 せ

（
86
） 

政 ま
さ

（
93
） 

頭 が
み

（
93
） 

山
原

や
ん
ば
る

（
93
） 

小 お

（
80
） 

雄
大

ウ

ン

デ

（
110
） 

苛 い
ら

立 だ

（
っ
て
）（
111
） 

均 な
ら

（
し
）（

116
） 

麗 り

（
121
） 

百
済

く

だ

ら

（
121
） 

新
羅

し

ら

ぎ

（
121
） 

食
客

い
そ
う
ろ
う

（
122
） 

背 せ
な

（
124
） 

起 た

（
つ
）（

125
） 

坊 ぼ
っ

ち
ゃ
ん
（

125
） 

和 か
ず

（
127
） 

活 い

（
き
）（

132
） 

位
た
だ
し

（
133
） 

知 と
も

（
133
） 

由 ゆ
き

（
133
） 

男 お

（
134
） 

廉 や
す

（
い
）（

139
） 

敏 と
し

（
145
） 

隆 た
か

（
145
） 

灯 あ
か

（
り
）（

148
） 

雅 ま
さ

（
152
） 

幸 ゆ
き

（
152
） 

生 お

（
152
） 

台
詞

せ

り

ふ

（
159
） 

虜
と
り
こ

（
160
） 

垣
間

か

い

ま

（
188
） 

河
野

こ

う

の

（
193
） 

丁
ち
ょ
ん

（
193
） 

流
行

は

や

（
っ
て
）（

196
） 

一 か
ず

（
196
） 

被 か
ぶ

（
る
）（

198
） 

善 よ
し

（
201
） 

頭
振

あ
た
ま
ふ
り

（
201
） 

生
業

な
り
わ
い

（
201
） 

能
登

の

と

（
202
） 

門
男

も

う

と

（
202
） 

曽
々
木

そ

そ

ぎ

（
203
） 

水
手

か

こ

（
203
） 

出
羽

で

わ

（
203
） 

越
後

え

ち

ご

（
203
） 

若
狭

わ

か

さ

（
203
） 

屏
風

び
ょ
う
ぶ

（
203
） 

酒
々
井

し

す

い

（
203
） 

問 と
い

屋 や

（
204
） 

問 と
ん

屋 や

（
204
） 

司
つ
か
さ
ど（

っ
た
）（

204
） 
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博 ひ
ろ

（
206
） 

鳳
至

ふ

げ

し

（
206
） 

珠
洲

す

ず

（
206
） 

宇
出
津

う

し

つ

（
206
） 

飯 い
い

田 だ

（
206
） 

甲
か
ぶ
と

（
206
） 

鳳 ほ
う

珠 す

（
206
） 

素
麵

そ
う
め
ん

（
207
） 

畑 は
た

（
211
） 

央 お

（
211
） 

入 い
り

会 あ
い

地 ち

（
217
） 

邦 く
に

（
223
） 

臣 お
み

（
223
） 

厳 い
ず

（
231
） 

公 く

卿 げ

（
237
） 

貴
た
っ
と

き
（

237
） 

居 お
り

（
240
） 

宣 の
り

（
240
） 

虚 う
つ

（
ろ
）（

264
） 

野
家

の

え

（
262
） 

能 あ
た

（
う
）
（

274
） 

秀 ひ
で

（
274
） 

還 か
え

（
る
）（

281
） 

九
戸

く

の

へ

（
281
） 

洋 ひ
ろ

（
281
） 

児 こ

（
282
） 

下
駄

げ

た

（
282
） 

路 み
ち

（
283
） 

角
浜

か
ど
の
は
ま

（
283
） 

三
戸

さ
ん
の
へ

（
283
） 

吹
浦

ふ

く

ら

（
284
） 

象
潟

き
さ
か
た

（
284
） 

丹 に

（
284
） 

久
慈

く

じ

（
284
） 

精

霊

し
ょ
う
り
ょ
う

（
285
） 

八
戸

は
ち
の
へ

（
285
） 

新
津

に

い

つ

（
285
） 

飽
海

あ

く

み

（
285
） 

乾 ほ

（
し
）（

287
） 

嬥
歌

か

が

い

（
289
） 

会
つ
ど
ひ

（
289
） 

為 せ

（
し
）（

289
） 

克 か
つ

（
308
） 

荘
し
ょ
う

（
311
） 

紫
陽
花

あ

じ

さ

い

（
311
） 

奴 や
つ

（
312
） 

斑
ま
だ
ら

（
313
） 

観
音

か
ん
の
ん

（
314
） 

聖
し
ょ
う

（
314
） 

法 ほ

華 け

経
き
ょ
う

（
314
） 

品 ぼ
ん

（
314
） 

管 す
が

（
328
） 

融 と

（
け
て
）
（

328
） 

原 わ
ら

（
331
） 

名 な

残 ご

（
る
）
（

333
） 

億 お
っ

劫 く
う

（
337
） 

逸 そ

（
ら
し
）
（

338
） 

苛
さ
い
な

（
む
）（

342
） 

嗚 お

咽 え
つ

（
345
） 

鑑
か
が
み

（
348
） 

生 い
く

（
350
） 

勝 か
つ

（
350
） 

使
つ
か
い

（
354
） 

郎 ろ

（
357
） 

兵 べ

（
357
） 

衛 え

（
357
） 

枕 ち
ん

（
358
） 

甘 う
ま

（
358
） 

東 と
う

御 み

（
358
） 

切
支
丹

キ
リ
シ
タ
ン

（
360
） 

伴
天
連

バ

テ

レ

ン

（
360
） 

続
ご
に
ち
の

（
360
） 

基
督

キ
リ
ス
ト

（
361
） 

左 ざ

衛 え

門 も
ん

（
361
） 

天
て
ん
の

（
361
） 

天 て
ん

満 ま

（
361
） 

染 そ
め

（
361
） 

戯 げ

（
362
） 

翁 お

（
364
） 

重 し
げ

（
372
） 

滅 め

入 い

（
り
）
（

373
） 

止 と
ど

（
ま
）（

378
） 

仮
令

た

と

（
ひ
）
（

378
） 

唯 た

（
だ
）（

378
） 

非 あ
ら

（
ざ
れ
）
（

378
） 

遂 つ
ひ

（
に
）（

378
） 

猶 な

（
ほ
）（

379
） 

為 な

（
し
）（

379
） 

若 も

（
し
も
）
（

379
） 

然 し
か

（
ら
ず
）
（

379
） 

況 い
は

（
ん
や
）
（

379
） 

於 お

（
い
て
）
（

379
） 

即
す
な
は

（
ち
）（

379
） 

此
方

こ

な

た

（
379
） 

勉 つ
と

（
め
て
）
（

379
） 

以 も

（
っ
て
）
（

379
） 

固 も
と

（
よ
り
）
（

379
） 

漸
や
う
や

（
く
）（

380
） 

少 わ
か

（
き
）（

380
） 

輩
や
か
ら

（
380
） 

動 や
や

（
も
）（

380
） 

忙 せ
は

（
し
く
）
（

380
） 

蓋 け
だ

（
し
）（

380
） 

則 の
り

（
380
） 

豊 と
よ

（
380
） 
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臣 と
み

（
380
） 

徒
い
た
づ
ら

（
に
）
（

380
） 

却 か
へ

（
つ
て
）
（

380
） 

等 ら

（
380
） 

曾 か
つ

（
て
）（

380
） 

三 み
つ

（
380
） 

成 な
り

（
380
） 

則
す
な
は

（
ち
）（

381
） 

何 い
づ

（
れ
）
（

381
） 

違 た
が

（
ふ
）
（

381
） 

康 や
す

（
381
） 

行 ゆ
き

（
381
） 

堕 お

（
ち
る
）
（

385
） 

旧 ふ
る

（
い
）（

386
） 

巫 み

女 こ

（
389
） 

新 に
っ

田 た

（
389
） 

未 い
ま

（
だ
）（

389
） 

怒 ぬ

（
389
） 

見
る
こ
と

テ

オ

リ

ア

（
400
） 

慶
尚
南
道

キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

（
405
） 

祐 ゆ

（
407
） 

伯 え
き

（
418
） 

生 い
け

贄 に
え

（
418
） 

修
お
さ
む

（
428
） 

赤
穂

あ

こ

う

（
442
） 

陰
画

ネ

ガ

（
442
） 

吉
良

き

ら

（
442
） 

央 な
か

（
442
） 

樹 き

（
444
） 

有 ゆ

（
447
） 

水 み
な

俣 ま
た

（
447
） 

礼 れ

（
447
） 

 



ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

前見返し
一～二

システィーナ礼拝堂「最後の審判」 絵画 ユニフォトプレス提供

後ろ見返
し四～五

パブロ・ピカソ「ゲルニカ」（１９３７年） 絵画
ソフィア王妃芸術センター所蔵
／ユニフォトプレス提供
BAL_10313

9
中谷芙二子≪Dynamic Earth Series Ⅰ≫
霧の彫刻 ＃47610　2021年

写真 長野県立美術館所蔵

16 ドミニク・チェン氏プロフィール 写真 自社所蔵

18 『山月記・名人伝ほか』表紙 写真 自社所蔵

19 イワン・モジューヒン 写真 ユニフォトプレス提供

25 内田樹氏プロフィール 写真 自社所蔵

32 石井美保氏プロフィール 写真 自社所蔵

36 T-O図（ブリティッシュ・ライブラリー所蔵） 絵画 自社所蔵

39
地下鉄の路線図（神戸市営地下鉄　2011
年）

図 神戸市交通局提供

41 若林幹夫氏プロフィール 写真 若林幹夫氏提供

49 川添愛氏プロフィール 写真 川添愛氏提供

56 ジョン・レノン（右）とオノ・ヨーコ（1969年） 写真
アフロ提供
aflo_9201746

56 石田英敬氏プロフィール 写真 自社所蔵

60 コウイカ 写真
photolibrary提供
pl-99992793675

67 更科功氏プロフィール 写真 更科功氏提供

71 デューラーの透視図法 絵画 自社所蔵

72 ドゥッチオ「最後の晩餐」（1308年） 絵画
ユニフォトプレス提供
BAL_DGA624438

73 ダ・ビンチ「最後の晩餐」（1498年） 絵画
ユニフォトプレス提供
AKG5765354

75 橋爪大三郎氏プロフィール 写真 自社所蔵

79 トリュフを探す豚 写真
アフロ提供
aflo_5310372

82 三浦哲哉氏プロフィール 写真 自社所蔵

85 『日本経済新聞』2020年11月19日（夕刊） 写真 日本経済新聞社提供

82 中屋敷均氏プロフィール 写真 自社所蔵

93 沖縄本島 図 自社作成

97 沖縄県糸満市所在のガマ「轟の壕」 写真
ユニフォトプレス提供
P110624000483

100 岸政彦氏プロフィール 写真 自社所蔵

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

103 キュリー夫妻 写真
アフロ提供
作品番号：FSKB013655（SSPL-
10296197）

105 フランスの「五月革命」のようす 写真
アフロ提供作品番号
LKGA109834

107

1911年にベルギーのブリュッセルで開催さ
れた物理学の国際会議、第一回ソルヴェイ
会議に出席したマリー・キュリー（テーブル
で片ひじを突く女性）と、ランジュヴァン（後
列右端）

写真 自社所蔵

108 川島慶子氏プロフィール 写真 自社所蔵

118 尹雄大氏プロフィール 写真 尹雄大氏提供

125 夏目漱石氏プロフィール 写真 自社所蔵

133 濱口竜介氏プロフィール 写真 自社所蔵

137 ニューギニア島 図 自社作成

138 『カンニバル・ツアーズ』より 写真 自社所蔵

141 『カンニバル・ツアーズ』より 写真 自社所蔵

143 今福龍太氏プロフィール 写真 自社所蔵

145 ユスクキュル 写真
アフロ提供
aflo_117000841

146 ユクスキュルによるマダニのスケッチ 写真 自社所蔵

149
人間にとっての部屋（『生物から見た世界』
より）

図 自社所蔵

149 イヌにとっての部屋 図 自社所蔵

149 ハエにとっての部屋 図 自社所蔵

150 日高敏隆氏プロフィール 写真 自社所蔵
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

156 湯浅誠氏プロフィール 写真 自社所蔵

163 森本あんり氏プロフィール 写真 森本あんり氏提供

169 トリアージ・タッグ 写真
photolibrary提供
pl-999108072806

171 船木亨氏プロフィール 写真 自社所蔵

176
連合総司令部（GHQ）の意向を反映し、戦
時中の教科書を塗りつぶして使用した占領
下の「黒塗り教科書」（1946年頃）

写真
毎日新聞フォトバンク
P19950728dd1dd4phj920000

179 杉田敦氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

191 今井むつみ氏プロフィール 写真 自社所蔵

191 秋田喜美氏プロフィール 写真 自社所蔵

198 ゴヤ「我が子を食らうサトゥルヌス」 絵画 自社所蔵

199 河野哲也氏プロフィール 写真 自社所蔵

201 能登半島 図 自社作成

203
千葉県酒々井町・清光寺で見つかった下
張り文書

写真 千葉日報提供

207 網野義彦氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

210 政治の場における男女の地位の平等感 図 自社作成

210
上位国及び主な国のジェンダーギャップ指
数

図 自社作成
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

213
フランスの失業者数と失業率の推移（世界
銀行のデータに基づく）

図 自社作成

218 カスピ海周辺図 図 自社作成

219 ドードー 写真 アフロ提供

221 細田衛士氏プロフィール 写真 自社所蔵

229 柴田邦臣氏プロフィール 写真 自社所蔵

232
ナポレオン三世のクーデター決行日のパリ
の様子

写真 自社所蔵

237 タイプライター 写真
iStock提供
iStock-579256170

240 床の間（本居宣長の旧宅・鈴屋の書斎） 写真 本居宣長記念館所蔵

243 丸山眞男氏プロフィール 写真 自社所蔵

245
赤瀬川原平　模型千円札Ⅰ（Model 1,000‐
Yen Note Ⅰ）1963年

写真 東京国立近代美術館所蔵

249 ヨセミテ国立公園 写真
photolibrary提供
pl-99963668779

249 屋久島の杉 写真
photolibrary提供
pl-99924144267

250 タクラマカン砂漠 写真
photolibrary提供
pl-99924842945

253 森岡正博氏プロフィール 写真 自社所蔵

261 野口裕二氏プロフィール 写真 自社所蔵

265
ケビン・カーター「ハゲワシと少女」（1993
年）

写真 アマナ・イメージズ所蔵

270 岡真理氏プロフィール 写真 自社所蔵

278 現存最古の叙事詩「ギルガメシュ叙事詩」 写真
ユニフォト提供
P02FF00315BAL_126989

279 野家啓一氏プロフィール 写真 自社所蔵

282 1926年頃の小山内周辺 図 自社作成

287 ハマナス 写真
photolibrary提供
pl-999189652166

290 柳田國男氏プロフィール 写真 自社所蔵

299 三木那由他氏プロフィール 写真 自社所蔵

306 バウハウス（デッサウ校） 写真
アフロ提供
aflo_120628474

309 椹木野衣氏プロフィール 写真 自社所蔵

311 カメレオン 写真
photolibrary提供
pl-999231392754

313 観音三十三応身図（室町時代） 写真
国立博物館所蔵品統合検索シ
ステム出典

317 大森荘蔵氏プロフィール 写真 自社所蔵
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

320 世界の紙幣 写真
アフロ提供
aflo_34460698

324

アフリカ大陸南部に位置するジンバブエで
は、2000年代に貨幣の価値が暴落するハ
イパー・インフレーションとなり、パン1個が
10億ジンバブエ・ドルで取引された。（2008
年６月、首都ハラレで撮影。）

写真

ユニフォトプレス提供
ジンバブエのハイパーインフ
レーション_2008年
_uniH_00348726

326 岩井克人氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

331 父島列島・母島列島 図 自社作成
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

332 小笠原諸島（父島）の人々（2008年） 写真
アフロ提供
_20080608_aflo_OMSA749696

333 管啓次郎氏プロフィール 写真 自社所蔵

336

ドキュメンタリー映画「二重のまち／交代地
のうた」（小森はるか・瀬尾夏美　２０１９年）
より。映画では若者たちが被災地の人々の
話を聞き取り、被災地から触発されて瀬尾
が書いた物語を語る。被災地の人々を前
に、その物語を読み上げている場面。

写真 瀬尾夏美氏提供

343 瀬尾夏美氏プロフィール 写真 自社所蔵

353 上村松園「序の舞」（1936年） 絵画 東京芸術大学提供

354 尼ケ崎彬氏プロフィール 写真 自社所蔵

362 坂口安吾氏プロフィール 写真 自社所蔵

365 移民奨励ポスター（大正末期） 写真 外交史料館所蔵

370 伊豫谷登士翁氏プロフィール 写真 自社所蔵

376 蓮實重彦氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

381 福沢諭吉氏プロフィール 写真 自社所蔵

386
アンニーバレ・カラッチ「真理と時」（1584
年）

写真 自社所蔵

387 若桑みどり氏プロフィール 写真 自社所蔵

396 大澤真幸氏プロフィール 写真 自社所蔵

405 木村敏氏プロフィール 写真 自社所蔵

410
レーウェンフックが発明した顕微鏡（1670
年）

写真
アフロ提供
aflo_81539615

416 田中祐理子氏プロフィール 写真 田中祐理子氏提供

421
ポトラッチで踊るインディアンたち（1914年、
カナダ）

写真 アマナ:7Z4Kx5Cn

423
身体を締めつけるコルセット（フランスの広
告、1907年頃）

写真 京都服飾文化研究財団

426 佐伯啓思氏プロフィール 写真 佐伯啓思氏提供

433 宇宙に浮かぶハッブル宇宙望遠鏡 写真 NASA

434 養老天命反転地 写真 養老公園提供

434 西谷修氏プロフィール 写真 自社所蔵

444 中井久夫氏プロフィール 写真 自社所蔵

447 『エクソフォニー』（多和田葉子） 写真 自社所蔵

447 『沈黙の春』（レイチェル・カーソン） 写真 自社所蔵

447
『それゆけ！論理さん』（仲島ひとみ著・野
矢茂樹監修）

写真 自社所蔵

447 『世界の適切な保存』（永井玲衣） 写真 自社所蔵

447 『文化の脱走兵』（奈倉有里） 写真 自社所蔵
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

447 『オリエンタリズム』（エドワード・サイード） 写真 自社所蔵

447 『苦海浄土　わが水俣病』（石牟礼道子） 写真 自社所蔵

(備考） １　「申請図書」の欄については次のとおりとする。
➀「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。
②「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。
③「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。
２　「出典」の欄については次のとおりとする。
➀　出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者および発行年次を各欄に示す。
②　出典が定期刊行物の場合は、発行年次等欄に巻号、発行月日を示す。
③　出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付されたた整理番号等を示すなど、
出典を確認することが可能な情報を記入する。
３　出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又はあらたに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。
４　（１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
　　（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　　補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。

備考４の内容について確認しました。☑
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ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

12～16 未来をつくる言葉 国語教材 未来をつくる言葉 195～199 ドミニク・チェン 新潮社 2020年

18
比べて読もう　中島敦「山月記」が
描く「わかりあえなさ」

国語教材 編集委員会による書き下ろし

19～25 物語るという欲望 国語教材
映画の構造分析――ハリウッド
映画で学べる現代思想

47～57 内田樹 文藝春秋 ２０１１年

27～32 科学の詩学へ 国語教材 めぐりながれるものの人類学 65～70 石井美保 青土社 2019年

34～35 評論入門　一 国語教材 編集委員会による書き下ろし

36～41 地図の想像力 国語教材 増補　地図の想像力 58～64 若林幹夫 河出書房新社 2009年

43～49 本当は怖い「前提」の話 国語教材 「UP」第四九巻・第四号 38～44 川添愛 東京大学出版会 2020年

51～56
「象徴的貧困」に立ち向かうため
に

国語教材
現代思想の教科書――世界を
考える知の地平15章

232～237 石田英敬 筑摩書房 2010年

55 Imagine（John Lennon） 国語教材 imagine John Lenon アップルレコード 1971年

58～59 評論入門　二 国語教材 編集委員会による書き下ろし

60～67
一〇〇パーセントは正しくない科
学

国語教材
若い読者に贈る美しい生物学
講義

34～45 更科功 ダイヤモンド社 2019年

69～75 近代の成立――遠近法 国語教材 はじめての構造主義
154～155，
159～163

橋爪大三郎 講談社 1988年

77～82 カイロモン 国語教材 自炊者になるための26週 148～154 三浦哲哉 朝日出版社 2023年

84～85
多様な文章に触れよう――法令
文・新聞記事

国語教材 編集委員会による書き下ろし

86～91 迷惑でいびつな生命 国語教材
わからない世界と向き合うため
に

151～158 中屋敷均 筑摩書房 2024年

93～100 沖縄戦を聞く 国語教材 はじめての沖縄 122～130 岸政彦 新曜社 2018年

出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

名称
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ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

名称

102～108 変貌する聖女 国語教材 マリー・キュリーの挑戦 89～97 川島慶子 トランスビュー 2010年

110～118 男の絆、女たちの沈黙 国語教材 さよなら、男社会 14～23 尹雄大 亜紀書房 2020年

120～125 現代日本の開化 国語教材 明治文学全集 第５5巻
320～321，
322～323

夏目漱石 筑摩書房 1971年

127～133 物語りについて 国語教材 他なる映画と　2 244～248 濱口竜介 インスクリプト 2024年

135
比べて読もう　夏目漱石「こころ」
の「語り」

国語教材 編集委員会による書き下ろし

136～143 ファンタジーワールドの誕生 国語教材 クレオール主義　新版 66～72 今福龍太 青土社 ２００１年

145～150 生物の作る環境 国語教材
動物と人間の世界認識――イ
リュージョンなしに世界は見えない

34～４５ 日高敏隆 筑摩書房 ２００７年

152～156 貧困は自己責任なのか 国語教材 反貧困 74～82 湯浅誠 岩波書店 2008年

158～163 ポピュリズムとは何か 国語教材
異端の時代――正統のかたち
を求めて

224～230 森本あんり 岩波書店 2018年

165～171 トリアージ社会 国語教材 現代思想入門 115～122 船木亨 筑摩書房 2016年

173～179 権力とは何か 国語教材 政治的思考 81～87 杉田敦 岩波書店 2013年

181～182 レポートを書こう 国語教材 編集委員会による書き下ろし

183 生成AIとの付き合い方 国語教材 編集委員会による書き下ろし

184～191 子どもの言語習得 国語教材 言語の本質
207～212，
214～218

今井むつみ・秋田
喜美

中央公論新社 2023年

193～199 ファッションの現象学 国語教材 境界の現象学 33～39 河野哲也 筑摩書房 2014年

201～207 日本の社会は農業社会か 国語教材 日本の歴史をよみなおす 242～249 網野義彦 筑摩書房 2005年
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ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

名称

209～210
資料や情報を吟味して、自分の
考えにつなげよう

国語教材 編集委員会による書き下ろし

211～214 数字化される世界 国語教材 統計の歴史 9～13 オリヴィエ・レイ 原書房 2020年

215 データの読み方 国語教材 編集委員会による書き下ろし

216～221 資源はなぜ枯渇するのか 国語教材 環境と経済の文明史 221～22５ 細田衛士 NTT出版 2010年

223～229 ビッグデータ時代の「生」の技法 国語教材 〈情弱〉の社会学 140～146 柴田邦臣 青土社 2019年

231～243 「である」ことと「する」こと 国語教材 日本の思想
154～158，
163～164，
174～180

丸山真男 岩波書店 １９６１年

248～253 「自然を守る」ということ 国語教材 環境倫理学 27～31 森岡正博
東京大学出版

会
２００９年

255～261 物語としての自己 国語教材
物語としてのケア――ナラティ
ブ・アプローチの世界へ

44～５０ 野口裕二 医学書院 2002年

263
比べて読もう　森鷗外「舞姫」が語
る「自己」

国語教材 編集委員会による書き下ろし

264～270 虚ろなまなざし 国語教材 彼女の「正しい」名前とは何か 208～213 岡真理 青土社 ２０００年

272～273 複数の文章を読み比べてみよう 国語教材 編集委員会による書き下ろし

274～279 物語と歴史のあいだ 国語教材 物語の哲学 119～124 野家啓一 岩波書店 2005年

281～290 清光館哀史 国語教材 柳田國男全集 第三巻 710～719 柳田國男 筑摩書房 1997年

292～299 自分自身を語るために 国語教材 「群像」第78巻・第12号 503～５08 三木那由他 講談社 2023年
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ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

名称

301～302
自分の経験や考えを効果的に書
いてみよう

国語教材 編集委員会による書き下ろし

304～309 絵画は紙幣に憧れる 国語教材 反アート入門 211～215 椹木野衣 幻冬舎 2010年

311～317 真実の百面相 国語教材 流れとよどみ 25～32 大森荘蔵 産業図書 1981年

319～326 貨幣共同体 国語教材 貨幣論 210～217 岩井克人 筑摩書房 １９９８年

328～333 ピジンという生き方 国語教材 オムニフォン １～6 管啓次郎 岩波書店 2005年

335
聞く者たちの文学、忘却に抗する
ための会話

国語教材
「ユリイカ」７月号　第54巻・第9
号

93～98 瀬尾夏美 青土社 2022年

345～343 戦争は女の顔をしていない 国語教材 戦争は女の顔をしていない
161～162，
164～166

スヴェトラーナ・ア
レクシエーヴィチ

岩波書店 2016年

348～354 模倣と「なぞり」 国語教材 ことばと身体 183～188 尼ケ崎彬 勁草書房 1990年

356～362 ラムネ氏のこと 国語教材 坂口安吾全集 第3巻 309～313 坂口安吾 筑摩書房 1999年

364～370 難民が問題になるとき 国語教材
グローバリゼーション――移動
から現代を読みとく

177～17９，
184～188

伊豫谷登士翁 筑摩書房 2021年

372～376 思考の誕生 国語教材 齟齬の誘惑 181～184 蓮實重彦 東京大学出版会 1999年

378～381 主義は広大なるべき事 国語教材 福沢諭吉全集 第八巻 217～220 福沢諭吉 岩波書店 1960年

383～387 異時代人の目 国語教材 レット・イット・ビー 127～134 若桑みどり 主婦の友社 １９８８年

389～396 巫女の視点 国語教材 社会学のすすめ 4～11 大澤真幸 筑摩書房 1996年

398～405 ものとこと 国語教材 時間と自己
4～10、22～

24
木村敏 中公新書 １９８２年

407～416 「病気」の向こう側 国語教材 病む、生きる、身体の歴史 305～313 田中祐理子 青土社 2019年
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出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

名称

418～426 過剰性と稀少性 国語教材 経済学の犯罪 272～280 佐伯啓思 講談社 2012年

428～434 記憶の満天 国語教材 理性の探求 ⅵ～ⅺ 西谷修 岩波書店 2009年

436～444 戦争と平和についての観察 国語教材 樹をみつめて 56～64 中井久夫 みすず書房 2006年

446
論文を読んで、これまで行われてきた
研究をまとめよう

国語教材 編集委員会による書き下ろし

447 読書案内　より深く問うために 国語教材 編集委員会による書き下ろし

(備考） １　「申請図書」の欄については次のとおりとする。
➀「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。
②「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。
③「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。
２　「出典」の欄については次のとおりとする。
➀　出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者および発行年次を各欄に示す。
②　出典が定期刊行物の場合は、発行年次等欄に巻号、発行月日を示す。
③　出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付されたた整理番号等を示すなど、
出典を確認することが可能な情報を記入する。
３　出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又はあらたに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。
４　（１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。
　　（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、
　　　　補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。

備考４の内容について確認しました。☑
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

前見返し
一～二

システィーナ礼拝堂「最後の審判」 絵画 ユニフォトプレス提供

後ろ見返
し四～五

パブロ・ピカソ「ゲルニカ」（１９３７年） 絵画
ソフィア王妃芸術センター所蔵
／ユニフォトプレス提供
BAL_10313

9
中谷芙二子≪Dynamic Earth Series Ⅰ≫
霧の彫刻 ＃47610　2021年

写真 長野県立美術館所蔵

16 ドミニク・チェン氏プロフィール 写真 自社所蔵

18 『山月記・名人伝ほか』表紙 写真 自社所蔵

19 イワン・モジューヒン 写真 ユニフォトプレス提供

25 内田樹氏プロフィール 写真 自社所蔵

32 石井美保氏プロフィール 写真 自社所蔵

36 T-O図（ブリティッシュ・ライブラリー所蔵） 絵画 自社所蔵

39
地下鉄の路線図（神戸市営地下鉄　2011
年）

図 神戸市交通局提供

41 若林幹夫氏プロフィール 写真 若林幹夫氏提供

49 川添愛氏プロフィール 写真 川添愛氏提供

56 ジョン・レノン（右）とオノ・ヨーコ（1969年） 写真
アフロ提供
aflo_9201746

56 石田英敬氏プロフィール 写真 自社所蔵

60 コウイカ 写真
photolibrary提供
pl-99992793675

67 更科功氏プロフィール 写真 更科功氏提供

71 デューラーの透視図法 絵画 自社所蔵

72 ドゥッチオ「最後の晩餐」（1308年） 絵画
ユニフォトプレス提供
BAL_DGA624438

73 ダ・ビンチ「最後の晩餐」（1498年） 絵画
ユニフォトプレス提供
AKG5765354

75 橋爪大三郎氏プロフィール 写真 自社所蔵

79 トリュフを探す豚 写真
アフロ提供
aflo_5310372

82 三浦哲哉氏プロフィール 写真 自社所蔵

85 『日本経済新聞』2020年11月19日（夕刊） 写真 日本経済新聞社提供

82 中屋敷均氏プロフィール 写真 自社所蔵

93 沖縄本島 図 自社作成

97 沖縄県糸満市所在のガマ「轟の壕」 写真
ユニフォトプレス提供
P110624000483

100 岸政彦氏プロフィール 写真 自社所蔵

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

103 キュリー夫妻 写真
アフロ提供
作品番号：FSKB013655（SSPL-
10296197）

105 フランスの「五月革命」のようす 写真
アフロ提供作品番号
LKGA109834

107

1911年にベルギーのブリュッセルで開催さ
れた物理学の国際会議、第一回ソルヴェイ
会議に出席したマリー・キュリー（テーブル
で片ひじを突く女性）と、ランジュヴァン（後
列右端）

写真 自社所蔵

108 川島慶子氏プロフィール 写真 自社所蔵

118 尹雄大氏プロフィール 写真 尹雄大氏提供

125 夏目漱石氏プロフィール 写真 自社所蔵

133 濱口竜介氏プロフィール 写真 自社所蔵

137 ニューギニア島 図 自社作成

138 『カンニバル・ツアーズ』より 写真 自社所蔵

141 『カンニバル・ツアーズ』より 写真 自社所蔵

143 今福龍太氏プロフィール 写真 自社所蔵

145 ユスクキュル 写真
アフロ提供
aflo_117000841

146 ユクスキュルによるマダニのスケッチ 写真 自社所蔵

149
人間にとっての部屋（『生物から見た世界』
より）

図 自社所蔵

149 イヌにとっての部屋 図 自社所蔵

149 ハエにとっての部屋 図 自社所蔵

150 日高敏隆氏プロフィール 写真 自社所蔵

156 湯浅誠氏プロフィール 写真 自社所蔵

163 森本あんり氏プロフィール 写真 森本あんり氏提供

169 トリアージ・タッグ 写真
photolibrary提供
pl-999108072806

171 船木亨氏プロフィール 写真 自社所蔵

176
連合総司令部（GHQ）の意向を反映し、戦
時中の教科書を塗りつぶして使用した占領
下の「黒塗り教科書」（1946年頃）

写真
毎日新聞フォトバンク
P19950728dd1dd4phj920000

179 杉田敦氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

191 今井むつみ氏プロフィール 写真 自社所蔵

191 秋田喜美氏プロフィール 写真 自社所蔵

198 ゴヤ「我が子を食らうサトゥルヌス」 絵画 自社所蔵

199 河野哲也氏プロフィール 写真 自社所蔵

201 能登半島 図 自社作成
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

203
千葉県酒々井町・清光寺で見つかった下
張り文書

写真 千葉日報提供

207 網野義彦氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

210 政治の場における男女の地位の平等感 図 自社作成

210
上位国及び主な国のジェンダーギャップ指
数

図 自社作成
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

213
フランスの失業者数と失業率の推移（世界
銀行のデータに基づく）

図 自社作成

218 カスピ海周辺図 図 自社作成

219 ドードー 写真 アフロ提供

221 細田衛士氏プロフィール 写真 自社所蔵

229 柴田邦臣氏プロフィール 写真 自社所蔵

232
ナポレオン三世のクーデター決行日のパリ
の様子

写真 自社所蔵

237 タイプライター 写真
iStock提供
iStock-579256170

240 床の間（本居宣長の旧宅・鈴屋の書斎） 写真 本居宣長記念館所蔵

243 丸山眞男氏プロフィール 写真 自社所蔵

245
赤瀬川原平　模型千円札Ⅰ（Model 1,000‐
Yen Note Ⅰ）1963年

写真 東京国立近代美術館所蔵

249 ヨセミテ国立公園 写真
photolibrary提供
pl-99963668779

249 屋久島の杉 写真
photolibrary提供
pl-99924144267

250 タクラマカン砂漠 写真
photolibrary提供
pl-99924842945

253 森岡正博氏プロフィール 写真 自社所蔵

261 野口裕二氏プロフィール 写真 自社所蔵

265
ケビン・カーター「ハゲワシと少女」（1993
年）

写真 アマナ・イメージズ所蔵

270 岡真理氏プロフィール 写真 自社所蔵

278 現存最古の叙事詩「ギルガメシュ叙事詩」 写真
ユニフォト提供
P02FF00315BAL_126989

279 野家啓一氏プロフィール 写真 自社所蔵

282 1926年頃の小山内周辺 図 自社作成

287 ハマナス 写真
photolibrary提供
pl-999189652166

290 柳田國男氏プロフィール 写真 自社所蔵

299 三木那由他氏プロフィール 写真 自社所蔵

306 バウハウス（デッサウ校） 写真
アフロ提供
aflo_120628474

309 椹木野衣氏プロフィール 写真 自社所蔵

311 カメレオン 写真
photolibrary提供
pl-999231392754

313 観音三十三応身図（室町時代） 写真
国立博物館所蔵品統合検索シ
ステム出典

317 大森荘蔵氏プロフィール 写真 自社所蔵
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

320 世界の紙幣 写真
アフロ提供
aflo_34460698

324

アフリカ大陸南部に位置するジンバブエで
は、2000年代に貨幣の価値が暴落するハ
イパー・インフレーションとなり、パン1個が
10億ジンバブエ・ドルで取引された。（2008
年６月、首都ハラレで撮影。）

写真

ユニフォトプレス提供
ジンバブエのハイパーインフ
レーション_2008年
_uniH_00348726

326 岩井克人氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

331 父島列島・母島列島 図 自社作成
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

332 小笠原諸島（父島）の人々（2008年） 写真
アフロ提供
_20080608_aflo_OMSA749696

333 管啓次郎氏プロフィール 写真 自社所蔵

336

ドキュメンタリー映画「二重のまち／交代地
のうた」（小森はるか・瀬尾夏美　２０１９年）
より。映画では若者たちが被災地の人々の
話を聞き取り、被災地から触発されて瀬尾
が書いた物語を語る。被災地の人々を前
に、その物語を読み上げている場面。

写真 瀬尾夏美氏提供

343 瀬尾夏美氏プロフィール 写真 自社所蔵

353 上村松園「序の舞」（1936年） 絵画 東京芸術大学提供

354 尼ケ崎彬氏プロフィール 写真 自社所蔵

362 坂口安吾氏プロフィール 写真 自社所蔵

365 移民奨励ポスター（大正末期） 写真 外交史料館所蔵

370 伊豫谷登士翁氏プロフィール 写真 自社所蔵

376 蓮實重彦氏プロフィール 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

381 福沢諭吉氏プロフィール 写真 自社所蔵

386
アンニーバレ・カラッチ「真理と時」（1584
年）

写真 自社所蔵

387 若桑みどり氏プロフィール 写真 自社所蔵

396 大澤真幸氏プロフィール 写真 自社所蔵

405 木村敏氏プロフィール 写真 自社所蔵

410
レーウェンフックが発明した顕微鏡（1670
年）

写真
アフロ提供
aflo_81539615

416 田中祐理子氏プロフィール 写真 田中祐理子氏提供

421
ポトラッチで踊るインディアンたち（1914年、
カナダ）

写真
ＰＰＳ通信提供
G0DHDC

423
身体を締めつけるコルセット（フランスの広
告、1907年頃）

写真 京都服飾文化研究財団

426 佐伯啓思氏プロフィール 写真 佐伯啓思氏提供

433 宇宙に浮かぶハッブル宇宙望遠鏡 写真 NASA

434 養老天命反転地 写真 養老公園提供

434 西谷修氏プロフィール 写真 自社所蔵

444 中井久夫氏プロフィール 写真 自社所蔵

447 『エクソフォニー』（多和田葉子） 写真 自社所蔵

447 『沈黙の春』（レイチェル・カーソン） 写真 自社所蔵

447
『それゆけ！論理さん』（仲島ひとみ著・野
矢茂樹監修）

写真 自社所蔵

447 『世界の適切な保存』（永井玲衣） 写真 自社所蔵

447 『文化の脱走兵』（奈倉有里） 写真 自社所蔵
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

図　版　出　典　一　覧　表

申請図書 出典
備考

447 『オリエンタリズム』（エドワード・サイード） 写真 自社所蔵

447 『苦海浄土　わが水俣病』（石牟礼道子） 写真 自社所蔵
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ページ 名称 種別

①（196ページ13行目）Twitterに代表される ①削除
①特定の商標名
を出さない配慮

②（196ページ14行目～16行目）先に述べたあいちトリエンナーレ2019の期間中には、問題とされた表現作品の文脈や背景は
削ぎ落とされて、表面的な形象だけを巡って、誹謗中傷が交わされた。

②削除 ②学習上の配慮

①(48ページ12行目～52ページ12行目) 映画のなかのすべてが、ただ一人の作者の完全なコントロールに従属しているのであ
れば、その「なんだか気になるディテール」の「意味」を探り当てることはそれほどむずかしいことではありません。
しかし、映画テクストの生産にかかわる膨大な数のスタッフや俳優たち、そして観客自身の解釈志向、その欲望と無意識の集合
的で偶然な「効果」として、誰の意図でもなく、たまたまそのような映画記号がそこに「見えた」としたら、それらの映画記号が「何
を意味するのか」という問いに確定的な答えを出すことは原理的には不可能なことです。映画は「多声的」であるということは、言
い換えれば、映画には、「何を意味するのかよく分からないもの」が必ず映り込んでいるということですし、むしろ「何を意味する
のかよく分からないもの」が映り込んでいることこそが映画の本質的な魅惑を作り出しているということです。

ロラン・バルトは『イワン雷帝』（Ivan Groznyj, by Sergei Eisenstein, 1944/46）を論じたエッセイのなかで、映画記号のもたらす意
味を二つのカテゴリーに分類するという興味深い仮説を提示しました。
一つは、「サンス・オブヴィ」le sens obvieと呼ばれます。これは本来神学用語で、「ある語が複数の意味をもつ場合、そのうちで
もっとも自然に意識に浮かんでくる意味」のことです。
映画の場合、映画「作者」が観客に向けて意図的に発信し、観客が労せずして把握できるような意味がこれに当たります。例え
ば「この映画を通じて、私は戦争の悲惨さを訴えたかった」ということを監督やシナリオライターや俳優たちが映画の製作に先
立って、確認し合って仕事を進めた場合、その映画の意図はおっしゃるとおり「戦争の悲惨さを訴える」ことにあるでしょう。これ
が「センス・オブヴィ」すなわち「あっちから迎えに来てくれる意味」です。
「あっちから迎えに来る意味」は明晰にして判明です。しかし、それは抵抗なく受け入れられる代わりに、それ以外の解釈を許さ
ない「閉じられた自明性」でもあります。観客は解釈する手間を省いてもらう代償に、読解したり、曲解したり、深読みしたりする権
利を放棄しなければなりません。

いま一つは「サンス・オプチュ」le sens obtusと呼ばれます。「オプチュ」は「鈍い、無感覚な、麻痺した、弱い」を意味する形容詞
ですから、この術語の語義は「鈍い意味」「弱々しい意味」というものになります。
バルトは、『イワン雷帝』のなかで皇帝に黄金の洗礼をしている二人の廷臣の「化粧の濃さ」と『戦艦ポチョムキン』（Bronenosets
Potyomkin, by Sergei Eisenstein, 1925）で泣く老婆の「顔」を「鈍い意味」の例に挙げています。
「鈍い意味」は映画の表層にこれみよがしに露出しているのにもかかわらず、ストーリーには関わりを持ちません。それは何かの
象徴や隠喩でもありません。ですから、観客は、そこに「作者」から観客に宛てられたメッセージをうまく読み取ることができませ
ん。しかし、それにもかかわらず、その映画記号は観客の意識にガラス片のように突き刺さったまま残ります。観客はそれを無視
することができず、しかし解釈することができません。
「鈍い意味」とはバルトの定義によれば「私の理解がどうしてもうまく吸収することのできない追加分として、『余分』に生ずる、頑
固であると同時にとらえどころのない、すべすべしていながら逃げてしまう意味」です。

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

12～16
未来をつくる言

葉
国語教材

19～25
物語るという欲

望
国語教材

①削除 ①分量の調節

1 / 25 ページ



ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

鈍い意味はシニフィエなきシニフィアンである。それゆえ鈍い意味が何を意味しているのかを名指すことがこれほど困難なのだ。
（…）鈍い意味を確定することができないのは、明示的な意味とは逆に、それが何ものをも複写していないからである。何も表象
していないものをどうやって記述すればよいのか？」

「映画的なもの（ル・フィルミック）、それは映画の中にある、記述され得ぬものである。表象するだけで、表象され得ないものであ
る。」

この「鈍い意味／映画的なもの」というバルトの刺激的なアイディアをもう少し追いかけてみたいと思います。

②(55ページ10行目～56ページ１行目) ジャック・ラカンはこれと似たことを「原因」について語っています。私たちが何かの出来
事に遭遇して、その「原因」について考えたり、推測したりするとき、そこには乗り超えることのできない「裂け目」があります。ラカ
ンはこう書いています。

「原因という概念は結局分析不能な概念である――つまり理性によって理解することは不可能である――（…）原因という機能に
は本質的に何らかの『裂け目』（…）が残されている、（…）原因について語るときには、つねにそこに概念化に抗するもの、規定
できないものがあります。（…）原因という言い方がされる場合にはそこに穴があるのです。」

③ バルトのいう

②③削除 ②学習上の配慮

①削除 ①分量の調節

19～25 物語るという欲望 国語教材

2 / 25 ページ



ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（38ページ上段2行目）たとえば詐欺の手口についての知識は、防犯のために広く知られるべきだが、良からぬことを考えてい
る輩にも要らん知恵をつけたりしていると思う。

②（38ページ上段8行目～14行目）マッドサイエンティストと言えばたいてい物理とか化学とか生物の博士で、言語学者がそうい
うキャラとして出てくる話は聞いたことがない。言語学者の中にも人間的にアブナイ人はいるかもしれないが、そういう人も「言語
学を使って人類補完計画を実行する。」などと考えたりはしないだろう。考えるようであれば本当にアブナイ人だが、人類を補完
したり世界を滅ぼしたりする力はたぶんないから安心していい。

③（38ページ下段5行目～39ページ上段5行目）実は今までも「言語学バーリ・トゥードに書いちゃおうかな？」と思わなくもなかっ
たのだが、なんとなくためらっていた。しかし最近、その知識がとあるテレビ番組で披露されているのを目にしてしまい、もう書い
てもいいんじゃないかという気持ちになっている。
　その番組を見たのは、今年の正月だ。私はテレビを持っていないので、年末年始の帰省期間はその年にブレイクした芸人と
かアイドルとかを見て「今、誰がトレンディ（死語）なのか」を学習する貴重な機会となっているが、今年はなぜか「キムタク祭り」と
なった。というのも、木村拓哉さん主演のドラマとか映画とかが毎日のように放送されていて、どれも面白そうだったので全部見
てしまったのだ。結果的に、令和の世になってもキムタクがトレンディだということを思い知らされたわけだが、なかでも警察学校
の生活をリアルに描いたドラマ『教場』では、キムタクが白髪のイケオジ教官を演じていてかなりインパクトがあり、ストーリーもとて
も面白かった。

④（39ページ上段6行目）そのドラマの中で ④削除
④前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

⑤（41ページ上段8行目～下段5行目）誘導尋問をする側の目的は、「自分が事実だと思っていることを相手に認めさせる」という
ものだ。裁判なんかで検事が被告に「あなたは被害者に対して、最初から殺意をもって近づいたんじゃないですか？」などと聞く
のは、最初から殺意を持っていたことを被告に認めさせたいからだし、かつて新日本プロレスの正体不明のマスクマンであった
スーパーストロングマシンに対して藤波辰巳が「お前、平田だろ！」と言ったのも、彼が平田であることを白状させたかったからだ
（たぶん）。ただし、こういった直球の質問は、被告なりマシン選手なりが「いいえ」とか「平田じゃねーよ」などと言えば済むのであ
まり大したことはない。だが、ここに前提が入ってくると、かなり厄介になる。

⑤削除 ⑤学習上の配慮

⑥（41ページ下段8行目）キムタクの ⑥削除
⑥前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

⑦（42ページ下段4行目）他人に対してキレて見せたり、刑事相手にカツ丼を要求したりするのに慣れている人はいいが、 ⑦削除 ⑦学習上の配慮

43～49
本当は怖い「前

提」の話
国語教材

①②③削除
①②③学習上の
配慮
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

⑧（42ページ下段8行目～43ページ下段6行目）これを読んでおられる皆様の多くはきっと「自分は自他ともに認める善良な市
民なので、警察のご厄介にはならないし、尋問されるような目にも遭わないから大丈夫。」と高をくくっておられることと思う。しか
し、前提が悪用される場面は、あからさまな誘導尋問だけとは限らない。ナンパ術の本を読んだことがあった（別に自分がナンパ
をしようとかされようとか思っていたわけではなく、単に興味本位で読んでいただけだ）が、その中に「二回目のデートを断られな
い方法」というのがあった。
　「キミは憧れの彼女との最初のデートを楽しんだ。キミは次のデートの約束を取り付けたいが、彼女が0kしてくれるかどうか分か
らない。もしかすると、断られるかもしれない。そんなときは、『また会ってくれる？』と尋ねるよりも、『今度いつ会う？』と言った方
が断られにくくなるゾ」
確かに、質問が「また会ってくれる？」の場合よりも、「今度いつ会う？」の方がやや断りづらくなる。これは誘導尋問でこそない
が、相手をコントロールしやすくするために前提が利用されている例だ。先述のとおり、「いつ」を含む疑問文では「いつ」以外の
部分が前提になるので、「今度いつ会う？」という文は「今度会う」という前提を持っている。つまり、「今度会うこと」を自分と彼女
との間での「決定事項」にしてしまうことで、ストレートに断られるのを防いでいるのだ。このように尋ねられたとき、普通に答えたら
次会うことを承諾したことになるし、「うーん、どうしよう」とか「そうねぇ」のような曖昧なことを言っても、前提を受け入れたと思われ
　こういった前提の利用は、日常の何気ない会話や仕事のメールなんかにも潜んでいる可能性がある。仕事関係のパーティー
とかでちょっと話しただけの人から、とくに約束をした覚えもないのに「いつ御社に伺えばよろしいでしょうか？」のような連絡が来
たら、「あれっ？　そんな約束したっけ？」と思うと同時に、なんとなく「来るな」とも言いづらくなる。
　こういう場合、「相手の頭の中ではそういう予定になっているみたいだし、そう思わせたのにはこっちにも責任があるかもしれな
いから、会ってあげなきゃいけないだろうか」のように余計な気遣いをする人とか、「今さら否定するのも面倒くさいから、とりあえ
ず相手に話を合わせよう」と思う人はいいカモになってしまうだろう。つまり、社会的な軋轢を面倒くさがったり怖がったりするあま
り、相手に面と向かって何か言うよりも自分の時間とか労力とかを犠牲にした方がまだマシだと思っちゃうタイプの人は気をつけ
た方がいいと思う。私自身がそうなので間違いない。
　この他、

⑨（43ページ下段19行目～44ページ上段7行目）たとえば私が世の人々に「言語学は儲かる」と思わせたいと考え、その考えを
広めるべく本の出版を計画しているとする。このとき、そのまんま「言語学は儲かる！」のような主張系のタイトルの本を出したら、
一部の人は興味を持つだろうが、最初から眉唾だと思って見向きしない人も多いはずだ。しかしこれが「なぜ言語学は儲かるの
か」だと、「言語学が儲かるって、常識なのか！？知らなかった、ビックウェーブに乗り遅れちまう」とか「きっと、この著者の川添っ
て奴は言語学で儲けたんだな？どんな手を使ったのか、いっちょ見てやるか」などと思って手にとってしまう人が増えると思う。こ
んなときは鵜呑みにせずに、本当に言語学は儲かるのか、著者の川添は本当に儲かっているのかをよく調べてから買った方が
いいだろう。

⑨削除 ⑨学習上の配慮

⑩（44ページ上段９行目）読者の皆様の周囲にも ⑩削除

⑪（44ページ上段11行目）皆様にはぜひ ⑪削除

43～49
本当は怖い「前

提」の話
国語教材

⑩⑪学習上の配
慮

⑧削除 ⑧学習上の配慮

4 / 25 ページ



ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（234ページ3行目）(STIEGLER, Bernard 1952-）

②（234ページ15行目）WAR IS OVER YOU WANT IT

③（244ページ13行目）media literacy

61～67
一〇〇パーセン
トは正しくない科
学

国語教材 ①(38ページ5行目）一〇〇パーセントは正しくない科学 ①削除 ①学習上の配慮

①(155ページ11行目～156ページ４行目)ところで、よく考えてみると、実物をみる場合でも、なぜそれが三次元のものとみえるか
は、むずかしい問題だ。網膜に映る外界の像は、二次元のスクリーンみたいで、けっして奥行きがないからだ。知覚心理学の教
科書によくあげてある例だが、角膜手術で初めて目がみえるようになった人は、一週間ぐらい、目の前のしましま模様をどうみた
らいいか判らなくて困るという。あそこの小さな人影も、ここの大きな人影も、だいたい同じ大きさだ。ただ遠くにあるから小さく見
えるだけだ。こういうことがわかるのは、学習の結果である。
　絵の画面は、このような視覚を支える習慣を反映している。肉眼で、外界を奥行きある世界と見るようになった人は、特にそれ
以上学習しなくても、絵になにが描いてあるか、たやすく理解することができる。

②(157ページ2行目～159ページ10行目)ヨーロッパ社会と絵画
さてヨーロッパだが、中世の絵画は、おせじにも上等なものとは言えなかった。大部分は、宗教画だったが、キリスト教がもとも
と、偶像崇拝を禁止していたことから考えると、こういう絵ばかりなのは奇妙なことである。イスラム教徒や改革派（ことにカルヴァ
ン派）が、宗教画を目の敵にしたのはもっともである。だが、一般民衆にとっては、親しみやすい信仰のよすがであった。
中世の宗教画の原則は、宗教的な価値に忠実であること、だ。宗教的な価値は、遠近法の原理とあんまり関係ないから、画面
のなかに現実の空間を再現することにならない。だいたい、価値あるもの（神様や天使）は大きく、価値のないもの（人間）は小さ
く描く。また、天に近いものはなるべく上のほうに、そうでないもの（悪魔とか）は下のほうに描くとか、いろいろある。これじゃ、遠
近法になりようがない。
こういう絵を見ても、きっと感動はあるだろうが、それは”知覚世界がじつにいきいき再現されている”なんていう性質のものでな
いはずだ。それに、こういう絵は、人間が視たのか神が視たのか、誰が視たところなのかわからない。絵を見た人が、自分を「視
る主体」として意識するようなこともないだろう。
中世はこんなふうだったが、ルネッサンス期にさしかかると、だいぶ変化してくる。表現の題材や技法の点で、飛躍的な変化が
みられるのだが、注目したいのは、だんだん、あくまでも人間が視た世界として、画面が構成されるようになっていったことだ。こ
の動きの行きつくところが、遠近法である。
遠近法は、英語でパースペクティヴ（視界）ということからもわかるように、眼に映るありのままを描く方法、といういみである。
遠近法は、最初、画面をリアルに見せるための、ちょっとした工夫であった。画家が独自に考案して、使いはじめたわけだが、み
んなも真似をして、たちまちありふれた技法になる。その背後には、絵を見る人びとがみんな、そういうリアルな画面を好んだとい
う事情があるわけで、そこが重要だ。ついには、絵画の制度となって、定着する。
世界で最初の遠近法の教科書が、一五〇五年に出版された。ヴィアトールというフランス人の著書である。これからみて、十六
世紀初頭には、誰でも使える技法（つまり、制度）になった、と考えていいだろう。
遠近法は、この時以来、西欧絵画の伝統にしっかり喰いこんでおり、近代のものの見方の前提にもなっている。そのため、自分
がそれを踏まえていても、なんでもないことのような気がして見過ごしてしまいやすい。しかし、絵画の画面をここまでこだわって
構成するということは、かなり特別のこと、よくよくのことなのだ。

69～75
近代の成立――

遠近法
国語教材 ①②削除

①②学習上の配
慮

51～56
「象徴的貧困」に
立ち向かうため

に
国語教材 ①②③削除

①②③学習上の
配慮
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①ブフネラという生き物

②つながりの中で生きる

③閉じない世界

73～100 沖縄戦を聞く 国語教材
（123ページ7行目～9行目）（以下、本章での沖縄戦体験者の語りはすべて、私がまとめた報告書『那覇の人生――こうして生き
てきた』（二〇一五年度龍谷大学社会調査実習報告書）より引用。なおこの本は改めて出版される予定である。）

①削除 ①学習上の配慮

①（89ページ4行目）本書のはじめにも述べた ①削除
①前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

②（89ページ6行目）最初にも書きましたが、 ②削除
②前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

③（90ページ16行目）先の章で述べたアカデミーの選挙や ③削除
③前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

④（91ページ11・12行目）次の章で扱う、マリーの二人の友人は、こうした運動にかかわった女性たちです。 ④削除
④前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

⑤（95ページ9・10行目）（ビバリー・バーチ『キュリー夫人／伝記　世界を変えた人々１』、一六七頁、偕成社、一九九一年） ⑤削除 ⑤学習上の配慮

86～91

102～108 変貌する聖女 国語教材

①②③削除
迷惑でいびつな

生命
国語教材

①②③分量の調
整
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

⑥（91ページ11行目～92ページ9行目）第二波というからには第一波があります。それは主に、女性参政権獲得を中心とする市
民的権利の男女平等をめざす、十九世紀から二十世紀はじめの女性解放運動を指します。第一波で活躍した人々の努力によ
り、先進国といわれる国では、第二次大戦後にほとんどの国で女性参政権が実現しました。わが日本国憲法にも男女の平等が
織り込まれていますし、一九四八年に採択された世界人権宣言でも、すべての人間は人種、皮膚の色、宗教、出自などと並ん
で、性による差別を受けない権利を持っている、と謳われています。こうして第二次大戦後に、かなりの数の女性たちは、見かけ
は男性と平等に扱われることになりました。
　たとえば大学の入学試験を考えてみましょう。通常そこでは、受験生は番号だけで判定されます。採点者は受験生の性別は
おろか、名前も見ないで採点します。ですから合格者の男女比は、結果を見るまで誰にもわかりません。性による有利、不利な
どありません。とても「平等」な制度です。女性に大学入学資格がほとんどなかったマリーの時代とは、大きな違いです。しかし問
題は、そう簡単ではありません。というのも、現実には男女の間に歴然とした差が存在したからです。
　たとえば、日本に第二波フェミニズムが起きる直前のことですが、大学を中心に学園紛争の嵐が吹き荒れた時代がありました。
大学によっては授業どころか、入試さえなくなったことがあったのです。

⑥削除 ⑥分量の調節

⑦（95ページ2行目～96ページ10行目）そのせいでしょうか、本来なら歓迎されるべき新しい伝記の流れを批判する女性物理学
者まで現われました。猿橋賞という、女性科学者に与えられる有名な賞の創設者である猿橋勝子（専門は地球化学）は、一九九
一年になっても、子供向け伝記シリーズの中の一巻、ビバリー・バーチの『キュリー夫人』（これはとてもよく書けている伝記です
が、ランジュヴァン事件については触れられていません）の解説で、次のように述べています。
　ポーランドでの家庭教師時代の恋にやぶれたこと、さらにその後、ピエールの教え子との恋愛事件についても、聖女マリーの
スキャンダルとして、大きくとりあげているジャーナリストがいますが、これらはマリーへの一種のねたみ、いびり、陰口、悪口で
あって、マリーの人柄をなんら傷つけるものではないと思います。
　ジャーナリストの名がはっきり記されていないので、ここで猿橋が批判したいのが、ジルーたちの伝記そのものなのか、それを
紹介した軽薄な記事なのかはさだかではありません。しかし私は、あえてランジュヴァン事件に触れていない伝記の解説で、こ
のような主張をすることは誤解を呼ぶ行為だと思います。というのも、この伝記シリーズの他の人物（アインシュタインなど）につい
ては、こういう一見負の部分についても触れられているからです。
　同じ解説の中で猿橋は、エーヴの伝記をもとにしたアメリカ映画『キュリー夫人』の方を、より好意的に紹介しています。しかし、
第二波フェミニズムを経験した今日のわれわれの目から見れば、むしろこちらのほうが、女性を「母」「妻」役割に閉じ込めて、女
性のセクシュアリティを限定しようとする「危険な」作品に思えます。何といってもこの映画では、ピエールが死んでから突然場面
が何十年も飛んで、すっかり老女になったマリーが、ラジウム発見二十五周年の式典に出たところでジ・エンドです。夫が死んだ
あとの妻の人生には語るものなどない、と言わんばかりのこの描き方は、まさに当時の典型的な女性観を表明しています。一九
四〇年代という時代の制約を思えば当然とも言えますが、ここでは原作であるエーヴの伝記以上に、マリーの十九世紀的「女ら
しさ」が強調されています。当時の女性たちがこの映画に感動し、その野心を大いに鼓舞されたのは事実でしょうが、

⑦削除 ⑦分量の調節

⑧（96ページ13行目～97ページ1行目）たとえば私は、第二章で登場した美青年カジミェジュが、美老人となって、ワルシャワの
公園でマリーの立像を見つめている場面が大好きです。もし自分が監督になってマリーの映画を作るなら、必ずこの場面を入
れたいと思っているくらいですが、これは私が、男性中心社会、つまり美は女性の、出世は男性のものとされる社会の中で育て
られたことと、無関係ではありません。既成のジェンダー観から見れば、ここでひっくり返っている男女の立場というものが、働く
女性である私には心地よいのです。つまり「単なる個人の好み」ではないのです。

⑧削除 ⑧分量の調節

102～108 変貌する聖女 国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（16ページ2行目）男の絆、女たちの沈黙

②（20ページ5行目）「女性は感情論で話す」のか？

③（22ページ6行目～16行目）声を聞けないものは、マンスプレイニングをせっせと始めてしまう。マン（男）＋エクスプレイン（説
明）から造られた語が意味するのは、「君はものを知らないのだから教えてやろう」といった、無邪気にも主導権をとれると思える
不遜さだ。彼女たちがそれに出くわした際、「そうなんてすか」「すごいですね」と返すのは、「女性は共感性が高い」からではな
く、逆らうと面倒なのと、そうやって褒めてやらないとぐずり出すと経験的に知っているからであって、男たちの能書きに同意して
いるわけではない。
　マンスプレイニングでないとすれば、次に出会うのは「要するに何が言いたいのか」といった定番の詰問のフレーズだ。これは
職場に限らない。パートナーとの会話でも出くわす。恋人や夫婦であっても、そのような調子で言葉が用いられるのが不思議で
もないのは、社会の実態が「男社会」であれば、公私の別なく関係性に影響を与えるからだ。それにしても、なぜそうまでして「要
したがる」のか。

120～125
現代日本の開
化

国語教材

①心理学の講筵でもないのにむずかしい事を申上げるのもいかがと存じますが、必要の個所だけをごく簡易に述べて再び本題
に戻るつもりでありますから、しばらく御辛抱を願います。我々の心は絶間なく動いている。あなた方は今私の講演を聴いておい
でになる、私は今あなた方を前に置いて何か言っている、双方共にこういう自覚がある。それに御互の心は動いている。働いて
いる。これを意識と云うのであります。この意識の一部分、時に積れば一分間ぐらいのところを絶間なく動いている大きな意識か
ら切り取って調べてみるとやはり動いている。その動き方は別に私が発明した訳でも何でもない、ただ西洋の学者が書物に書い
た通りをもっともと思うから紹介するだけでありますが、すべて一分間の意識にせよ三十秒間の意識にせよその内容が明暸に心
に映ずる点から云えば、のべつ同程度の強さを有して時間の経過に頓着なくあたかも一つ所にこびりついたように固定したもの
ではない。必ず動く。動くにつれて明かな点と暗い点ができる。その高低を線で示せば平たい直線では無理なので、やはり幾
分か勾配のついた弧線すなわち弓形の曲線で示さなければならなくなる。こんなに説明するとかえって込み入ってむずかしくな
るかも知れませんが、学者は分った事を分りにくく言うもので、素人は分らない事を分ったように呑込んだ顔をするものだから非
難は五分五分である。今云った弧線とか曲線とかいう事をそっと砕いてお話をすると、物をちょっと見るのにも、見てこれが何で
あるかと云うことがハッキリ分るには或る時間を要するので、すなわち意識が下の方から一定の時間を経て頂点へ上って来て
ハッキリして、ああこれだなと思う時がくる。それをなお見つめていると今度は視覚が鈍くなって多少ぼんやりし始めるのだから
いったん上の方へ向いた意識の方向がまた下を向いて暗くなりかける。これは実験して御覧になると分る。実験と云っても機械
などは要らない。頭の中がそうなっているのだからただ試しさえすれば気がつくのです。本を読むにしてもＡと云う言葉とＢと云う
言葉とそれからＣという言葉が順々に並んでいればこの三つの言葉を順々に理解して行くのが当り前だからＡが明かに頭に映
る時はＢはまだ意識に上らない。Ｂが意識の舞台に上り始める時にはもうＡの方は薄ぼんやりしてだんだん識域の方に近づいて
くる。ＢからＣへ移るときはこれと同じ所作を繰返すに過ぎないのだから、いくら例を長くしても同じ事であります。

①削除 ①分量の調整

国語教材 ①②③削除
①②③分量の調
節

110～118
男の絆、女た
ちの沈黙
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
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120～125
現代日本の開
化

国語教材

これは極めて短時間の意識を学者が解剖して吾々に示したものでありますが、この解剖は個人の一分間の意識のみならず、一
般社会の集合意識にも、それからまた一日一月もしくは一年乃至十年の間の意識にも応用の利く解剖で、その特色は多人数
になったって、長時間に亘ったって、いっこう変りはない事と私は信じているのであります。例えて見ればあなた方という多人数
の団体が今ここで私の講演を聴いておいでになる。聴いていない方もあるかも知れないが、まア聴いているとする。そうするとそ
の個人でない集合体のあなた方の意識の上には今私の講演の内容が明かに入る。と同時に、この講演に来る前あなた方が経
験された事、すなわち途中で雨が降り出して着物が濡れたとか、また蒸し暑くて途中が難儀であったとかいう意識は講演の方が
心を奪うにつれて、だんだん不明暸不確実になってくる。またこの講演が終って場外に出て涼しい風に吹かれでもすれば、ああ
好い心持だという意識に心を専領されてしまって講演の方はピッタリ忘れてしまう。私から云えば全くありがたくない話だが事実
だからやむをえないのである。私の講演を行住坐臥共に覚えていらっしゃいと言っても、心理作用に反した注文なら誰も承知す
る者はありません。これと同じようにあなた方と云うやはり一箇の団体の意識の内容を検して見るとたとえ一カ月に亘ろうが一年
に亘ろうが一カ月には一カ月を括くくるべき炳乎たる意識があり、また一年には一年を纏めるに足る意識があって、それからそ
れへと順次に消長しているものと私は断定するのであります。吾々も過去を顧みて見ると中学時代とか大学時代とか皆特別の
名のつく時代でその時代時代の意識が纏まっております。日本人総体の集合意識は過去四五年前には日露戦争の意識だけ
になりきっておりました。その後日英同盟の意識で占領された時代もあります。かく推論の結果心理学者の解剖を拡張して集合
の意識やまた長時間の意識の上に応用して考えてみますと、人間活力の発展の経路たる開化というものの動くラインもまた波動
を描いて弧線を幾個も幾個も繋つなぎ合せて進んで行くと云わなければなりません。無論描かれる波の数は無限無数で、その
一波一波の長短も高低も千差万別でありましょうが、やはり甲の波が乙の波を呼出し、乙の波がまた丙の波を誘い出して順次に
推移しなければならない。一言にして云えば開化の推移はどうしても内発的でなければ嘘だと申上げたいのであります。ちょっ
とした話が私は今ここで演説をしている。するとそれを御聞きになるあなたがたの方から云えば初めの十分間くらいは私が何を
主眼に云うかよく分らない、二十分目ぐらいになってようやく筋道がついて、三十分目くらいにはようやく油がのって少しは面白く
なり、四十分目にはまたぼんやりし出し、五十分目には退屈を催し、一時間目には欠伸が出る。とそう私の想像通り行くか行か
ないか分りませんが、もしそうだとするならば、私が無理にここで二時間も三時間もしゃべっては、あなた方の心理作用に反して
我を張ると同じ事でけっして成功はできない。なぜかと云えばこの講演がその場合あなた方の自然に逆らった外発的のものに
なるからであります。いくら咽喉を絞り声を嗄して怒鳴ってみたってあなたがたはもう私の講演の要求の度を経過したのだからい
けません。あなた方は講演よりも茶菓子が食いたくなったり酒が飲みたくなったり氷水が欲しくなったりする。その方が内発的な

①削除 ①分量の調整

これだけ説明しておいて現代日本の開化に後戻をしたらたいてい大丈夫でしょう。日本の開化は自然の波動を描いて甲の波が
乙の波を生み乙の波が丙の波を押し出すように内発的に進んでいるかと云うのが当面の問題なのですが残念ながらそう行って
いないので困るのです。行っていないと云うのは、先程さきほども申した通り活力節約活力消耗の二大方面においてちょうど複
雑の程度二十を有しておったところへ、俄然外部の圧迫で三十代まで飛びつかなければならなくなったのですから、あたかも天
狗にさらわれた男のように無我夢中で飛びついて行くのです。その経路はほとんど自覚していないくらいのものです。元々開化
が甲の波から乙の波へ移るのはすでに甲は飽いていたたまれないから内部欲求の必要上ずるりと新らしい一波を開展するので
甲の波の好所も悪所も酸いも甘いも甞め尽した上にようやく一生面を開いたと云って宜しい。したがって従来経験し尽した甲の
波には衣を脱いだ蛇と同様未練もなければ残り惜しい心持もしない。のみならず新たに移った乙の波に揉まれながら毫も借り着
をして世間体を繕っているという感が起らない。ところが
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加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
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①（34ページ5行目～11行目）われわれが環境というとき、昔は環境というのは、あるもの、とくに生物学でいうときには、ある生き
物（もちろん人間を含めて）の身の回りにあるものを環境ということになっていた。ドイツ語では、これをウムゲーブング
（Umgebung）、周りに与えられたもの、という言葉を使って表現していた。だから、独和辞典をひけば、Umgebungすなわち環境と
書いてある。他の辞書で環境とひけば、英語ではエンヴァイロンメント（environment）、フランス語ではミリュー（milieu）あるいはア
ンヴィロンヌマン（environnnement）、ロシア語ではスリェダー (среда )と記されている。

②(35ページ12行目～15行目）彼が一九三四年、クリサート（George Kriszat）と共に著した「動物と人間の環世界をめぐる散策」
（Streifzuge durch Umwelten von Tieren und Menschen；S.FischerVerlag）（邦訳のタイトルは『生物から見た世界』日高敏隆・羽
田節子訳、岩波文庫、二〇〇五年）という小さな本の中で、ユクスキュルはこれについて詳しく論じている。

③（38ページ1行目）動物にとって意味あるものとは？

④（38ページ5行目～41ページ2行目）たとえば、イモムシであれば、今、自分が乗っている葉は、自分が食べるべき植物である。した
がって、その存在は重要な意味をもつものと認識されている。しかし、そのほかの植物はこのイモムシにとって意味がない。食べられる
ものではないからである。そしてそれ以外に空気とかいうものは何ら認識する意味はない。結局、その葉っぱというものにだけ意味があ
るのであって、他のものは存在していないに等しい。

しかし、イモムシにもやはり敵がいる。ハチとかがこのイモムシを食べにくる。それは彼らにとって意味がある。そういうものがきたとき、
彼らが落とす影や彼らの翅の動きが起こる。その空気の動きにイモムシたちが重大な意味を与えている。それは何ということのない、そ
よ風が起こす空気の動きとはちがい、自分の命にかかわるものである。そのような意味をもつ空気の動きに対しては、彼らは身体をくね
らして逃げようとする。あるいは、地面に落ちる。そうやって敵を避けようとする。
　そういう意味のある存在を彼らは認識できるようになっている。

彼らの世界はほとんどこれらのものから成り立っている。たとえば、美しい花が咲いていようと、それは彼らにとっては意味がない。食
物としても敵としても意味のないそのようなものは、彼らの世界の中に存在しないのである。彼らにとって大切なのは、客観的な環境とい
われているようなものではなくて、彼らという主体、この場合にはイモムシが、意味を与え、構築している世界なのである。

それが大事なのだと、ユクスキュルはいう。ユクスキュルはこの世界のことを「環世界」、ウムヴェルト（Umwelt）と呼んだ。ウムは周りの、
ヴェルトは世界である。つまり、彼らの周りの世界、ただ取り囲んでいるというのではなくて、彼ら主体が意味を与えて作りあげた世界な
のであるということを、ユクスキュルは主張した。

したがって、客観的環境というようなものは、存在しないことになる。それぞれの動物が、主体として、周りの事物に意味を与え、それに
よって自分たちの環世界を構築しているのである。そして、彼らにとって存在するのは、彼らのこの環世界であり、彼らにとって意味のあ
るのはその世界なのであるから、一般的な、客観的環境というものは存在しない。つまり、いわゆる環境というものは、主体の動物が違
えばみな違った世界になるのだというのである。

たとえば、このいわゆる客観的な環境であるちょっとした林の中に、一羽のトリがいたとする。トリから見ると、どの木が、なんという名前
の木か、いつ頃実がなるかということは、その時点にしてみると意味がない。なぜならこのトリは、木の実を食べない。虫を食べる。虫を
食べるトリにとって、存在するもので意味のあるのは、ひとつは敵であるが、もうひとつは自分の食べ物である。その食べ物は虫である。
しかも、このトリは生きた虫を食べる。そのため、動いているものにのみ意味がある。

それは生きているからである。動かないものは意味がない。それは石ころかもしれないし、死んだ虫かもしれないし、そんなものはその
トリは食べない。そうすると、勣いていなければだめだということになる。

その小さな虫は、動いているときにだけ、このトリの目に見える、存在するものとして認識される。そして、そのトリは、それをつついて食
べようとする。そうやってそのトリは生きている。周りには動かないものはいっぱいあるけれど、そのトリにとっては意味がない。彼らにとっ
てそのような世界は存在していないに等しいということになる。つまり、主体の動物にとって意味のあるのは、その主体の動物の世界を
構築しているものだということである。

⑤（41ページ３行目）１つの部屋がどう見えるか

145～
150

生物の作る環境 国語教材 ①②③④⑤削除
①②③④⑤学習
上の配慮
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152～156
貧困は自己責任
なのか

国語教材

①（74ページ11行目）日本経済新聞社
②（75ページ1行目）岩波書店
③（75ページ12～76ページ14行目）腎臓障害を抱えて透析治療が必要な人Aは、その障害を持たない人Bと同じ暮らしを使用
とすれば（同じ「機能」を達成しようとすれば）、そのハンディキャップのために、Bよりも多くの所得を必要とする。それゆえ、AはB
より高い所得を得ているのに、Aのほうが不自由な暮らしを強いられる、という場合がある。この不自由さを、センは「潜在能力の
欠如」と表現する。
　こうも述べている。
「潜在能力の欠如は、世界におけるもっとも富裕な国々においても驚くほど広く見られる。（中略）たいそう反映したニューヨーク
市のハーレム地区の人が四〇歳以上まで生きる可能性は、バングラディッシュの男性よりも低い。これは、ハーレムの住人の所
得がバングラディッシュ人の平均的な所得よりも低いからではない。この現象は、保健サービスに関する諸問題、行き届かない
医療、都市犯罪の蔓延など、ハーレムに住む人々の基礎的な潜在能力に影響を与えているその他の要因と深く関連している」
ニューヨークのハーレム地区住人の所得がバングラディッシュ人の平均所得を上回っていることは、日本のホームレスの人たち
の所得がアフリカの再貧困国の平均所得を上回っていることと同様に、疑いの余地がない。国連が「絶対的貧困」だという一日
一ドル以上の所得を得ているホームレスの人は、少なからずいるだろう。しかしそれは、貧困ではない、ということを意味しない。
なぜなら、そこには生活上の望ましい状態（機能）を達成する自由（潜在能力）が欠けているからだ。
④（77ページ7行目～78ページ3行目）「潜在能力の欠如」（自由に選択できないという不自由）は、個人的な要因であると同時
に、社会的・環境的な要因でもある。ニューヨークのハーレム地区でたまたま七〇歳や八〇歳まで生きる人がいるからといって、
「他の人たちには努力が足りない」と、平均寿命の短さを早く死んでしまう人たちの自己責任で裁断することは妥当ではない。必
要なのは、その地域や個人の諸条件を改善して、長寿を可能にする環境を整えることだ。
　それゆえ「開発／発達（development）」とは、単に所得を上げるだけでなく、望ましいさまざまな生活状態（機能）に近づくため
の自由度（潜在能力）を上げていくことだ、とセンは言う。「開発／発達とは、人々が享受するさまざまの本質的自由を増大させ
るプロセスである」「開発／発達の目的は不自由の主要な原因を取り除くことだ。貧困と圧政、経済的機会の乏しさと制度とに由
来する社会的窮乏、公的な施設の欠如、抑圧的国家の不寛容あるいは過剰行為などである」と。
⑤（78ページ４行目）"溜め"とは何か

①②特定の出版
社名を出さない

配慮
③～⑧学習上の

配慮
⑨前後の文脈を
つなげる学習上

の配慮

①～⑨削除
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152～156
貧困は自己責任
なのか

国語教材

⑥（79ページ13行目～80ページ4行目）また、あるとき講演後の休憩時間に一服していたら、聴講者の一人が寄ってきて「自分
の兄も大変なことになりましてね」と話し出した。聞けば、ヤミ金に手を出してしまって一家離散の憂き目に遭い、もう今どこで何
をしているのかわからないと言う。取立て屋たちは「息子の不始末の尻拭いをするのは親の役目だ」と八〇歳になる母親を攻め
始めたが、自分が知り合いの法律家に頼んで間に入ってもらい、親にまで被害が広がるのはなんとか防げた、と話していた。こ
のとき、その母親にとって法律家を紹介してくれる彼のような息子がいたことは、重要な人間関係の"溜め”である。
⑦（81ページ4行目～82ページ5行目）二〇〇六年に相談に来た四七歳の男性は、テキ屋をやっていた父親の都合で小中学
校を一五回転校し、中卒で働き始めていた。印象的だったのは、中卒後の三〇年間でさまざまな仕事に就いてきたが、就職活
動時の最優先条件は「ずっと寮とまかないが付いていることだった」と言っていたことだ。身一つで社会に出てきた彼にとって、
職種や雇用条件（時給、雇用保険・社会保険の有無、有給休暇の有無など）は、就職先を選ぶ際の現実的な条件にはならな
かった。学歴も技能も援助してくれる家族も、寝る場所も食べる物も、すべての基本的な"溜め”を欠いていた彼には、寮とまか
ない付きを探す以外の選択肢がなかった。それゆえに、低賃金で昇給も昇格もない劣悪な諸条件の職場を長く転々とし、いつ
までも選択肢のない状態を脱することができずにきた。
　格差と貧困の本場、アメリカ合衆国で『ワーキング・プア――アメリカの下層社会』（森岡孝二他訳、岩波書店、二〇〇七年）を
書いたデイヴィッド・K・シプラーは、貧困状態で生きていくことは「ヘルメットもパッドも着けず、練習もせず、経験もないまま、体
重一〇〇ポンド［訳注・約四五キロ］のひ弱なアメフト選手たちの戦列の後方で、クオーターバックをやろうとするようなものであ
る」と述べている。その無防備さ、そして自分めがけて押し寄せてくる敵陣の熊のような巨漢たちから事実上逃げ回る以外ないと
いう選択肢のなさは、私の言う"溜め”のない状態を語ったものに他ならない。
⑧（82ページ6行目）貧困は自己責任ではない
⑨（82ページ8行目）先に奥谷発言に触れたように

①（225ページ9行目）全体を僭称する部分

②（226ページ12行目～13行目）２　正統性を堪能する人々

反知性主義から権威主義へ

③（228ページ8行目）宗教的熱情と善悪二元論

①②特定の出版
社名を出さない

配慮
③～⑧学習上の

配慮
⑨前後の文脈を
つなげる学習上

の配慮

①～⑨削除

158～163
ポピュリズムとは
何か

国語教材 ①②③④削除
①②③④学習上
の配慮
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（117ページ9行目）（立派なひとが運命的出来事の場面に遭遇するよう）

②（117ページ11行目）統計的判断の不条理

③（118ページ3行目）（山本常朝が『葉陰』で注意を喚起していたように）

④（119ページ7行目）道徳の終焉

⑤（120ページ2行目～3行目）ある少女が、援助交際を咎められたとき、「だれにも迷惑をかけているわけではない」といったとい
う。

⑤削除 ⑤教育的配慮

⑥（120ページ9行目～14行目）ミルの時代とは異なって、いまはいわば自由の飽和、他人たちの自由を放任するために一人ひ
とりの自由が損なわれるといった状況にいたっているといえるかもしれない。他人の自由に対しては、すぐにハラスメントが問題
にされるように、もはやだれも口出しすることはできない。だから今日では、何が善で何が悪かは、各人の理性ではなく、医師が
判断する。医師が病気（異常）であるとするものが悪であり、そうでないもの（正常）が善である。各人の理性的判断とは、いまで
は医師の指示に従って、各自の身体と精神の健康に配慮することでしかない。

⑥分量の調節

⑦（121ページ4行目～11行目）かくして、医師が割りあてる病名と処方によって規定される善悪として、健康と病気、正常と異常
とが区別されるようになった。それらは、従来の道徳のように、賞賛されたり非難されたりはしない。道徳は、相互に人格として働
きかけあって、よい関係を作ろうとするものであったが、ここでは悪、すなわち病気（異常）と診断されたひとは、だれであれ働き
かけるのをやめさせられ、医師の支配下に入る。「意志を強くもて」、「正しいことをせよ」などという道徳的な呼びかけは、自殺す
るかもしれないからという理由から、決してしてはならないことであって、もっと病気から遠ざかり、もっと健康になるようにと、薬や
器具やトレーニングプログラムが与えられてしかるべきなのである。

⑦分量の調節

①（81ページ１行目）国家権力――領土か生存か ①削除 ①分量の調整

②（82ページ14行目）国家権力の二面性 ②削除 ②分量の調整

165～171

173～179 権力とは何か 国語教材

トリアージ社会 国語教材

①②③④削除
①②③④学習上
の配慮

⑥⑦削除

13 / 25 ページ



ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（209ページ7行目）第１章でアイコン性（類似性）の提唱者として言及した

②（212ページ6行目～214ページ7行目）第４章で述べたヘレン・ケラーのエピソードをもう一度考えてみよう。ヘレンは、モノや
行為と同時に掌に指で何か刺激を受けること（指文字が綴られること）に気付いていた。モノと刺激のパターンに一定の対応づ
けがあることも理解していた。
　しかし、掌の刺激が何であるかは理解していなかった。彼女が理解していたのは、観察できる範囲の中で、モノや行為と同時
に決まった刺激パターンが掌に与えられる、ということだった。これはすなわち、単純な帰納的一般化と言えるだろう。
　以前にチンパンジーにことばを学習させようという試みがずいぶん行われ、実際にチンパンジーたちはリンゴ、バナナ、くつや
赤、青、クロ、黄色などの積み木に対して、それぞれ記号（絵文字）を対応づけることを学習した。ヘレンがwater事件の前に学
習していたことは、チンパンジーのモノと記号の対応づけの学習とさして変わらないものだったかもしれない。
しかし、ヘレンは、手に水を浴びたとぎに、サリパン先生が手に綴ったwaterが、この冷たい液体の名前であると理解した。これ
は、単純な洞察と思われるかもしれない。しかし、ヘレンはそこから「すべてのモノには名前があることを理解した」と述べている。
冷たい水を掌に感じ、同時に掌に綴りを感じたとき、彼女は、過去 に遡及してこれまでの経険がみな「同じだった」ことを理解し
たのである。そして、そこかさらにアプダクションを進め、「すぺての対象、モノにも行為にもモノの性質や様子にも名前がある」と
いう洞察を得たのである。
これがいかに大きな洞察であるか。パースが指摘したように、何らかの仮説がないと事実を集めることを始めることができない。
第４章で述べたように、人間の赤ちゃんが音（人の声による音の塊）といっしょに現れる対象の間に必然的なつながりがあると感
じたり、対応づけに違和感を覚えたりする能力（異感覚マッピングの能力）があったとしても、ヘレンのwaterの場合のように「人の
発する音声の塊は対象の名前である」という洞察を得なければ、言語は習得できただろうか？　それ以前のヘレンのように、ある
いは研究者によってことばの学習をさせられたチンパンジーたちのように、それ以降、単純に観察できる単語の形式（音声、手
話、点字など）と対象のつながりから、「単語の意味」を探究しようとはしないのではないか。そしてさらに、「語彙の仕組み」や「単
語をまとめる規則によって意味を作り出す仕組み」の探究を始めようとしないのではないだろうか。
子どもが言語を習得する過程で、「名詞は色や大きさではなく、形の類似性によって一般化される」、「動詞は動作をする人や動
作の対象ではなく、動作自体の類似性によって一般化される」という洞察が生まれると先ほど述べた。これもまた、アブダクション
推論による洞察である。これによって、飛躍的に語彙の学習が加速するのだ。

③（215ページ1行目～2行目）朝日新聞の読者投稿欄「あのね」にあったエピソードである。人の役割名に共通する終わり方（接
辞）があることを観察し、すかさず一般化した事例だ。

④215ページ5～8行目）これも「あのね」欄から。３歳の子どもは「なんでお茶じゃなくてソチャなの？」とおばあさんに聞き、お客
様には「ソ」をつけるのよ、と聞いたらすかさず、自分のネコを紹介するときに追うようした。

⑤（216ページ11行目）アブダクション推論による言い間違い

①②③
①②③分量の調

整
185～191

子どもの言語習
得

国語教材

14 / 25 ページ



ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（35ページ2行目）ファッションの軽薄な重厚さ ①削除 ①学習上の配慮

②（36ページ5行目～11行目）このことを山田は、ファッションを女性的な存在のあり方だとしながら、次のように主張する。

　だって女はどんな色にもなれるのだから。どんな女にだってなれるのだから。だから女たちは毎日違った《私》になる。［･･････］
女はすみからすみまで表―面なのだ。あなたの眼に映る表面の外に女は決して存在しない。もしあなたが女からドレスを奪い
去ったなら、あなたは裸体というもうひとつの表面に出会うでしょう。女からファッションを取り去ったなら、あなたは衣裳もろとも
そっくり女を失ってしまうだけ。

②削除 ②分量の調節

③（38ページ9行目）変身と自己 ③削除 ③学習上の配慮

①（247ページ1行目）村とされた都市 ①削除 ①学習上の配慮

②（247ページ6行目～7行目）（「近世北陸における無高民の存在形態―頭振について―」『史学雑誌』一〇一篇一号） ②削除 ②学習上の配慮

211～214 数字化される世界国語教材
①（9ページ11行目～12行目）（いろいろな機器を使って、自分の行動や状態を数値で把握し、その数値をもとに、行動を決め
たり、状態を変えていこうとすること）

①②③④⑤削除
①②③④⑤学習
上の配慮

２１６～２２１ 資源はなぜ枯渇するのか国語教材
①（221ページ18行目）第四章２節で触れたような
②（223ページ18行目）前項で

①削除
②（72ページ15行
目）先に

①②前後の文脈
をつなげる学習
上の配慮

①（140ページ3行目）その全体像を論じるのは、本章の力量と役割を超える。つまり補助線が不足している。そこでもう一つ、
①（228ページ3行
目）その全体像を
論じるために、

①筆者による、前
後の文脈をつな
げるための学習
上の配慮を伴う
加除訂正

①（143ページ13行目）５　真理のバイパス、〈適正化〉、Citizenship-Rated Society ②削除 ②学習上の配慮

②（144ページ9行目～12行目）ここで、本章で論じてきた第三の思考実験は、個人と主体の〈生の情報化〉を検討した、第3章で
の第一の思考実験へと回帰することになる。つまり、その真理こそが、私たちの生きることの〈基準〉となることで、生が〈適正化〉
される。私たちが〈基準〉に従って生きなければならない理由は、それが“真理”だから、社会的に“正解”である点に由来するの
だ。

③削除
③前後の文脈を
つなげるための
学習上の配慮

①（155ページ9行目）教科書ふうの ①削除 ①教育的配慮

②（157ページ11行目）概念実在論は唯名論に転回させ、 ②削除 ②学習上の配慮

231～
243

「である」ことと
「する」こと

国語教材

223～
229

ビッグデータ時
代の「生」の技法

国語教材

201～207

193～199
ファッションの現
象学

国語教材

日本の社会は農
業社会か

国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

③（158ページ10行目～163ページ3行目）つぎに、右のような典型の対照をヨリ明瞭にするために、徳川時代のような社会を例
にとってみます。いうまでもなく、そこでは出生とか家柄とか年齢(年寄)とかいう要素が社会関係において決定的な役割を荷なっ
ていますし、それらはいずれも私たちの現実の行動によって変えることのできない意味をもっています。したがって、こういう社会
では権力関係にもモラルも、一般的なものの考え方の上でも、何をするかということよりも、何であるかということが価値判断の重
要な基準となるわけです。大名や武士は一般的にいって、百姓や町人に何かをサービスするから、彼らにたいして支配権をも
つとは考えられないで、大名であり武士であるという身分的な「属性」のゆえに当然――先天的に――支配するという建て前に
なっています。譜代の臣とか株仲間とか家元とかいうのは、いずれもこうした意味での「である」価値であって、具体的な貢献や
サービスによって、はじめてその価値が検証されるものとはされてないわけです。（中略）
　もう一つちょっと逆の象徴的な例をあげますと、川端康成さんの新聞小説に『女であること』というのがありました。それを読みま
すと、女性のきわめて微妙な感覚の動きや細かい心理のひだまでが私共に伝わって来ます。川端さんの小説を離れても、私達
は女「である」という属性――セックスはいうまでもなく人間の属性です――からして、女らしさとか女らしい行動様式というものに
ついてさまざまのイメージを思い浮べることができます。もちろん男らしさという言葉もあり、またそれに付随するイメージもありま
すが、どうもやはり男と女との間にはちがいがあるようです。すくなくも「男であること」というのは小説の題名としては不自然で、な
にか滑稽な感じが伴います。それには色々理由があるでしょうが、何といっても、男性の方が社会的に多様な活動をし、多様な
役割を演じているのに対し、女性とくに家庭にいる女性は、妻としての役割、母としての役割が大部分であり、したがって、女「で
ある」ことから、女性の行動様式が「自然に」でて来る面が比較的に多いということが背景になっていると思います。ですから、か
りに女性が男性とまったく同じ程度に社会的に多様な役割を担当しているような社会があるとして、果して女であるという属性か
らして、私達日本の社会ほどに女らしいふるまい、女らしい言動というものを具体的なイメージとして思い浮べることができるかど
うか、すくなくもそういうところでは、流石の川端さんを以てしても「女であること」は小説の題名になりにくいのではないかと想像さ
れます。これはいい悪いの問題というより、人間の置かれた状況の複雑化が、人間のふるまい方に、また人間を見る眼にどういう
変化をおこすかという問題を単純化した例で申上げたわけです。

③削除
③前後の文脈を
つなげるための
学習上の配慮

④（164ページ12行目～174ページ３行目）たとえば一般的にいって経済の領域では、「である」組織から「する社会」組織へ、
「属性」の価値から「機能」の価値への変化がもっとも早く現われ、またもっとも深く浸透します。封建的土地所有から「資本」の所
有へという巨大な変化にそれが現われていることはいうまでもないでしょう。同じ資本主義でも、それが高度になると所有と経営
の機能的な分離といわれている傾向がでて来ます。株主であること、資本の所有者であることと、経営をすることとは必ずしも一
致しなくなる。サラリーマン重役という言葉は、日本の場合にはまた特殊の意味合いをもっていますが、一般に高度の資本主義
の下では経営者はすべてサラリーマンであって、トップ・マネジメントということがますます独立した仕事になって来ます。無能な
金持ということはあまり問題にならないが、有能な経営者をうるかどうかということは企業にとって死活の問題になります。もちろん
経営と所有の分離といっても、資本主義的な所有関係のワクの中のことであって、社会主義の考え方はむしろこのワクをやぶっ
て、「する」ことの論理を経済組織において貫いて行こうというところから出て来たともいえるでしょう。ところが、ここで厄介な問題
があります。それは政治の領域では経済に比べて「する」論理と「する」価値の浸透が遅れがちだということです。政治の世界で
は、政治において「する」原理を適用するならば、それは指導者の側についていえば、人民と社会に不断にサービスを提供する
用意であり、人民の側からは指導者の権力乱用をつねに監視し、その業績を絶えずテストする姿勢をととのえているということに
なるわけです。私たちの国の政治がどこまで民主化されているかを、制度の建て前が民主主義であるということからでなしに、右
のような基準で測ってみたらどうでしょうか。現在何に貢献しているか、いかに有効に仕事をしているかにかかわりなく、ただコネ
とか資金の関係で、または長く支配的地位についていたとか、過去に功績があったとかいうことで、政治的ポストを保っている指
導者が大は一国の政治家から、小は村のボスまで、右は自民党から左は共産党まで、どんなにうようよしていることか。派閥とか
情実の横行ということも、つまりは「『する』こと」の必要に応じて随時に人間関係が結ばれ解かれる代りに、特殊な人間関係それ
自体が価値化されるところから発生してくるものなのです。（中略）

231～
243

「である」ことと
「する」こと

国語教材

④⑤削除 ④学習上の配慮
⑤前後の文脈を
つなげるための
学習上の配慮
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

警職法の問題のとき「静かなデモ」の先頭に立ったある文学者が「私は何も政治活動をしたとは思わない。文学者として当然の
行動をしただけだ」と述べていたのを何かの新聞で読んだ記憶があります。これは平素は文字どおり「静かな」性格の人としての
自然の感想にはちがいないでしょう。けれどもそこには、やはり政治活動を通常の市民生活とは全く隔絶したところで、特殊の人
間によって営まれる活動とみる日本の伝統的な考え方が強く作用していると思われます。もちろん文学者――たとえばこれは教
育者でも同じですが――の政治活動は職業政治家の活動とはおのずから異っています。後者は権力を目的とする活動です
が、この文学者の揚合は権力を目的としないのはむろんのこと、およそなんらかの政治的動機から発する活動でも恐らくないで
しょう。しかしどうして権力を直接目的とする活動だけが政治活動なのか。どうして学問や芸術といったそれ自体非政治的な動
機から発するいわばいやいやながらの政治活動があっていけないのでしょうか。ここに潜んでいる、政治と文化とをいわば空間
的＝領域的に区別する論理こそまぎれもなく、政治は政治家の領分だという「である」政治観であります。それが打破されないか
ぎりは、いったん政治の世界にはいったものは行住坐臥すべての活動と考え方が「政治的」になり、反対にその世界の外にある
者は政治に全く縁なき衆生―という「あれかこれか」の態度が個人についても国民の歴史についてもつきまとい、あるいは極端
な「政治主義」から急激に一切の政治的問題に背を向ける、われ関せず焉の態度に変り、それからまたオール政治主義になる
というふうに両者が交互に反覆していくことを避けられないのです。

⑤（176ページ１～７行目）この矛盾は、戦前の日本では、周知のように「臣民の道」という行動様式への「帰一」によってかろうじ
てびほうされていたわけです。とすれば「国体」という支柱がとりはらわれ、しかもいわゆる「大衆社会」的諸相が急激にまん延し
た戦後において、日本が文明開化以来かかえてきた問題性が爆発的に各所であらわになったとしても怪しむにたりないでしょ
う。ここで厄介なのは、たんに「前近代性」の根強さだけではありません。むしろより厄介なのは、これまで挙げた政治の例がしめ
しているように

⑥（177ページ9～12行目）日本の大学における悪名高い教授の終身制は一面ではたしかに学問的不毛の源泉であり、なんら
かの実効的な検証が必要といえます。けれども皮肉なことには、こうした日本の大学の「身分的」要素が、右のような形の「業績
主義」の無制限な氾濫に対する防波堤にもなっているのでして、それほど文化の一般的芸能化の傾向はすさまじいといわねば
なりません。

⑦（179ページ７行目）前にのべたような

⑧（179ページ7行目）（文化人のではない！）

⑨（179ページ15行目～180ページ1行）トーマス・マンが戦後書いたもののなかに「カール・マルクスがフリードリヒ・ヘルドリンを
読む」ような世界という象徴的な表現があります。マンの要請を私なりに翻訳すると右のような意味になります。

④⑤削除 ④学習上の配慮
⑤前後の文脈を
つなげるための
学習上の配慮

231～
243

「である」ことと
「する」こと

国語教材

⑥⑦⑧⑨学習上
の配慮

⑥⑦⑧⑨学習上
の配慮
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（29ページ24行目～30ページ14行目）すなわち、人間は、「身体」なしには生きていけない。そしてその「身体」は、自然から
「恵み」を受け取ることではじめて生き続けていくことができる。この意味で、人間は、自然の奴隷なのである。→たとえば、睡眠
について考えてみよう。人間は睡眠なしには生きていけない。もし眠らなければ、人間は死んでしまう。人間の理性は睡眠の奴
隷なのである。ではなぜ睡眠があるのだろうか。それは脳を休息させて再生させるためだといわれている。睡眠のリズムはだいた
い24時間だ。つまり、地球の自転のリズムに合わせられている。それはすなわち、昼と夜とが交代するリズムであり、海の潮が満
ち引きするリズムであり、人間のはるかな祖先がまだ海のなかで生活していたころに「身体」に刻み込まれたリズムである。今日
の人間のすべての生活様式や、社会システムは、人間が24時間の睡眠リズムに支配されているという事実を前提にしてつくられ
ている。

人間の内部に体内時計のかたちで組み込まれた睡眠リズムは、人間を取り巻く大海原や、大地や、日月の満ち欠けなどの大自
然のリズムと共鳴している。人間の身体の内部にある「内なる自然」は、人間を取り囲む「外なる自然」と、分かちがたく共鳴して
おり、この共鳴関係は人間の祖先となる生物種が海から地上に這い上がってきたころからすでに体内に組み込まれていたと考
えられるのだ。人体の塩分濃度が、海のそれと同じであることや、女性が卵巣から腹腔内に、月に一度、ちょうど魚のようなかた
ちの排卵をすることなどを考えても、人間がみずからの内部に大自然の破片を組み込んでいることは容易にわかるであろう。

①（45ページ７行目～18行目）このことは、さきほどのアルコール依存症者の話にもあてはまる。入院していた頃は、「いま入院
中の自分」という「現在」に連なるものとして過去の失敗や苦労の経験が整理され語られていたが、その数年後には、「今日まで
数ヶ月間も断酒している」という「現在」に連なるものとして過去が語られる。「現在」を一つの結末として、過去の失敗や苦労の
経験が取捨選択され整理されたとき、その語りは、そのひとの自己物語として一貫性を獲得するのである。
　したがって、「現在」が変わるたびに、物語は書き換えられなければならない。たとえば、アルコール依存症者が、この話をした
数日後にまた飲んでしまったとしよう。そのとき、今度は、「また飲んでしまった自分」という「現在」を「結末」とするような物語とし
て書き換えられなければならなくなる。そのとき、かつてはとても大切なものとして語られたセルフヘルプ・グループへの参加も、
ネガティブな色あいを帯びて語り直されるようになるかもしれない。あるいはこの再度の失敗の「予兆」となるような出来事が思い
出され、語られるかもしれない。このように、物語は、「現在」によって書き換えられていくのである。

②（47ページ9行目）５自己を語る言葉

③（47ページ10行目）さまざまな自己

物語としての自己 国語教材 ①～③削除
①～③学習上の
配慮

248～253
「自然を守る」と
いうこと

国語教材 ①削除 ①学習上の配慮

255～261
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（504ページ下段14行目～505ページ上段15行目）きっかけのひとつは、ラスナヤケ・リヤナゲ・ウィシュマ・サンダマリさんの死
亡事件をめぐる訴訟についての報道を見たことだった。2023年9月27日に名古屋地裁でおこなわれた口頭弁論では、入管の対
応に問題はなかったとする石の意見書が国側から提出された。それによると、「私、死ぬ」、「息、難しい」などのウィシュマさんの
発言は「看守の注目を集めるため」であると主張されていた。直前の診察で異常がなかった以上、深刻な状態にはなかったは
ずだ、というのだ。
　苦痛に関する報告は、一人称権威が成り立つと言われるものの典型だ。私が「歯が痛い」と嘘や冗談や演技でなく言っている
とき、それを疑うひとは普通いないし、仮に歯医者に行って異常が見つからなかったとしても、「そもそも痛みなどないのでは？」
と結論されることはない。「痛い」と言っている以上、痛みはあるに違いなく、何か別の原因によって痛みが生じているのだろう、と
普通は考える。苦痛を語る言葉は信頼性をもつのだ。
　でも、ウィシュマさんの場合にはそうならなかった。診察で異常が無かったという理由で、ウィシュマさんが自分自身の苦痛につ
いて語った報告は退けられた。しかも、その理由となった診察は苦痛を訴えている時点でなされたものでさえなく、あくまで「直
前」の診察だ。ウィシュマさんは、苦痛という他人からは確かめようがないはずの心のありようについて、他人から断定され、本人
の主張は否定された。これはいったいどういうことなのだろう？　一人称権威は哲学的にも日常的にも当たり前の前提ではな
かったのだろうか？

②（506ページ下段10行目～507ページ7行目）ウィシュマさんの件も、もしかしたらそうかもしれない。ウィシュマさんは、本当は
苦痛を感じていないのに「看守の注目を集めるため」に嘘をついて苦痛を訴えていた、と国側は主張している。だが、それに先
だって、ウィシュマさんの苦痛の訴えを嘘だと断定する理由は何かあったのだろうか？　直前の診察？　けれど、診察のすぐ後
に苦痛の訴えがあったとき、普通それは即座に嘘だと決めつけられるのではなく、むしろ体調が急変した可能性を示すものと見
なされるのではないか。もちろん、実施に起きたことの詳細について私は知らないし、報道される内容をもとに想像で語るほかな
いのだが、もしかしたら自体は逆で、ウィシュマさんには一人称権威がはじめから認められておらず、そのことを正当化するため
にあとづけ的に「嘘をついている」という理由が構成されたのではないだろうか。

311～317 真実の百面相 国語教材 （２６ページ５行目）音キチ
（３１４ページ１２行
目）マニア

教育的配慮

①（211ページ7行目）（Gemeinscaft）

②（211ページ15行目）(Gesellschaft)

③（211ページ17行目）（Zweckverband）

④（212ページ12行目～17行目）（言語共同体も同様である。言語共同体を言語共同体として成立させているのは、ただたんに
ひとびとが同じ言語を言語として使っている事実のみである。たしかに貨幣は円やドルといったひとつの価値単位に還元できる
のにたいして、言語はひとつの価値単位には還元できない多種多様な言葉や文によって構成されている。だが、貨幣共同体と
言語共同体とのあいだには、貨幣共同体のほうが言語共同体よりはるかに単純な構造をしているということ以外は、ほぼ完全な
対応関係がある。）

⑤（213ページ5行目～6行目）個々の買い手の立場から貨幣の存立構造を分析した第三五節の議論を今度はここで貨幣共同
体にあてはめてみれば、

⑥（213ページ9行目）40　「異邦人」とハイパー・インフレーション

⑦（213ページ12行目～15行目）貨幣という存在の前には、価値なるものに人間の労働という実体的な根拠をあたえようとしてき
た古典派経済学やマルクス経済学も、価値なるものに人間の欲望という主体的な根拠をあたえようとしてきた新古典派経済学も
無力である。

２９２～２９９ 自分自身を語るために 国語教材 ①②削除
①②学習上の配

慮

319～326 貨幣共同体 国語教材 ①～⑦削除
①～⑦学習上の
配慮
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

345～347
戦争は女の顔を
していない

国語教材

①（162ページ2行目～164ページ4行目）「私は彼女の話をたくさん憶えている。孫たちのために覚え込んで、自分の話より、彼
女のこういう話をきかせてやるんです。彼女の話の方が孫たちにはおもしろいらしいんですよ」とサウルさんは続ける。
「私のはもっと具体的な戦争の知識だ。彼女のは気持ちだ。気持ちの方がいつだってこういうことがあったという知識よりもっと強
烈だ。歩兵部隊にも女の子がいたが、その中の一人でも姿を現すと私たちはしゃきっとしたものだった。分かります？これも彼女
の口まねです。戦地で女たちの笑い声が聞こえるのがどんなにありがたかったか。女の声は。
戦場のロマンスもあったか？ もちろんあった。戦場で出会った女性たちはすばらしい女房になれる人ばっかりだ。信頼できる
友であり、戦場で結婚したペアはもっとも幸せなカップルだった。私たちも戦地で恋に落ちた。周りは火が燃えさかり死が渦巻い
ているのに。これほどの堅いちぎりはない。もちろん幸せな例ばかりじゃない。戦争は長くていろんな人たちがいたのだから。だ
が、明るい、崇高なことのほうを良く憶えている。
戦争で私はよりよい人間になった……疑いもなく！ 人間として成長した。戦地ではたくさんの苦しみがあったから。苦しんでい
る人をたくさん見たし、自分も苦しんだ。戦地では一番重要な事以外はすぐ頭から抜けていく。そういうものは不用なんだ。それ
をあそこでは理解する……でも私たちは戦争の復讐も受けています。自分でそれを認めるのは怖いんだが。あの戦争から逃れ
きれない……我々のような両親を持つ娘たちは、必すしも幸せな結婚をしてない。その理由は母親たちが戦地を経験しているこ
とだ。戦地で身につけたその感覚で躾けられてますから。そして父親もそうだ。戦地のモラルで。すでに言ったことだが、戦場で
は人間の正体がすぐはっきりする。隠しようがない。
娘たちは、人生では自分の家庭とはちがうこともあるなんて想像もできない。世の中の残酷な裏側を教えられていない。そういう
娘たちが結婚する時、卑怯なやつらに簡単にダ成される。こういう娘たちを騙すのなんかわけない。多くの戦友の子供たちがそ
ういうめに会っていて、私の娘もその口だ……」
「うちの子供たちにはなぜか戦争の話をしなかったわ。怖かったし、たぶん、子供たちを哀れに思ったのね。それが正しかったの
かどうか？」オリガ・ワシーリエヴナは考え込みながら語った。
「勲章の勲章も付けたことないわ。一度もぎ取ってしまって、もうそれきり。戦争のあとで私はパン工場の工場長をして、私が勲章
を付けて会議に出席したのを見て、その企業の幹部が、やはり女性でしたが、みんなの前で『あなた、男みたいに勲章なんかご
てごて付けて』と言うんです。その人も勤労勲章の略章をいつもスーツの上着に付けていたのに。私が戦争でもらった勲章はな
ぜか気に入らない。会議のあとで二人きりになった時、私は思っていることを海軍で使った乱暴な言葉ではっきり言ってやった
ので、彼女はばつが悪くなって黙ってしまったけど、私ももうそれっきり勲章を付ける気が失せてしまった。もう付けません。でも
誇りには思ってるわ。

①削除 ①分量の調整
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

①（186ページ2～4行目）（一般に、「型」は普遍的原型であり、「型」は個別的事例であって、鋳型と鋳型製品の関係にたとえら
れる。これについては青木孝夫氏の研究が詳しい）。また「型」を心身態勢のパターンとして、あるいは個々の事例に具現される
べき「らしさ」の図式として語ってきた私たちの用法とも矛盾しない。

①削除

①前後の文脈を
つなげる学習上
の配慮

②（187ページ10行目～188ページ4行目）ある形をとった身体に「型」が具現しているか否かは、不思議なことに素人にも、見れ
ばわかるものである。動けばもちろんだが、静止していてすらある程度わかる。伝統芸能や武道では「構え」をやかましく言うが、
たしかに達人の構えはひと味違う。一方、初心者の形はどこかぎこちなくて「おかしい」と見える。どこが違うのかを形の上で指摘
することは指摘することは素人にはできないが、どこか感じが違うのである。しかたがないので私たちは「力がない」とか「風情が
ある」とか「存在感」といった不器用なことばを使ったりする。この違いは、対象に属する特徴の違いというより、それを私たちが経
験するときの心身パターンの違いであり、ウェルナー流に言うなら「相貌的知覚」の違いであるだろう。
　「型」が身につくとは、どう動いても形が「型」の具現例になっているということである。「型」は同じでも各人の好みや特性に応じ
て、また観客や演出意図等の状況に応じて形は多様なヴァリエーションをもち得る。むしろ生物的身体条件が個人によって違う
ことを思えば、同じ「型」を具現しようとする弟子の形は師の形とは違ってくるのが自然であろう。「型」を身につけた弟子は師の
模倣の段階を脱し、自ら形を作り出すのである。

②削除
②分量の調節

③（187ページ4・5行目）（このような「妙」と言われる芸の最終的境位については金春禅竹の能楽論が詳しいのだが、禅の思想
に依拠した彼の言葉を持ち出すと話が神秘的になるだけなのでここには引かない）

③削除 ③学習上の配慮

348～354 模倣と「なぞり」 国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ペー
ジ数・行数は申請

図書のもの）
理由

（179ページ4行目～189ページ）
①現代移民の起点
　現代の移民研究や難民研究のあり方を再考する重要な鍵は、この時代にあります。越境する人の移動の管理は国家の主権
行為の一つでしたが、出入国にかかわる諸制度が整備され、有効に働くようになったのは二〇世紀に入ってからのことです。世
界最大の移民受け入れ国であるアメリカにおいて、国境の管理が国境警備隊として全国的規模で展開されたのは一九二〇、
三〇年代のことでした。さらにパスポートにおいて写真や指紋などの個人認証の技術的な方法が導入されたのも、本人と同定し
うるようになったのも、ほぼ同時期のことです（ジョン・トーピー『パスポートの発明』）。
出入国管理や国籍、さらに国境警備などを含めた移民管理は、人々を個として識別し、国境において人々の移動を管理するシ
ステムとして完成しました。それは、人の移動を個として管理しうる国家的な規模での組織的な制度でした。まさに移民を管理す
ることが国民を管理する方法として制度化されてきたわけです（高野麻子『指紋と近代』）。
アメリカでは、同時期に国境警備や出入国の管理だけでなく、中国人に加えて日本人移民の排斥などアジア人に対する移民
規制が行われました。さらに二度の憔界大戦によって、交戦国であるドイツ人移民などは帰国を余儀なくされます。第一次大戦
前に、年間一〇〇万人を越えた移民は一〇万人台にまで減少し、大西洋•太平洋を渡る移民は激減しました。ただしアメリカ
は、第二次世界大戦への参戦によって深刻な労働力不足に陥り、メキシコやカリブ地域からの労働力の確保を図ることになりま
す。戦後のラテンアメリカなどからの大規模な移民労働者の流入ルートは、まさにこの時期に形成されたのです。
総力戦体制と原蓄過程
したがって、この戦争期ならびに戦後の占領期は「移民の終焉した時代」などではなく、歴史的に類を見ない規模の人り移動の
時代だったとみるべきでしょう。総力戦といわれる植民地を含めた戦争の拡大は、当事国のみならず、植民地地域の人々をも戦
争に巻き込みました。それは志願兵といったかたちだけではなく、物資の調達などを通じて民間の人々を動員し、さらに植民地
の人々を生存手段から引き剥がすことによって、強制的な動員を図るものでした。これまで移民とは無関係であった人々が、こ
の過程で否応なく移動させられるようになったのです。

さらに第二次世界大戦後の混乱期とその後の占領期・冷戦体制期においては、インドのような領土の再確定、アフリカ諸国にお
ける独立に伴う国民国家の形成と再編成が、世界的な規模で、しかもしばしば暴力的なかたちで遂行され、国民交換などの大
規模な人の移動が引き起こされました。
総力戦体制期は国民国家と移民との関係が劇的に変化した時代であり、民間人ならびに植民地の人々が戦争へと動員され、
きわめて短期間に、しかも世界的な規模で人が移動した、もう―つの移民の時代でした。植民地主義という暴力的な労働力化
が、世界戦争の過程で一挙に推し進められたわけです。その意味で総力戦体制は、植民地地域を含めた未曾有の規模での世
界的な原蓄過程、すなわち新規の追加的労働力供給確保だったとみることもできるでしょう(C・メイヤスー『家族制共同体の理
論』、ジェームズ・C・スコット「ゾミア』）。
戦後の占領期は、その原蓄過程で析出された労働力が、独立国家となった発展途上国政府ならびに占領軍の権力によって産
業化へと組み込まれた時代でした。戦時に析出された労働力は、戦後に世界的規模で展開する資本のグローバルな労働力編
成の前提条件を生み出す基盤となりました。大戦後に独立を遂げた旧植民地諸国は、曲がりなりにも独立国家として国民国家・
国民経済を掲げ、アメリカや旧ソ連など大国を後ろ盾とした権威主義体制によって工業化計画を遂行しました。発展途上国に
おける無尽蔵の人口は、国民としてだけでなく、世界展開を遂げつつある先進国巨大企業によってさまざまな労働形態の労働
力として、再発見されたのです。
発展途上国の労働が世界的な労働力編成に組み込まれる条件は、占領を通じた、発展途上国のいわゆる近代化の過程にお
いて醸成されました。冷戦体制の下で、占領軍は必要とする労働力を現地において醸成されました。冷戦体制の下で、占領軍
は必要とする労働力を現地あるいは他の占領地から調達することになります。その典型例は、アメリカ軍による東アジアの占領
空間です。韓国やフィリピンなどにおいて、アメリカ軍の駐留は、現地ならびに他のアジア諸国からの大量の労働力によって支
えられてきました。民間人の調達範囲は、さまざまな軍事施設や港湾や空港などの軍関係施設の建設とともに、医療やケアから
娯楽さらに家事や育児などを含めた広範な分野に拡がっていきます。

364～370 国語教材
難民が問題
になるとき

①②③削除 ①分量の調整
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こうした駐留軍の基地建設や住居、港湾などの交通網の整備などに供給される資材、日常の消費財などの生産には、一定のア
メリカの基準が求められました。こうしたいわば「国際基準」によって、世界的な規模で拡がるアメリカの占領空間に利用されうる
製造業や土木・建設業が、アジア地域に群生することになりました。この過程を通じて、アジア諸国のなかのいくつかの国は、ア
メリカ標準の製造技能だけでなく、財閥へと発展する企業を生み出すとともに、その後の海外労働力供給を可能にする人材の
条件を獲得していきます（洪志瑗「韓国における労働力移動の展開とベトナム戦争」）。
ここに製品輸出の拡大だけでなく、東アジアからの大規模な移民労働者排出の条件が上製され、その後の中東産油国での建
設労働から欧米諸国への大量のケア労働者にいたる、アジア系出稼ぎ移民の前提条件ができあがることになりました。第二次
世界大戦後の占領空間の広がりが、発展途上国の労働編成をグローバルな労働編成へと添加する契機を準備したのです。
二度の世界戦争とその後の占領の時代を通じて、かつての植民地地域はグローバルな労働力の供給地として組み込まれてい
きます。旧植民地住民は、ふたたび膨大な労働力として発見されたのです。多国籍企業と呼ばれるグローバル資本は、この無
尽蔵の労働力を、現地生産ならびに移民労働として利用することが可能になりました。こうした国境を越える資本と労働の移動
の交差を通じて、労働力のグローバル化は展開してきたのです。
人の移動は、グローバルな労働力編成のなかで、移民、難民、不法移民といった分類を通じて統治されます。しかし、いまグ
ローバルな労働力編成の新たな局面では、労働力のグローバル化を越えて、労働市場のグローバル化へと拡大してきていま
す。それが難民といわれる存在を大規模に生み出す条件でもありました。

②（189ページ1～2行目）
4　難民と労働市場のグローバル化
旧宗主国への移民
③（185ページ5行目）
労働市場のグローバル化

①（181ページ3行目）大学では、

②（182ページ15行目～16行目）二〇世紀も終わろうとしているこの時期に、

③（184ページ12行目）東京大学

383～387 異時代人の目 国語教材

①    一九五〇年代に私が、カラヴァッジオの研究を始めたとき、彼の同時代人たちの評価と、二十世紀の五十年代の批評家
のそれとが全く対立していることに驚いた。カラヴァッジオを無教養で粗暴な二流の画家であるということを最初に書き残したの
は、彼と同時代人のバリオーネである。彼は画家としてはマニエリストだったから、この革新者が許せなかったし、その才能を憎
悪してもいた。その上を行ったのが、すこし後の、しかしやはり同じ世紀のベッローリだが、彼はラッファエルとプサンとアカデミズ
ムが信条だから、それこそ信念をもって、マニエリスムとカラヴァッジオを撃破した。それからヴィンケルマンやベレンソンまでは
一筋道だった。カラヴァッジオをマイナー・ペンタ―の列に葬ったのは、初めはマニエリストと反宗教改革の権威筋だったが、後
では絶対王制と、これと結んだ古典主義的理念である。バリオーネの個人的憎悪から始まって、イデオロギーや政治や一つの
美学や体制がいっしょくたになって歴史をつくってきた。このような巨大な水圧の下で生き延びられる芸術家はきわめて少ない。
カラヴァッジオが「正当」な扱いを受けるのに、彼の死後おおよそ三百年の時間のズレが必要だった。それでも彼は息があった
からまだいい。いわれない差別に苦しんだ無数の人々、すべてのふさわしい報いを受けなかった有徳の人や天才や不幸な恋
人たちの「魂」はどこまで救われるのか！歴史は大いなる暗闇である。不具にされ、変形され、ときには惨殺された「真実」がルイ
ルイと横たわっている。そこを行くには、コクトーの『オルフェ』のように、非常な苦しみを持って時間をさかのぼらなければならな
い。それが深海や宇宙の暗黒となることがあろうか？

①削除 ①学習上の配慮

364～370 国語教材
難民が問題
になるとき

①②③削除 ①分量の調整

372～376 思考の誕生 国語教材 ①②③削除
①②③学習上の
配慮
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（5ページ10行目）
①もしここに社会学の先駆的な形式を認めることができるのだとすれば、次のような見通しをうることができるだろう。すなわち、こ
の共同体において一種の「社会学」がいかなる社会構造の下で可能になっているのかをそれ自身社会学的に解明することを通
じて、〈社会学する〉ということの構成を例示することができるに違いない、と。要するに、〈（遠野の共同体において） 社会学する
こと〉を〈社会学すること〉を通じて、〈社会学すること〉の構造を具体的に示すことができるのではないだろうか。

①削除 ①学習上の配慮

②（10ページ2行目）先に、
③（10ページ3行目）と述べた。

②③削除
②③前後の文脈
をつなげるための
学習上の配慮

①（6ページ13行目～７ページ12行目）例えば「存在論」という哲学の一領域がある。ここでは本来、「あ
、

る
、

ということはどういうこと

か」が問題にされる。あ
、

る
、

ということは、もちろんそのままの姿ではも
、

の
、

ではない。しかしこれを従来の存在論が行なってきたよう

に、「存在とは何であるか」、「存在とはいかかるものか」という形で問題にすると、「あるということ」がたちまちも
、

の
、

となる。われわ

れは存
、

在
、

と
、

い
、

う
、

も
、

の
、

を外から見て、ああでもないこうでもないと思案をめぐらすことになる。「何であるか」、「いかにあるか」という問

いの対象となりうるもの、それはつねに客観的なも
、

の
、

である。こ
、

の
、

もの、あ
、

の
、

ものとして名指され、名指されることによって固定され

るようなものである。あ
、

る
、

ということは、それが「何か」という問いの対象にされるやいなや、それ自身であることをやめてしまう。あ
、

る
、

ということは、われわれがそれであ
、

る
、

ことによってのみ、それがどういうことであ
、

る
、

のかがわかるような、そういう事実である。事
、

実
、

であると言ってしまえば、またも
、

の
、

になる。あ
、

る
、

というのはそういうことなのだ、とでも言っておくよりしようがない。

　このようにしてわれわれは、覚めた意識をはたらかせているかぎり、内部も外部も至るところも
、

の
、

またも
、

の
、

で埋めつくされた空間

の中に住んでいる。この空間内では、われわれひとりひとりもそれぞれ一つのも
、

の
、

である。われわれの肉体がも
、

の
、

であるだけで

はない。われわれの自己といわれるものも、その同一性も、他者の心のようなものも、われわれがそれを見
、

る
、

かぎりにおいては、

も
、

の
、

としてわれわれの眼の前に現れてくる。

②（7ページ13行目）こ
、

と
、

の世界

389-396 巫女の視点 国語教材

398～405 ものとこと 国語教材

①～③削除
①～③学習上の
配慮
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398～405 ものとこと 国語教材

③（8ページ3行目と４行目の間の注釈）＊　日本語の「こと」と「もの」との存在論的な差異について最初に哲学的考察を行なっ
たのは和辻哲郎である（『続日本精神史研究』、岩波書店、四一七頁以下）。最近では廣松渉氏がこの問題をめぐって高い水
準の議論を展開している（『事的世界観への前哨』、『もの・こと・ことば』、ともに勁草書房）。本書ではこれらの著作を特に引用し
なかったが、私の思索は両氏の視点から大きな影響を受けている。

①（307ページ4行目）２　「病原体」と出会う難しさ

②（309ページ7行目）３　「病原菌」の科学が生まれるために必要だったもの

③（311ページ5行目）４　私たちの「病気」の向こう側にあるもの

①（273ページ9行目）以上で述べてきたところからすると、

②（277ページ7行目）先にも述べたように、

③（277ページ14行目）「過剰性の原理」が「稀少性の原理」をもたらす

436～444
戦争と平和につ
いての観察

国語教材

①（56ページ9～57ページ4行目）一九四一年に太平洋戦争が始まった時、三六年前の日露戦争を知る者は連合艦隊司令長
官・山本五十六独りであって、首相の東条英機は日露開戦の時、士官学校在学中であった。
　第一次大戦はプロシャ・フランス戦争の四三年後に起こっている。大量の死者を出して帝国主義ヨーロッパの自殺となったこ
の戦争は、主に植民地戦争の経験しかない英仏の将軍たちとフランスに対する戦勝を模範として勉強したドイツの将軍たちとの
間に起こった。
　今、戦争をわずかでも知る世代は死滅するか現役から引退しつつある。
②（60ページ2・3行目）大正の十五年間に生きた二五年間に生まれて

①削除
②（454ページ3行
目）大正十五年の
約二五年間に生ま
れて

①学習上の配慮
②筆者による教
育的配慮を伴う
加除訂正

418～426 過剰性と稀少性 国語教材 ①～③削除
①～③学習上の
配慮

①～③削除
①～③学習上の
配慮

407～
416

「病気」の向こう
側

国語教材 ①～③削除
①～③学習上の
配慮
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二次元コード 自社ページ 自社ページURL QRコードフロントページ。ウェブコンテンツ一覧。 別紙1

二次元コード 自社ページ 自社ページURL

「羅針盤・１　比べて読もう　中島敦「山月記」が描く「わ
かりあえなさ」」（18ページ）の参考資料として、「山月
記」（中島敦）の全文と注釈を掲載。

別紙2

二次元コード 自社ページ 自社ページURL
「物語るという欲望」（21ページ）の参考資料として、
「山月記」（中島敦）の全文と注釈を掲載。

別紙3

二次元コード 水戸芸術館 https://www.arttowermito.or.jp/gallery/lineup/article_5022.html
「科学の詩学へ」（27ページ）の参考資料として、「水戸
芸術館」の中谷芙二子作品を紹介。

二次元コード
長野県立美術
館

https://nagano.art.museum/fog_sculptures
「科学の詩学へ」（27ページ）の参考資料として、「長野
県立美術館」の中谷芙二子作品を紹介。

二次元コード

ジョン・レノン公
式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネル

https://www.youtube.com/watch?v=rAn-AWXtHv0
「『象徴的貧困』に立ち向かうために」（51ページの参
考資料として、ジョン・レノン公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル
より「imagine」を紹介。

1 8

備 考

ウェブページのアドレス等の掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 
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備 考

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 

二次元コード

沖縄市平和学
習コンテンツサ
イト

https://www.city.okinawa.okinawa.jp/k015/shiseijouhou/gaiyou/hewajigyou/heiwanohi/index.html
「沖縄戦を聞く」（93ページ））の参考資料として、沖縄
市平和学習コンテンツサイトより「沖縄戦の歴史」解説
を紹介。

二次元コード
男女共同参画
ウェブサイト

https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html
「男の絆、女たちの沈黙」（110ページ）の参考資料とし
て、男女共同参画ウェブサイトより世界各国のジェン
ダーギャップ指数ランキングを紹介。

二次元コード 自社ページ 自社ページURL
「現代日本の開化」（120ページ）の参考資料として、
「こころ」（夏目漱石）の一部抜粋と注釈を掲載。

別紙4

二次元コード 自社ページ 自社ページURL
「現代日本の開化」（120ページ）の参考資料として、
「夢十夜」（夏目漱石）の一部抜粋と注釈を掲載。

別紙5

二次元コード

映画『うたうひ
と』の公式ウェ
ブサイト

https://silentvoice.jp/utauhito/
「物語りについて」（127ページ）の参考資料として、映
画『うたうひと』の公式ウェブサイトを紹介。

二次元コード 青空文庫 https://aozora.binb.jp/reader/main.html?cid=52454
「物語りについて」（127ページ）の参考資料として、青
空文庫上の『遠野物語』を紹介。

二次元コード 青空文庫 https://aozora.binb.jp/reader/main.html?cid=52505
「物語りについて」（127ページ）の参考資料として、青
空文庫上の『山の人生』を紹介。

1 8 2 / 6 ページ

https://www.city.okinawa.okinawa.jp/k015/shiseijouhou/gaiyou/hewajigyou/heiwanohi/index.html
https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html
https://silentvoice.jp/utauhito/
https://aozora.binb.jp/reader/main.html?cid=52454
https://aozora.binb.jp/reader/main.html?cid=52505


番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要
備 考

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 

二次元コード 自社ページ 自社ページURL

「羅針盤・2　比べて読もう　夏目漱石「こころ」の「語
り」」（135ページ）の参考資料として、「夢十夜」（夏目
漱石）の一部抜粋と注釈を掲載。

二次元コード

デニス・オルー
クの公式ウェ
ブサイト

http://www.cameraworklimited.com/
「ファンタジー・ワールドの誕生」（136ページ）の参考資
料として、デニス・オルークの公式ウェブサイトを紹
介。

二次元コード

「時国家（本家
上時国家）」の
公式ウェブサ
イト

https://tokikunike.jp/
「日本の社会は農業社会か」（201ページ）の参考資料
として「時国家（本家　上時国家）」の公式ウェブサイト
を紹介。

二次元コード

「重要文化財
時國家 【下時
国家】」の公式
サイト

http://www.tokikunike.com/
「日本の社会は農業社会か」（201ページ）の参考資料
として、「重要文化財 時國家 【下時国家】」の公式サイ
トを紹介。

二次元コード
「北前船」公式
ウェブサイト

https://www.kitamae-bune.com/
「日本の社会は農業社会か」（201ページ）の参考資料
として、「北前船」公式ウェブサイトを紹介。

二次元コード
男女共同参画
ウェブサイト

https://www.gender.go.jp/international/int_syogaikoku/int_shihyo/index.html

【実践】「資料や情報を吟味して、自分の考えにつなげ
よう」（209ページ）の参考資料として、男女共同参画
ウェブサイトより世界各国のジェンダーギャップ指数ラ
ンキングを紹介。

二次元コード

東京女子大学
ウェブサイトよ
り「丸山眞男文
庫　ヴァーチャ
ル書庫」の

https://maruyamabunko.twcu.ac.jp/shoko/
「『である』ことと『する』こと」（231ページ）の参考資料と
して、東京女子大学ウェブサイトより「丸山眞男文庫
ヴァーチャル書庫」のページを紹介。
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要
備 考

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 

二次元コード 自社ページ 自社ページURL
「物語としての自己」（255ページ）の参考資料として、
「舞姫」（森鴎外）の抜粋と注釈を掲載。

別紙6

二次元コード 自社ページ 自社ページURL
「清光館哀史」（281ページ）の参考資料として、「陰翳
礼讃」の抜粋と注釈を紹介。

別紙7

二次元コード 自社ページ 自社ページURL
【実践】「自分の経験や考えを効果的に書いてみよう」
（301ページ）の参考資料としてワークシートを紹介。

別紙8

二次元コード

映画『二重の
まち／交代地
のうた』公式
ウェブサイト

https://www.kotaichi.com/
「聞く者たちの文学、忘却に抗するための会話」（335
ページ）の参考資料として、映画『二重のまち／交代
地のうた』公式ウェブサイトを紹介。

二次元コード
海外移住資料
館

https://www.jica.go.jp/dome
stic/jomm/outline/index.htm
l

「難民が問題になるとき」（364ページ）の参考資料とし
て、海外移住資料館のウェブサイトを紹介。

二次元コード

福澤諭吉旧
居・福澤記念
館

https://fukuzawakyukyo.com/about/
「主義は広大なるべき事」（378ページ）の参考資料とし
て、福澤諭吉旧居・福澤記念館ウェブサイトを紹介。

二次元コード 製薬協 https://www.jpma.or.jp/junior/kusurilabo/index.html#tab01
「『病気』の向こう側」（407ページ）の参考資料として、
製薬協ウェブサイトより医学・薬学の発展の歴史につ
いての解説ページを紹介。
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https://www.jica.go.jp/domestic/jomm/outline/index.html
https://www.jica.go.jp/domestic/jomm/outline/index.html
https://www.jica.go.jp/domestic/jomm/outline/index.html
https://fukuzawakyukyo.com/about/
https://www.jpma.or.jp/junior/kusurilabo/index.html#tab01


番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要
備 考

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 

二次元コード 養老公園 https://www.yoro-park.com/facility-map/hantenchi/
「記憶の満天」（42８ページ）の参考資料として、養老公
園ウェブサイトより「養老天命反転装置」のページを紹
介。
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要
備 考

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 

（備考）
申請図書中に発行者が管理するウェブページのアドレス（二次元コードその他のこれに代わるものを含む。）を掲載する場合に、本表を以下のとおり作成する。
１ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。
① 「番号」の欄は、複数のページ等に掲載されたウェブページのアドレス等が同一のウェブページを参照させる場合、一つの番号にまとめて記入する。
② 「ページ」の欄は、ウェブページのアドレス等の申請図書における掲載ページを示す。
③ 「種別」の欄は、ＵＲＬ、二次元コード等の別を示す。
２ 「学習上の参考に供する情報」の欄については次のとおりとする。
① 「参照先」の欄には、発行者のページから参照させる学習上の参考に供するページを作成する団体名などを記入する。
② 「ＵＲＬ」の欄には、実際に参照させる学習上の参考に供するページのＵＲＬを記載する。なお、参照先が発行者の作成したページである場合は、「自社ページＵＲＬ」と記入する。
③ 「概要」欄には、参照先における情報の内容を簡潔に記入する。
３ 申請図書中のウェブページのアドレス等が参照させるウェブページの画面を印刷した紙面には、対応する本表の番号を紙面右上に付記し、本表に添付すること。
４ 学習上の参考に供する情報を示すウェブページが発行者において作成したページの場合、参照先のウェブページの画面を印刷した紙面を、本表に添付すること。
その際、「備考」の欄に「別紙１添付」などと記載し、印刷した紙面右上に「別紙１」などと記入すること。

6 / 6 ページ



別紙１

＊各コンテンツ名をクリックしてください。参考資料のページに移動します。

目次 ページ コンテンツ名 概要

羅針盤・１　比べて読もう　中島敦「山月記」が描く「わか
りあえなさ」

18 「山月記」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「山月記」（中島敦）の全文と注釈を掲載

しています。

物語るという欲望 19 「山月記」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「山月記」（中島敦）の全文と注釈を掲載

しています。

水戸芸術館
参考資料として「水戸芸術館」の中谷芙二子作品を見るこ

とができます。

長野県立美術館
参考資料として「長野県立美術館」の中谷芙二子作品を見

ることができます。

「象徴的貧困」に立ち向かうために 51 ジョン・レノン公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル
参考資料として、ジョン・レノン公式ＹｏｕＴｕｂｅチャ

ンネルより「imagine」を聴くことができます。

第一部

第１章　架橋することば

科学の詩学へ 27

第２章　日常の中の論点

第４章　個に向き合う

1 / 4 ページ



別紙１

沖縄戦を聞く 93 沖縄戦の歴史（沖縄市平和学習コンテンツサイト「沖縄市民平和の日」より） 沖縄戦について詳細を学べます。

男の絆、女たちの沈黙 110 男女共同参画に関する国際的な指数（男女共同参画局ウェブサイトより）
世界各国のジェンダーギャップ指数ランキング等、我が国

における男女共同参画に関する情報を閲覧できます。

「こころ」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「こころ」（夏目漱石）の一部抜粋と注釈

を掲載しています。

「夢十夜」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「夢十夜」（夏目漱石）の一部抜粋と注釈

を掲載しています。

映画『うたうひと』の公式ウェブサイト
筆者の監督作品である映画『うたうひと』の公式ウェブサイトで
す。

青空文庫 青空文庫上の『遠野物語』を読むことができます。

青空文庫 青空文庫上の『山の人生』を読むことができます。

羅針盤・2　比べて読もう　夏目漱石「こころ」の「語り」 135 「こころ」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「こころ」（夏目漱石）の一部抜粋と注釈

を掲載しています。

ファンタジー・ワールドの誕生 136 「Camerawork」全文（デニス・オルーク公式ウェブサイトより）
本文で触れられている「カンニバル・ツアーズ」の作者デニス・オ
ルークについて知ることができます。

時国家（本家　上時国家）　公式サイト
筆者が資料を発見した時国家（上時国家）の詳細を閲覧で

きます。

日本の社会は農業社会か 201

第８章　〈私〉をひらくために

第５章　関係を読む

物語りについて 127

第６章　世界を視る位置

現代日本の開化 120

2 / 4 ページ



別紙１

重要文化財 時國家 【下時国家】　公式サイト
筆者が資料を発見した時国家（下時国家）の詳細を閲覧で

きます。

北前船　公式サイト
本文で言及されている「北前船」についての解説や、当時

の廻船商人たちの生活文化などを知ることができます。

【実践】資料や情報を吟味して、自分の考えにつなげよう 209 男女共同参画に関する国際的な指数（男女共同参画局ウェブサイトより）
世界各国のジェンダーギャップ指数ランキング等、我が国

における男女共同参画に関する情報を閲覧できます。

「である」ことと「する」こと 231 丸山眞男文庫　ヴァーチャル書庫（東京女子大学ウェブサイトより）
筆者の書斎・書庫の配架を再現したヴァーチャル書庫で、

筆者の思想を学ぶことができます。

物語としての自己 255 「舞姫」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「舞姫」（森鴎外）の全文と注釈を掲載し

ています。

清光館哀史 281 「陰翳礼讃」テキスト（ｐｄｆ）
参考資料として「陰翳礼讃」（谷崎潤一郎）の一部抜粋と

注釈を掲載しています。

【実践】自分の経験や考えを効果的に書いてみよう 301 「自己ＰＲ文のためのメモ」（ｐｄｆ）
提示している言語活動のためのワークシートを利用できま

す。

聞く者たちの文学、忘却に抗するための会話 335 映画『二重のまち／交代地のうた』公式ウェブサイト
筆者の監督作品、映画『二重のまち／交代地のうた』公式

ウェブサイトです。

第１章　多様性のほうへ

日本の社会は農業社会か 201

第９章　未来を築く

第二部

第２章　語りと世界

第４章　響き合うことばと身体
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別紙１

難民が問題になるとき 364 海外移住資料館
参考資料として、海外移住資料館のウェブサイトから、日

本から海外への移住した人々の歴史を学べます。

主義は広大なるべきこと 378 福澤諭吉を知る（福澤諭吉旧居・福澤記念館ウェブサイトより） 筆者についての詳細を閲覧できます。

「病気」の向こう側 407 「くすり研究所」（製薬協ウェブサイトより） 医学・薬学の発展の歴史についての解説を参照できます。

記憶の満天 428 養老天命反転地（養老公園ウェブサイトより）
本文で言及されている「養老天命反転装置」について知る
ことができます。

第８章　よみがえる問い

第５章　「当たり前」を疑う

第６章　「近代」を再考する

第７章　記号がつくる世界

4 / 4 ページ



仮（28）

2

510

小
説
一山

月
記

中な
か

島じ
ま

　
敦
あ
つ
し

　

隴ろ
う

西せ
い

の
李り

ち

徴ょ
う

は
博
学
才さ

い

穎え
い

、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎こ

榜ぼ
う

に
連
ね
、
つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ

ら
れ
た
が
、
性
、
狷け

ん

介か
い

、
自
ら
恃た

の

む
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
厚
く
、
賤せ

ん

吏り

に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な
か
っ

た
。
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、
虢か

く

略り
ゃ
くに
帰き

臥が

し
、
人
と
交
わ
り
を
絶
っ
て
、
ひ
た

す
ら
詩
作
に
ふ
け
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し

て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺の

こ

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
名
は
容
易
に
揚
が
ら
ず
、
生
活
は
日

を
追
う
て
苦
し
く
な
る
。
李
徴
は
よ
う
や
く
焦＊

燥
に
駆
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
頃
か
ら
そ
の
容
貌
も
峭

し
ょ
う

刻こ
く

と
な
り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光
の
み
い
た
ず
ら
に
炯け

い

々け
い

と
し
て
、
か
つ
て
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊ほ

う

頬き
ょ
うの
美
少
年
の
お
も
か
げ
は
、
ど
こ
に
求
め
よ
う
も
な
い
。
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、
妻
子
の
衣

食
の
た
め
に
つ
い
に
節＊

を
屈
し
て
、
再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
こ
れ
は
、
己
の
詩
業
に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
か
つ
て
の
同
輩
は
す
で
に
は
る
か
高

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1	

隴
西　

中
国
の
地
名
。
現
在

の
甘

か
ん
し

粛ゅ
く

省
の
東
南
部
。

2	

才
穎　

才
知
が
す
ぐ
れ
て
抜

き
ん
で
て
い
る
こ
と
。

3	

天
宝　

唐
代
の
年
号
。
七
四

二
─
五
六
年
。

4	

虎
榜　

進
士
（
官
吏
登
用
資

格
試
験
）
及
第
者
の
姓
名
を

掲
示
す
る
木
札
。
俊
才
を
虎

に
た
と
え
た
。

5	

江
南
尉　

江
南
（
長
江
以
南

の
地
）
の
軍
事
や
警
察
な
ど

を
つ
か
さ
ど
る
官
。

6	

狷
介　

片
意
地
で
他
人
と
相

い
れ
な
い
こ
と
。

7	

虢
略　

中
国
の
地
名
。
現
在

の
河
南
省
に
あ
る
。

別紙2
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3

51015

位
に
進
み
、
彼
が
昔
、
鈍
物
と
し
て
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
が
、
往
年
の
儁

し
ゅ
ん

才さ
い

李
徴
の
自
尊
心
を
い
か
に
傷
つ
け
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
は
怏お

う

々お
う

と

し
て
楽
し
ま
ず
、
狂き

ょ

悖う
は
いの
性
は
い
よ
い
よ
抑
え
難
く
な
っ
た
。
一
年
の
後
、
公
用
で
旅
に
出
、
汝じ

ょ

水す
い

の

ほ
と
り
に
宿
っ
た
時
、
つ
い
に
発
狂
し
た
。
あ
る
夜
半
、
急
に
顔
色
を
変
え
て
寝
床
か
ら
起
き
上
が
る

11

12

13

14

と
、
何
か
訳
の
分
か
ら
ぬ
こ
と

を
叫
び
つ
つ
そ
の
ま
ま
下
に
と

び
降
り
て
、
闇
の
中
へ
駆
け
出

し
た
。
彼
は
二
度
と
戻
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
付
近
の
山
野
を
捜

索
し
て
も
、
な
ん
の
手
が
か
り

も
な
い
。
そ
の
後
李
徴
が
ど
う

な
っ
た
か
を
知
る
者
は
、
誰
も

な
か
っ
た
。

　

翌
年
、
監
察
御ぎ

ょ

史し

、
陳
郡
の

袁え
ん

傪さ
ん

と
い
う
者
、
勅
命
を
奉
じ

て
嶺れ

い

南な
ん

に
使
い
し
、
道
に
商し

ょ

於う
お

15

16

17

18

8	

峭
刻　

険
し
く
む
ご
い
さ
ま
。

9	

炯
　々

鋭
く
光
る
さ
ま
。

10	

登
第　

試
験
に
合
格
す
る
こ

と
。「
第
」
は
、
官
吏
登
用

試
験
。

11	

儁
才　

才
知
の
す
ぐ
れ
た
人
。

俊
才
。

12	

怏
　々

不
平
が
あ
り
心
が
満

ち
足
り
な
い
さ
ま
。

13	

狂
悖　

常
軌
を
逸
し
て
い
る

こ
と
。

14	

汝
水　

河
南
省
崇
県
の
老
君

山
に
発
し
て
淮わ

い

河が

に
注
ぐ
川
。

15	

監
察
御
史　

官
吏
を
取
り
締

ま
り
、
地
方
を
巡
行
し
て
行

政
を
監
視
し
た
官
。

16	

陳
郡　

河
南
省
の
地
名
。

17	

嶺
南

現
在
の
広
東
省
、
広

西
壮
族
自
治
区
お
よ
び
ベ
ト

ナ
ム
の
一
部
を
含
む
地
域
。

18	

商
於　

河
南
省
の
地
名
。

〈
博
学
〉〈
容
易
〉〈
往
年
〉

＊
焦
燥
に
駆
ら
れ
る

＊
節
を
屈
す
る
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の
地
に
宿
っ
た
。
次
の
朝
い
ま
だ
暗
い
う
ち
に
出
発
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
駅
吏
が
言
う
こ
と
に
、

こ
れ
か
ら
先
の
道
に
人
食
い
虎
が
出
る
ゆ
え
、
旅
人
は
白
昼
で
な
け
れ
ば
、
通
れ
な
い
。
今
は
ま
だ
朝

が
早
い
か
ら
、
い
ま
少
し
待
た
れ
た
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
と
。
袁
傪
は
、
し
か
し
、
供
回
り
の
多
勢

な
の
を
恃
み
、
駅
吏
の
言
葉
を
退
け
て
、
出
発
し
た
。
残
月
の
光
を
た
よ
り
に
林
中
の
草
地
を
通
っ
て

い
っ
た
時
、
は
た
し
て
一
匹
の
猛
虎
が
叢

く
さ
む
らの
中
か
ら
躍
り
出
た
。
虎
は
、
あ
わ
や
袁
傪
に
躍
り
か
か
る

か
と
見
え
た
が
、
た
ち
ま
ち
身＊

を
翻
し
て
、
元
の
叢
に
隠
れ
た
。
叢
の
中
か
ら
人
間
の
声
で
「
あ
ぶ
な

い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」
と
繰
り
返
し
つ
ぶ
や
く
の
が
聞
こ
え
た
。
そ
の
声
に
袁
傪
は
聞
き
覚
え
が
あ
っ

た
。
驚き

ょ

懼う
く

の
う
ち
に
も
、
彼
は
と
っ
さ
に
思
い
当
た
っ
て
、
叫
ん
だ
。「
そ
の
声
は
、
我
が
友
、
李
徴

子
で
は
な
い
か
？
」
袁
傪
は
李
徴
と
同
年
に
進
士
の
第
に
登
り
、
友
人
の
少
な
か
っ
た
李
徴
に
と
っ
て

は
、
最
も
親
し
い
友
で
あ
っ
た
。
温
和
な
袁
傪
の
性
格
が
、
峻

し
ゅ
ん

峭し
ょ
うな
李
徴
の
性
情
と
衝
突
し
な
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

叢
の
中
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ
た
。
し
の
び
泣
き
か
と
思
わ
れ
る
か
す
か
な
声
が
時
々

漏
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
や
や
あ
っ
て
、
低
い
声
が
答
え
た
。「
い
か
に
も
自
分
は
隴
西
の
李
徴
で
あ

る
。」
と
。

　

袁
傪
は
恐
怖
を
忘
れ
、
馬
か
ら
降
り
て
叢
に
近
づ
き
、
懐
か
し
げ
に
久き

ゅ

闊う
か
つを

叙
し
た
。
そ
し
て
、
な

ぜ
叢
か
ら
出
て
こ
な
い
の
か
と
問
う
た
。
李
徴
の
声
が
答
え
て
言
う
。
自
分
は
今
や
異
類
の
身
と
な
っ

19

20

21

1

22

19	

駅
吏　

宿
駅
の
役
人
。

20	

驚
懼　

驚
き
お
そ
れ
る
こ
と
。

21	

峻
峭　

厳
し
く
険
し
い
こ
と
。

1	

「
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ

た
」
の
は
な
ぜ
か
。

22	

久
闊　

長
く
会
っ
て
い
な
い

こ
と
。「
久
闊
を
叙
す
」
は
、

久
し
ぶ
り
に
友
情
を
温
め
る
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て
い
る
。
ど
う
し
て
、
お
め
お
め
と
故と

人も

の
前
に
あ
さ
ま
し
い
姿
を
さ
ら
せ
よ
う
か
。

か
つ
ま
た
、
自
分
が
姿
を
現
せ
ば
、
必
ず

君
に
畏
怖
嫌け

ん

厭え
ん

の
情
を
起
こ
さ
せ
る
に
決

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
今
、
図＊

ら
ず
も
故
人
に
会
う
こ
と
を
得
て
、
愧き

赧た
ん

の
念
を
も
忘
れ
る
ほ
ど
に
懐
か
し
い
。
ど

う
か
、
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
で
い
い
か
ら
、

我
が
醜
悪
な
今
の
外
形
を
い
と
わ
ず
、
か

つ
て
君
の
友
李
徴
で
あ
っ
た
こ
の
自
分
と

話
を
交
わ
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
で
考
え
れ
ば
不
思
議
だ
っ
た
が
、
そ

の
時
、
袁
傪
は
、
こ
の
超
自
然
の
怪
異
を
、

実
に
素
直
に
受
け
入
れ
て
、
少
し
も
怪
し

も
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
部
下
に
命
じ

て
行
列
の
進
行
を
と
ど
め
、
自
分
は
叢
の

23

24

こ
と
を
い
う
。

23	

畏
怖
嫌
厭　

畏
れ
、
い
と
う

こ
と
。

24	

愧
赧　

恥
じ
て
赤
面
す
る
こ

と
。

〈
白
昼
〉〈
温
和
〉〈
異
類
〉

＊
身
を
翻
す

＊
図
ら
ず
も

橋
はし

本
もと

雅
が

邦
ほう

「龍
りゅ

虎
うこ

図」（部分）1900 年
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傍
ら
に
立
っ
て
、
見
え
ざ
る
声
と
対
談
し
た
。
都
の
う
わ
さ
、
旧
友
の
消
息
、
袁
傪
が
現
在
の
地
位
、

そ
れ
に
対
す
る
李
徴
の
祝
辞
。
青
年
時
代
に
親
し
か
っ
た
者
ど
う
し
の
、
あ
の
隔
て
の
な
い
語
調
で
、

そ
れ
ら
が
語
ら
れ
た
後
、
袁
傪
は
、
李
徴
が
ど
う
し
て
今
の
身
と
な
る
に
至
っ
た
か
を
尋
ね
た
。
叢そ

う

中ち
ゅ
うの

声
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

今
か
ら
一
年
ほ
ど
前
、
自
分
が
旅
に
出
て
汝
水
の
ほ
と
り
に
泊
ま
っ
た
夜
の
こ
と
、
一
睡
し
て
か
ら
、

ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
、
戸
外
で
誰
か
が
我
が
名
を
呼
ん
で
い
る
。
声
に
応
じ
て
外
へ
出
て
み
る
と
、
声

は
闇
の
中
か
ら
し
き
り
に
自
分
を
招
く
。
覚
え
ず
、
自
分
は
声
を
追
う
て
走
り
出
し
た
。
無
我
夢
中
で

駆
け
て
い
く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
道
は
山
林
に
入
り
、
し
か
も
、
知
ら
ぬ
間
に
自
分
は
左
右
の
手
で
地

を
つ
か
ん
で
走
っ
て
い
た
。
何
か
体
じ
ゅ
う
に
力
が
満
ち
満
ち
た
よ
う
な
感
じ
で
、
軽
々
と
岩
石
を
跳

び
越
え
て
い
っ
た
。
気
が
つ
く
と
、
手
先
や
肘
の
あ
た
り
に
毛
を
生
じ
て
い
る
ら
し
い
。
少
し
明
る
く

な
っ
て
か
ら
、
谷
川
に
臨
ん
で
姿
を
映
し
て
み
る
と
、
す
で
に
虎
と
な
っ
て
い
た
。
自
分
は
初
め
目
を

信
じ
な
か
っ
た
。
次
に
、
こ
れ
は
夢
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
た
。
夢
の
中
で
、
こ
れ
は
夢
だ
ぞ
と
知
っ

て
い
る
よ
う
な
夢
を
、
自
分
は
そ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
ど
う
し
て
も
夢
で
な
い
と
悟

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
自
分
は
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
た
。
そ
う
し
て
懼お

そ

れ
た
。
ま
っ
た
く
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
起
こ
り
得
る
の
だ
と
思
う
て
、
深
く
懼
れ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

分
か
ら
ぬ
。
ま
っ
た
く
何
事
も
我
々
に
は
分
か
ら
ぬ
。
理
由
も
分
か
ら
ず
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
を
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お
と
な
し
く
受
け
取
っ
て
、
理
由
も
分
か
ら
ず
に
生
き
て
い
く
の
が
、
我
々
生
き
も
の
の
さ
だ
め

0

0

0

だ
。

自
分
は
す
ぐ
に
死
を
思
う
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
目
の
前
を
一
匹
の
う
さ
ぎ
が
駆
け
過
ぎ
る
の
を
見

た
と
た
ん
に
、
自
分
の
中
の
人
間

0

0

は
た
ち
ま
ち
姿
を
消
し
た
。
再
び
自
分
の
中
の
人
間

0

0

が
目
を
覚
ま
し

た
時
、
自
分
の
口
は
う
さ
ぎ
の
血
に
ま
み
れ
、
あ
た
り
に
は
う
さ
ぎ
の
毛
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
こ
れ

が
虎
と
し
て
の
最
初
の
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
今
ま
で
に
ど
ん
な
所
行
を
し
続
け
て
き
た
か
、
そ

れ
は
と
う
て
い
語
る
に
忍
び
な
い
。
た
だ
、
一
日
の
う
ち
に
必
ず
数
時
間
は
、
人
間
の
心
が
還か

え

っ
て
く

る
。
そ
う
い
う
時
に
は
、
か
つ
て
の
日
と
同
じ
く
、
人
語
も
操
れ
れ
ば
、
複
雑
な
思
考
に
も
堪
え
得
る

し
、
経
書
の
章
句
を
そ
ら
ん
ず
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
人
間
の
心
で
、
虎
と
し
て
の
己
の
残
虐
な
行

い
の
あ
と
を
見
、
己
の
運
命
を
振
り
返
る
時
が
、
最
も
情
け
な
く
、
恐
ろ
し
く
、
憤
ろ
し
い
。
し
か
し
、

そ
の
、
人
間
に
還
る
数
時
間
も
、
日
を
経
る
に
従
っ
て
し
だ
い
に
短
く
な
っ
て
い
く
。
今
ま
で
は
、
ど

う
し
て
虎
な
ど
に
な
っ
た
か
と
怪
し
ん
で
い
た
の
に
、
こ
の
間
ひ
ょ
い
と
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
俺
は

ど
う
し
て
以
前
、
人
間
だ
っ
た
の
か
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
い
ま
少
し
た
て
ば
、

俺
の
中
の
人
間
の
心
は
、
獣
と
し
て
の
習
慣
の
中
に
す
っ
か
り
埋
も
れ
て
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ち

ょ
う
ど
、
古
い
宮
殿
の
礎
が
し
だ
い
に
土
砂
に
埋
没
す
る
よ
う
に
。
そ
う
す
れ
ば
、
し
ま
い
に
俺
は
自

分
の
過
去
を
忘
れ
果
て
、
一
匹
の
虎
と
し
て
狂
い
回
り
、
今
日
の
よ
う
に
道
で
君
と
出
会
っ
て
も
故
人

と
認
め
る
こ
と
な
く
、
君
を
裂
き
食
ろ
う
て
な
ん
の
悔
い
も
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
獣
で
も

25

2

25	

経
書　

古
代
の
聖
人
や
賢
人

の
教
え
を
記
し
た
儒
教
の
経

典
。
四
書
五
経
な
ど
を
い
う
。

2	

「
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と

だ
。」
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

〈
無
我
夢
中
〉〈
所
行
〉
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人
間
で
も
、
も
と
は
何
か
他
の
も
の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
初
め
は
そ
れ
を
覚
え
て
い
る
が
、
し
だ
い
に

忘
れ
て
し
ま
い
、
初
め
か
ら
今
の
形
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

い
や
、

そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
俺
の
中
の
人
間
の
心
が
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
え
ば
、
恐
ら
く
、
そ

の
ほ
う
が
、
俺
は
し
あ
わ
せ

0

0

0

0

に
な
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
の
に
、
俺
の
中
の
人
間
は
、
そ
の
こ
と
を
、
こ
の

上
な
く
恐
ろ
し
く
感
じ
て
い
る
の
だ
。
あ
あ
、
ま
っ
た
く
、
ど
ん
な
に
、
恐
ろ
し
く
、
哀か

な

し
く
、
切
な

く
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
！　

俺
が
人
間
だ
っ
た
記
憶
の
な
く
な
る
こ
と
を
。
こ
の
気
持
ち
は
誰
に
も
分

か
ら
な
い
。
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
俺
と
同
じ
身
の
上
に
な
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う

だ
。
俺
が
す
っ
か
り
人
間
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
一
つ
頼
ん
で
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

　

袁
傪
は
じ
め
一
行
は
、
息＊

を
の
ん
で
、
叢
中
の
声
の
語
る
不
思
議
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
声
は
続
け

て
言
う
。

　

他
で
も
な
い
。
自
分
は
元
来
詩
人
と
し
て
名
を
成
す
つ
も
り
で
い
た
。
し
か
も
、
業
い
ま
だ
成
ら
ざ

る
に
、
こ
の
運
命
に
立
ち
至
っ
た
。
か
つ
て
作
る
と
こ
ろ
の
詩
数
百
編
、
も
と
よ
り
、
ま
だ
世
に
行
わ

れ
て
お
ら
ぬ
。
遺
稿
の
所
在
も
も
は
や
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
う
ち
、
今
も

な
お
記き

し

誦ょ
う

せ
る
も
の
が
数
十
あ
る
。
こ
れ
を
我
が
た
め
に
伝
録
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
。
な
に
も
、

こ
れ
に
よ
っ
て
一
人
前
の
詩
人
面
を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
作
の
巧
拙
は
知
ら
ず
、
と
に
か
く
、
産＊

を

破
り
心
を
狂
わ
せ
て
ま
で
自
分
が
生
涯
そ
れ
に
執
着
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
一
部
な
り
と
も
後
代
に

3

26

3	

「
業
い
ま
だ
成
ら
ざ
る
に
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

26	

記
誦　

記
憶
し
、
そ
ら
ん
じ

る
こ
と
。
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伝
え
な
い
で
は
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
の
だ
。

　

袁
傪
は
部
下
に
命
じ
、
筆
を
執
っ
て
叢
中
の
声
に
従
っ
て
書
き
と
ら
せ
た
。
李
徴
の
声
は
叢
の
中
か

ら
朗
々
と
響
い
た
。
長
短
お
よ
そ
三
十
編
、
格
調
高
雅
、
意
趣
卓
逸
、
一
読
し
て
作
者
の
才
の
非
凡
を

思
わ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
袁
傪
は
感
嘆
し
な
が
ら
も
漠
然
と
次
の
よ
う
に
感
じ
て
い

た
。
な
る
ほ
ど
、
作
者
の
素
質
が
第
一
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
第
一
流
の
作
品
と
な
る
の
に
は
、
ど
こ
か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
お
い
て
）
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

旧
詩
を
吐
き
終
わ
っ
た
李
徴
の
声
は
、
突
然
調
子
を
変
え
、
自
ら
を
嘲
る
が
ご
と
く
に
言
っ
た
。

　

恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
今
で
も
、
こ
ん
な
あ
さ
ま
し
い

0

0

0

0

0

身
と
な
り
果
て
た
今
で
も
、
俺
は
、
俺
の

詩
集
が
長
安
風
流
人
士
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
さ
ま
を
、
夢
に
見
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
岩
窟
の

中
に
横
た
わ
っ
て
見
る
夢
に
だ
よ
。
嗤わ

ら

っ
て
く
れ
。
詩
人
に
な
り
そ
こ
な
っ
て
虎
に
な
っ
た
哀
れ
な
男

を
。（
袁
傪
は
昔
の
青
年
李
徴
の
自
嘲
癖
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
哀
し
く
聞
い
て
い
た
。）
そ
う
だ
。
お＊

笑
い
草
つ
い
で
に
、
今
の
懐お

も

い
を
即
席
の
詩
に
述
べ
て
み
よ
う
か
。
こ
の
虎
の
中
に
、
ま
だ
、
か
つ
て

の
李
徴
が
生
き
て
い
る
し
る
し

0

0

0

に
。

　

袁
傪
は
ま
た
下
吏
に
命
じ
て
こ
れ
を
書
き
と
ら
せ
た
。
そ
の
詩
に
言
う
。

27

28

27	

意
趣
卓
逸　

心
の
お
も
む
き

が
ず
ば
抜
け
て
い
る
こ
と
。

28	

長
安　

唐
の
都
。
漢
代
か
ら

唐
代
に
か
け
て
栄
え
た
。
現

在
の
陝せ

ん

西せ
い

省
西
安
市
付
近
。

〈
元
来
〉〈
伝
録
〉

〈
格
調
高
雅
〉

＊
息
を
の
む

＊
産
を
破
る

＊
お
笑
い
草
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偶
た
ま
た
ま

　

因　
ツ
テ
　

狂　

疾　
ニ　

成　
ル　

殊　

類　
ト

災　

患　

相　

仍よ
ツ
テ

　

不ず　

可ベ
カ
ラ

　

逃　
ル

今　

日　
ハ　

爪さ
う　

牙が　

誰た
れ
カ

　

敢あ
ヘ
テ

　

敵　
セ
ン
ヤ

当　

時　
ハ　

声　

跡　

共　
ニ　

相　

高　
カ
リ
キ

我　
ハ　

為な
リ
テ

　

異　

物　
ト　

蓬ほ
う　

茅ば
う
ノ

　

下も
と
ニ
ア
レ
ド
モ

君　
ハ　

已す
で
ニ
　

乗　
リ
テ
　

軺え
う
ニ
　

気　

勢　

豪　
ナ
リ

此こ
ノ　

夕ゆ
ふ
べ
　

渓　

山　

対　
シ　

明　

月　
ニ

不　
シ
テ
　

成　
サ　

長ち
や
う
　

嘯せ
う
ヲ
　

但た
ダ　

成　
ス
ノ
ミ

　
か
う
ヲ

　

時
に
、
残
月
、
光
冷
や
や
か
に
、
白
露
は
地
に
し
げ
く
、
樹
間
を
渡
る
冷
風
は
す
で
に
暁
の
近
き
を

告
げ
て
い
た
。
人
々
は
も
は
や
、
事
の
奇
異
を
忘
れ
、
粛
然
と
し
て
、
こ
の
詩
人
の
薄
幸
を
嘆
じ
た
。

李
徴
の
声
は
再
び
続
け
る
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
運
命
に
な
っ
た
か
分
か
ら
ぬ
と
、
先
刻
は
言
っ
た
が
、
し
か
し
、
考
え
よ
う
に
よ
れ
ば
、

思
い
当
た
る
こ
と
が
全
然
な
い
で
も
な
い
。
人
間
で
あ
っ
た
時
、
俺
は
努
め
て
人
と
の
交
わ
り
を
避
け

た
。
人
々
は
俺
を
倨き

ょ

傲ご
う

だ
、
尊
大
だ
と
言
っ
た
。
実
は
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
羞
恥
心
に
近
い
も
の
で
あ

〻

二

一

二

29

一

レ

レ

30

二

一

31

レ

32

二

一

レ

二

33

一

レ

34

35

29	

殊
類　

異
類
。
人
間
で
な
い

も
の
。

30	

声
跡　

名
声
と
業
績
。

31	

蓬
茅　

よ
も
ぎ
と
、
ち
が
や
。

雑
草
、
の
意
。

32	

軺　

小
さ
な
軽
い
車
。
一
、

二
頭
の
馬
が
引
く
。

33	

長
嘯　

長
く
声
を
引
い
て
吟

じ
る
こ
と
。

34	

　

ほ
え
る
こ
と
。
叫
ぶ
こ

と
。

35	

倨
傲　

お
ご
り
高
ぶ
る
こ
と
。
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る
こ
と
を
、
人
々
は
知
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
郷
党
の
鬼
才
と
言
わ
れ
た
自
分
に
、
自

尊
心
が
な
か
っ
た
と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
臆
病
な
自
尊
心
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
俺
は
詩
に
よ
っ
て
名
を
成
そ
う
と
思
い
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め
て
詩
友
と
交
わ

っ
て
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
ま
た
、
俺
は
俗
物
の
間
に
伍ご

す
る
こ
と
も
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
と
も
に
、
我
が
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の
せ
い
で

あ
る
。
己
の
珠た

ま

に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
惧お

そ

れ
る
が
ゆ
え
に
、
あ
え
て
刻
苦
し
て
磨
こ
う
と
も
せ
ず
、
ま
た
、

己
の
珠
な
る
べ
き
を
半
ば
信
ず
る
が
ゆ
え
に
、
碌ろ

く

々ろ
く

と
し
て
瓦
に
伍
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
俺

は
し
だ
い
に
世
と
離
れ
、
人
と
遠
ざ
か
り
、
憤ふ

ん

悶も
ん

と
慙ざ

ん

恚い

と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
己
の
内
な
る
臆
病
な

自
尊
心
を
飼
い
ふ
と
ら
せ
る

0

0

0

0

0

結
果
に
な
っ
た
。
人
間
は
誰
で
も
猛
獣
使
い
で
あ
り
、
そ
の
猛
獣
に
当
た

る
の
が
、
各
人
の
性
情
だ
と
い
う
。
俺
の
場
合
、
こ
の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
っ
た
。
虎
だ
っ
た
の

だ
。
こ
れ
が
俺
を
損
な
い
、
妻
子
を
苦
し
め
、
友
人
を
傷
つ
け
、
果
て
は
、
俺
の
外
形
を
か
く
の
ご
と

く
、
内
心
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
今
思
え
ば
、
ま
っ
た
く
、
俺
は
、
俺
の
持

っ
て
い
た
僅
か
ば
か
り
の
才
能
を
空
費
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。
人
生
は
何
事
を
も
な
さ
ぬ
に
は
あ
ま

り
に
長
い
が
、
何
事
か
を
な
す
に
は
あ
ま
り
に
短
い
な
ど
と
口
先
ば
か
り
の
警＊

句
を
弄ろ

う

し
な
が
ら
、
事

実
は
、
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
卑ひ

き

怯ょ
う

な
危
惧
と
、
刻
苦
を
い
と
う
怠
惰
と
が
俺

の
す
べ
て
だ
っ
た
の
だ
。
俺
よ
り
も
は
る
か
に
乏
し
い
才
能
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
専
一
に
磨
い
た

＊

＊

36

37

38

39

36	

碌
　々

石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て

い
る
さ
ま
。
平
凡
で
役
に
立

た
な
い
さ
ま
。

37	

瓦　

値
打
ち
の
低
い
も
の
の

た
と
え
。

38	

憤
悶　

い
き
ど
お
り
も
だ
え

る
こ
と
。

39	

慙
恚

恥
じ
て
い
き
ど
お
る

こ
と
。

〈
白
露
〉〈
尊
大
〉〈
鬼
才
〉

〈
刻
苦
〉

＊
切
磋
琢
磨
す
る

＊
…
…
に
伍
す
る

＊
警
句
を
弄
す
る
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が
た
め
に
、
堂
々
た
る
詩
家
と
な
っ
た
者
が
い
く
ら
で
も
い
る
の
だ
。
虎
と
な
り
果
て
た
今
、
俺
は
よ

う
や
く
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
を
思
う
と
、
俺
は
今
も
胸＊

を
焼
か
れ
る
よ
う
な
悔
い
を
感
じ
る
。

俺
に
は
も
は
や
人
間
と
し
て
の
生
活
は
で
き
な
い
。
た
と
え
、
今
、
俺
が
頭
の
中
で
、
ど
ん
な
優
れ
た

詩
を
作
っ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
う
手
段
で
発
表
で
き
よ
う
。
ま
し
て
、
俺
の
頭
は
日
ご
と
に

虎
に
近
づ
い
て
い
く
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
俺
の
空
費
さ
れ
た
過
去
は
？　

俺
は
た
ま
ら
な
く
な

る
。
そ
う
い
う
と
き
、
俺
は
、
向
こ
う
の
山
の
頂
の
巌い

わ
おに

登
り
、
空
谷
に
向
か
っ
て
ほ
え
る
。
こ
の
胸

を
焼
く
悲
し
み
を
誰
か
に
訴
え
た
い
の
だ
。
俺
は
昨
夕
も
、
あ
そ
こ
で
月
に
向
か
っ
て
ほ
え
た
。
誰
か

に
こ
の
苦
し
み
が
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
。
し
か
し
、
獣
ど
も
は
俺
の
声
を
聞
い
て
、
た
だ
、
懼

れ
、
ひ
れ
伏
す
ば
か
り
。
山
も
木
も
月
も
露
も
、
一
匹
の
虎
が
怒
り
狂
っ
て
、
哮た

け

っ
て
い
る
と
し
か
考

え
な
い
。
天
に
躍
り
地
に
伏
し
て
嘆
い
て
も
、
誰
一
人
俺
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
者
は
な
い
。

ち
ょ
う
ど
、
人
間
だ
っ
た
頃
、
俺
の
傷
つ
き
や
す
い
内
心
を
誰
も
理
解
し
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
。

俺
の
毛
皮
の
ぬ
れ
た
の
は
、
夜
露
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。

　

よ
う
や
く
あ
た
り
の
暗
さ
が
薄
ら
い
で
き
た
。
木こ

の
間ま

を
伝
っ
て
、
ど
こ
か
ら
か
、
暁
角
が
哀
し
げ

に
響
き
始
め
た
。

　

も
は
や
、
別
れ
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
酔
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
、（
虎
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
）

近
づ
い
た
か
ら
、
と
、
李
徴
の
声
が
言
っ
た
。
だ
が
、
お
別
れ
す
る
前
に
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る
。
そ

40

4

41

40	

空
谷　

人
け
の
な
い
さ
び
し

い
谷
。

4	

「
俺
の
毛
皮
の
ぬ
れ
た
の
は
、

夜
露
の
た
め
ば
か
り
で
は
な

い
。」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

41	

暁
角　

夜
明
け
を
知
ら
せ
る

角
笛
。
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れ
は
我
が
妻
子
の
こ
と
だ
。
彼
ら
は
い
ま
だ
虢
略
に
い
る
。
も
と
よ
り
、
俺
の
運
命
に
つ
い
て
は
知
る

は
ず
が
な
い
。
君
が
南
か
ら
帰
っ
た
ら
、
俺
は
す
で
に
死
ん
だ
と
彼
ら
に
告
げ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
決
し
て
今
日
の
こ
と
だ
け
は
明
か
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
厚
か
ま
し
い
お
願
い
だ
が
、
彼
ら
の
孤
弱

を
哀
れ
ん
で
、
今
後
と
も
道
塗
に
飢
凍
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計
ら
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
自

分
に
と
っ
て
、
恩
幸
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
い
。

　

言
い
終
わ
っ
て
、
叢
中
か
ら
慟ど

う

哭こ
く

の
声
が
聞
こ
え
た
。
袁
傪
も
ま
た
涙
を
浮
か
べ
、
よ
ろ
こ
ん
で
李

徴
の
意＊

に
そ
い
た
い
旨
を
答
え
た
。
李
徴
の
声
は
し
か
し
た
ち
ま
ち
ま
た
先
刻
の
自
嘲
的
な
調
子
に
戻

っ
て
、
言
っ
た
。

　

本
当
は
、
ま
ず
、
こ
の
こ
と
の
ほ
う
を
先
に
お
願
い
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
、
俺
が
人
間
だ
っ
た
な
ら
。

飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
ほ
う
を
気
に
か
け
て
い
る
よ
う
な

男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕お

と
す
の
だ
。

　

そ
う
し
て
、
付
け
加
え
て
言
う
こ
と
に
、
袁
傪
が
嶺
南
か
ら
の
帰
途
に
は
決
し
て
こ
の
道
を
通
ら
な

い
で
ほ
し
い
、
そ
の
時
に
は
自
分
が
酔
っ
て
い
て
故
人
を
認
め
ず
に
襲
い
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

ま
た
、
今
別
れ
て
か
ら
、
前
方
百
歩
の
所
に
あ
る
、
あ
の
丘
に
登
っ
た
ら
、
こ
ち
ら
を
振
り
返
っ
て
見

て
も
ら
い
た
い
。
自
分
は
今
の
姿
を
も
う
一
度
お
目
に
か
け
よ
う
。
勇
に
誇
ろ
う
と
し
て
で
は
な
い
。

我
が
醜
悪
な
姿
を
示
し
て
、
も
っ
て
、
再
び
こ
こ
を
過
ぎ
て
自
分
に
会
お
う
と
の
気
持
ち
を
君
に
起
こ

42

43

42	

道
塗　

道
。
道
途
。

43	

恩
幸　

い
つ
く
し
み
。
恩
恵
。

〈
手
段
〉〈
孤
弱
〉〈
飢
凍
〉

＊
胸
を
焼
く

＊
意
に
そ
う
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さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
と
。

　

袁
傪
は
叢
に
向
か
っ
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
馬
に
上
っ
た
。
叢
の
中
か
ら
は
、
ま

た
、
堪
え
得
ざ
る
が
ご
と
き
悲
泣
の
声
が
漏
れ
た
。
袁
傪
も
幾
度
か
叢
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
涙
の
中

に
出
発
し
た
。

　

一
行
が
丘
の
上
に
つ
い
た
時
、
彼
ら
は
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
振
り
返
っ
て
、
先
ほ
ど
の
林
間
の
草

地
を
眺
め
た
。
た
ち
ま
ち
、
一
匹
の
虎
が
草
の
茂
み
か
ら
道
の
上
に
躍
り
出
た
の
を
彼
ら
は
見
た
。
虎

は
、
す
で
に
白
く
光
を
失
っ
た
月
を
仰
い
で
、
二
声
三
声
咆ほ

う

哮こ
う

し
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
、
元
の
叢
に

躍
り
入
っ
て
、
再
び
そ
の
姿
を
見
な
か
っ
た
。

44

44	

咆
哮　

ほ
え
る
こ
と
。

〈
悲
泣
〉

中
島
　
敦　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
─
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
。
小
説
家
。
東
京
都
に
生
ま
れ
た
。
持
病
の
ぜ
ん

そ
く
の
た
め
短
い
生
涯
を
終
え
た
。
中
国
古
典
に
取
材
し
た
作
品
が
多
く
、
優
れ
た
知
性
と
格
調
高
い
文
体
に
よ
っ

て
、
死
後
高
く
評
価
さ
れ
た
。
作
品
に
『
名
人
伝
』『
光
と
風
と
夢
』『
李り
り

陵ょ
う

』
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
一
九
四

二
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
本
文
は
「
中
島
敦
全
集
」
第
一
巻
に
よ
っ
た
。
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小
説
一山

月
記

中な
か

島じ
ま

　
敦
あ
つ
し

　

隴ろ
う

西せ
い

の
李り

ち

徴ょ
う

は
博
学
才さ

い

穎え
い

、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎こ

榜ぼ
う

に
連
ね
、
つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ

ら
れ
た
が
、
性
、
狷け

ん

介か
い

、
自
ら
恃た

の

む
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
厚
く
、
賤せ

ん

吏り

に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な
か
っ

た
。
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、
虢か

く

略り
ゃ
くに
帰き

臥が

し
、
人
と
交
わ
り
を
絶
っ
て
、
ひ
た

す
ら
詩
作
に
ふ
け
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し

て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺の

こ

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
名
は
容
易
に
揚
が
ら
ず
、
生
活
は
日

を
追
う
て
苦
し
く
な
る
。
李
徴
は
よ
う
や
く
焦＊

燥
に
駆
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
頃
か
ら
そ
の
容
貌
も
峭

し
ょ
う

刻こ
く

と
な
り
、
肉
落
ち
骨
秀
で
、
眼
光
の
み
い
た
ず
ら
に
炯け

い

々け
い

と
し
て
、
か
つ
て
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊ほ

う

頬き
ょ
うの
美
少
年
の
お
も
か
げ
は
、
ど
こ
に
求
め
よ
う
も
な
い
。
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、
妻
子
の
衣

食
の
た
め
に
つ
い
に
節＊

を
屈
し
て
、
再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
こ
れ
は
、
己
の
詩
業
に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
か
つ
て
の
同
輩
は
す
で
に
は
る
か
高

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1	

隴
西　

中
国
の
地
名
。
現
在

の
甘

か
ん
し

粛ゅ
く

省
の
東
南
部
。

2	

才
穎　

才
知
が
す
ぐ
れ
て
抜

き
ん
で
て
い
る
こ
と
。

3	

天
宝　

唐
代
の
年
号
。
七
四

二
─
五
六
年
。

4	

虎
榜　

進
士
（
官
吏
登
用
資

格
試
験
）
及
第
者
の
姓
名
を

掲
示
す
る
木
札
。
俊
才
を
虎

に
た
と
え
た
。

5	

江
南
尉　

江
南
（
長
江
以
南

の
地
）
の
軍
事
や
警
察
な
ど

を
つ
か
さ
ど
る
官
。

6	

狷
介　

片
意
地
で
他
人
と
相

い
れ
な
い
こ
と
。

7	

虢
略　

中
国
の
地
名
。
現
在

の
河
南
省
に
あ
る
。

別紙3

MatsunagaA
下線
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位
に
進
み
、
彼
が
昔
、
鈍
物
と
し
て
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
が
、
往
年
の
儁

し
ゅ
ん

才さ
い

李
徴
の
自
尊
心
を
い
か
に
傷
つ
け
た
か
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
は
怏お

う

々お
う

と

し
て
楽
し
ま
ず
、
狂き

ょ

悖う
は
いの
性
は
い
よ
い
よ
抑
え
難
く
な
っ
た
。
一
年
の
後
、
公
用
で
旅
に
出
、
汝じ

ょ

水す
い

の

ほ
と
り
に
宿
っ
た
時
、
つ
い
に
発
狂
し
た
。
あ
る
夜
半
、
急
に
顔
色
を
変
え
て
寝
床
か
ら
起
き
上
が
る

11

12

13

14

と
、
何
か
訳
の
分
か
ら
ぬ
こ
と

を
叫
び
つ
つ
そ
の
ま
ま
下
に
と

び
降
り
て
、
闇
の
中
へ
駆
け
出

し
た
。
彼
は
二
度
と
戻
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
付
近
の
山
野
を
捜

索
し
て
も
、
な
ん
の
手
が
か
り

も
な
い
。
そ
の
後
李
徴
が
ど
う

な
っ
た
か
を
知
る
者
は
、
誰
も

な
か
っ
た
。

　

翌
年
、
監
察
御ぎ

ょ

史し

、
陳
郡
の

袁え
ん

傪さ
ん

と
い
う
者
、
勅
命
を
奉
じ

て
嶺れ

い

南な
ん

に
使
い
し
、
道
に
商し

ょ

於う
お

15

16

17

18

8	

峭
刻　

険
し
く
む
ご
い
さ
ま
。

9	

炯
　々

鋭
く
光
る
さ
ま
。

10	

登
第　

試
験
に
合
格
す
る
こ

と
。「
第
」
は
、
官
吏
登
用

試
験
。

11	

儁
才　

才
知
の
す
ぐ
れ
た
人
。

俊
才
。

12	

怏
　々

不
平
が
あ
り
心
が
満

ち
足
り
な
い
さ
ま
。

13	

狂
悖　

常
軌
を
逸
し
て
い
る

こ
と
。

14	

汝
水　

河
南
省
崇
県
の
老
君

山
に
発
し
て
淮わ

い

河が

に
注
ぐ
川
。

15	

監
察
御
史　

官
吏
を
取
り
締

ま
り
、
地
方
を
巡
行
し
て
行

政
を
監
視
し
た
官
。

16	

陳
郡　

河
南
省
の
地
名
。

17	

嶺
南

現
在
の
広
東
省
、
広

西
壮
族
自
治
区
お
よ
び
ベ
ト

ナ
ム
の
一
部
を
含
む
地
域
。

18	

商
於　

河
南
省
の
地
名
。

〈
博
学
〉〈
容
易
〉〈
往
年
〉

＊
焦
燥
に
駆
ら
れ
る

＊
節
を
屈
す
る
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の
地
に
宿
っ
た
。
次
の
朝
い
ま
だ
暗
い
う
ち
に
出
発
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
駅
吏
が
言
う
こ
と
に
、

こ
れ
か
ら
先
の
道
に
人
食
い
虎
が
出
る
ゆ
え
、
旅
人
は
白
昼
で
な
け
れ
ば
、
通
れ
な
い
。
今
は
ま
だ
朝

が
早
い
か
ら
、
い
ま
少
し
待
た
れ
た
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
と
。
袁
傪
は
、
し
か
し
、
供
回
り
の
多
勢

な
の
を
恃
み
、
駅
吏
の
言
葉
を
退
け
て
、
出
発
し
た
。
残
月
の
光
を
た
よ
り
に
林
中
の
草
地
を
通
っ
て

い
っ
た
時
、
は
た
し
て
一
匹
の
猛
虎
が
叢

く
さ
む
らの
中
か
ら
躍
り
出
た
。
虎
は
、
あ
わ
や
袁
傪
に
躍
り
か
か
る

か
と
見
え
た
が
、
た
ち
ま
ち
身＊

を
翻
し
て
、
元
の
叢
に
隠
れ
た
。
叢
の
中
か
ら
人
間
の
声
で
「
あ
ぶ
な

い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。」
と
繰
り
返
し
つ
ぶ
や
く
の
が
聞
こ
え
た
。
そ
の
声
に
袁
傪
は
聞
き
覚
え
が
あ
っ

た
。
驚き

ょ

懼う
く

の
う
ち
に
も
、
彼
は
と
っ
さ
に
思
い
当
た
っ
て
、
叫
ん
だ
。「
そ
の
声
は
、
我
が
友
、
李
徴

子
で
は
な
い
か
？
」
袁
傪
は
李
徴
と
同
年
に
進
士
の
第
に
登
り
、
友
人
の
少
な
か
っ
た
李
徴
に
と
っ
て

は
、
最
も
親
し
い
友
で
あ
っ
た
。
温
和
な
袁
傪
の
性
格
が
、
峻

し
ゅ
ん

峭し
ょ
うな
李
徴
の
性
情
と
衝
突
し
な
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

叢
の
中
か
ら
は
、
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ
た
。
し
の
び
泣
き
か
と
思
わ
れ
る
か
す
か
な
声
が
時
々

漏
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
や
や
あ
っ
て
、
低
い
声
が
答
え
た
。「
い
か
に
も
自
分
は
隴
西
の
李
徴
で
あ

る
。」
と
。

　

袁
傪
は
恐
怖
を
忘
れ
、
馬
か
ら
降
り
て
叢
に
近
づ
き
、
懐
か
し
げ
に
久き

ゅ

闊う
か
つを

叙
し
た
。
そ
し
て
、
な

ぜ
叢
か
ら
出
て
こ
な
い
の
か
と
問
う
た
。
李
徴
の
声
が
答
え
て
言
う
。
自
分
は
今
や
異
類
の
身
と
な
っ

19

20

21

1

22

19	

駅
吏　

宿
駅
の
役
人
。

20	

驚
懼　

驚
き
お
そ
れ
る
こ
と
。

21	

峻
峭　

厳
し
く
険
し
い
こ
と
。

1	

「
し
ば
ら
く
返
事
が
な
か
っ

た
」
の
は
な
ぜ
か
。

22	

久
闊　

長
く
会
っ
て
い
な
い

こ
と
。「
久
闊
を
叙
す
」
は
、

久
し
ぶ
り
に
友
情
を
温
め
る



仮（31）

5

51015

て
い
る
。
ど
う
し
て
、
お
め
お
め
と
故と

人も

の
前
に
あ
さ
ま
し
い
姿
を
さ
ら
せ
よ
う
か
。

か
つ
ま
た
、
自
分
が
姿
を
現
せ
ば
、
必
ず

君
に
畏
怖
嫌け

ん

厭え
ん

の
情
を
起
こ
さ
せ
る
に
決

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
今
、
図＊

ら
ず
も
故
人
に
会
う
こ
と
を
得
て
、
愧き

赧た
ん

の
念
を
も
忘
れ
る
ほ
ど
に
懐
か
し
い
。
ど

う
か
、
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
で
い
い
か
ら
、

我
が
醜
悪
な
今
の
外
形
を
い
と
わ
ず
、
か

つ
て
君
の
友
李
徴
で
あ
っ
た
こ
の
自
分
と

話
を
交
わ
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
で
考
え
れ
ば
不
思
議
だ
っ
た
が
、
そ

の
時
、
袁
傪
は
、
こ
の
超
自
然
の
怪
異
を
、

実
に
素
直
に
受
け
入
れ
て
、
少
し
も
怪
し

も
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
は
部
下
に
命
じ

て
行
列
の
進
行
を
と
ど
め
、
自
分
は
叢
の

23

24

こ
と
を
い
う
。

23	

畏
怖
嫌
厭　

畏
れ
、
い
と
う

こ
と
。

24	

愧
赧　

恥
じ
て
赤
面
す
る
こ

と
。

〈
白
昼
〉〈
温
和
〉〈
異
類
〉

＊
身
を
翻
す

＊
図
ら
ず
も

橋
はし

本
もと

雅
が

邦
ほう

「龍
りゅ

虎
うこ

図」（部分）1900 年
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傍
ら
に
立
っ
て
、
見
え
ざ
る
声
と
対
談
し
た
。
都
の
う
わ
さ
、
旧
友
の
消
息
、
袁
傪
が
現
在
の
地
位
、

そ
れ
に
対
す
る
李
徴
の
祝
辞
。
青
年
時
代
に
親
し
か
っ
た
者
ど
う
し
の
、
あ
の
隔
て
の
な
い
語
調
で
、

そ
れ
ら
が
語
ら
れ
た
後
、
袁
傪
は
、
李
徴
が
ど
う
し
て
今
の
身
と
な
る
に
至
っ
た
か
を
尋
ね
た
。
叢そ

う

中ち
ゅ
うの

声
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

今
か
ら
一
年
ほ
ど
前
、
自
分
が
旅
に
出
て
汝
水
の
ほ
と
り
に
泊
ま
っ
た
夜
の
こ
と
、
一
睡
し
て
か
ら
、

ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
、
戸
外
で
誰
か
が
我
が
名
を
呼
ん
で
い
る
。
声
に
応
じ
て
外
へ
出
て
み
る
と
、
声

は
闇
の
中
か
ら
し
き
り
に
自
分
を
招
く
。
覚
え
ず
、
自
分
は
声
を
追
う
て
走
り
出
し
た
。
無
我
夢
中
で

駆
け
て
い
く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
道
は
山
林
に
入
り
、
し
か
も
、
知
ら
ぬ
間
に
自
分
は
左
右
の
手
で
地

を
つ
か
ん
で
走
っ
て
い
た
。
何
か
体
じ
ゅ
う
に
力
が
満
ち
満
ち
た
よ
う
な
感
じ
で
、
軽
々
と
岩
石
を
跳

び
越
え
て
い
っ
た
。
気
が
つ
く
と
、
手
先
や
肘
の
あ
た
り
に
毛
を
生
じ
て
い
る
ら
し
い
。
少
し
明
る
く

な
っ
て
か
ら
、
谷
川
に
臨
ん
で
姿
を
映
し
て
み
る
と
、
す
で
に
虎
と
な
っ
て
い
た
。
自
分
は
初
め
目
を

信
じ
な
か
っ
た
。
次
に
、
こ
れ
は
夢
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
た
。
夢
の
中
で
、
こ
れ
は
夢
だ
ぞ
と
知
っ

て
い
る
よ
う
な
夢
を
、
自
分
は
そ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
ど
う
し
て
も
夢
で
な
い
と
悟

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
自
分
は
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
た
。
そ
う
し
て
懼お

そ

れ
た
。
ま
っ
た
く
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
起
こ
り
得
る
の
だ
と
思
う
て
、
深
く
懼
れ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

分
か
ら
ぬ
。
ま
っ
た
く
何
事
も
我
々
に
は
分
か
ら
ぬ
。
理
由
も
分
か
ら
ず
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
を
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お
と
な
し
く
受
け
取
っ
て
、
理
由
も
分
か
ら
ず
に
生
き
て
い
く
の
が
、
我
々
生
き
も
の
の
さ
だ
め

0

0

0

だ
。

自
分
は
す
ぐ
に
死
を
思
う
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
目
の
前
を
一
匹
の
う
さ
ぎ
が
駆
け
過
ぎ
る
の
を
見

た
と
た
ん
に
、
自
分
の
中
の
人
間

0

0

は
た
ち
ま
ち
姿
を
消
し
た
。
再
び
自
分
の
中
の
人
間

0

0

が
目
を
覚
ま
し

た
時
、
自
分
の
口
は
う
さ
ぎ
の
血
に
ま
み
れ
、
あ
た
り
に
は
う
さ
ぎ
の
毛
が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
こ
れ

が
虎
と
し
て
の
最
初
の
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
今
ま
で
に
ど
ん
な
所
行
を
し
続
け
て
き
た
か
、
そ

れ
は
と
う
て
い
語
る
に
忍
び
な
い
。
た
だ
、
一
日
の
う
ち
に
必
ず
数
時
間
は
、
人
間
の
心
が
還か

え

っ
て
く

る
。
そ
う
い
う
時
に
は
、
か
つ
て
の
日
と
同
じ
く
、
人
語
も
操
れ
れ
ば
、
複
雑
な
思
考
に
も
堪
え
得
る

し
、
経
書
の
章
句
を
そ
ら
ん
ず
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
人
間
の
心
で
、
虎
と
し
て
の
己
の
残
虐
な
行

い
の
あ
と
を
見
、
己
の
運
命
を
振
り
返
る
時
が
、
最
も
情
け
な
く
、
恐
ろ
し
く
、
憤
ろ
し
い
。
し
か
し
、

そ
の
、
人
間
に
還
る
数
時
間
も
、
日
を
経
る
に
従
っ
て
し
だ
い
に
短
く
な
っ
て
い
く
。
今
ま
で
は
、
ど

う
し
て
虎
な
ど
に
な
っ
た
か
と
怪
し
ん
で
い
た
の
に
、
こ
の
間
ひ
ょ
い
と
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
俺
は

ど
う
し
て
以
前
、
人
間
だ
っ
た
の
か
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
い
ま
少
し
た
て
ば
、

俺
の
中
の
人
間
の
心
は
、
獣
と
し
て
の
習
慣
の
中
に
す
っ
か
り
埋
も
れ
て
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ち

ょ
う
ど
、
古
い
宮
殿
の
礎
が
し
だ
い
に
土
砂
に
埋
没
す
る
よ
う
に
。
そ
う
す
れ
ば
、
し
ま
い
に
俺
は
自

分
の
過
去
を
忘
れ
果
て
、
一
匹
の
虎
と
し
て
狂
い
回
り
、
今
日
の
よ
う
に
道
で
君
と
出
会
っ
て
も
故
人

と
認
め
る
こ
と
な
く
、
君
を
裂
き
食
ろ
う
て
な
ん
の
悔
い
も
感
じ
な
い
だ
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
獣
で
も

25

2

25	

経
書　

古
代
の
聖
人
や
賢
人

の
教
え
を
記
し
た
儒
教
の
経

典
。
四
書
五
経
な
ど
を
い
う
。

2	

「
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と

だ
。」
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

〈
無
我
夢
中
〉〈
所
行
〉
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人
間
で
も
、
も
と
は
何
か
他
の
も
の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
初
め
は
そ
れ
を
覚
え
て
い
る
が
、
し
だ
い
に

忘
れ
て
し
ま
い
、
初
め
か
ら
今
の
形
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

い
や
、

そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
俺
の
中
の
人
間
の
心
が
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
え
ば
、
恐
ら
く
、
そ

の
ほ
う
が
、
俺
は
し
あ
わ
せ

0

0

0

0

に
な
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
の
に
、
俺
の
中
の
人
間
は
、
そ
の
こ
と
を
、
こ
の

上
な
く
恐
ろ
し
く
感
じ
て
い
る
の
だ
。
あ
あ
、
ま
っ
た
く
、
ど
ん
な
に
、
恐
ろ
し
く
、
哀か

な

し
く
、
切
な

く
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
！　

俺
が
人
間
だ
っ
た
記
憶
の
な
く
な
る
こ
と
を
。
こ
の
気
持
ち
は
誰
に
も
分

か
ら
な
い
。
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
俺
と
同
じ
身
の
上
に
な
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う

だ
。
俺
が
す
っ
か
り
人
間
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
一
つ
頼
ん
で
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

　

袁
傪
は
じ
め
一
行
は
、
息＊

を
の
ん
で
、
叢
中
の
声
の
語
る
不
思
議
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
声
は
続
け

て
言
う
。

　

他
で
も
な
い
。
自
分
は
元
来
詩
人
と
し
て
名
を
成
す
つ
も
り
で
い
た
。
し
か
も
、
業
い
ま
だ
成
ら
ざ

る
に
、
こ
の
運
命
に
立
ち
至
っ
た
。
か
つ
て
作
る
と
こ
ろ
の
詩
数
百
編
、
も
と
よ
り
、
ま
だ
世
に
行
わ

れ
て
お
ら
ぬ
。
遺
稿
の
所
在
も
も
は
や
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
う
ち
、
今
も

な
お
記き

し

誦ょ
う

せ
る
も
の
が
数
十
あ
る
。
こ
れ
を
我
が
た
め
に
伝
録
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
。
な
に
も
、

こ
れ
に
よ
っ
て
一
人
前
の
詩
人
面
を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
作
の
巧
拙
は
知
ら
ず
、
と
に
か
く
、
産＊

を

破
り
心
を
狂
わ
せ
て
ま
で
自
分
が
生
涯
そ
れ
に
執
着
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
一
部
な
り
と
も
後
代
に

3

26

3	

「
業
い
ま
だ
成
ら
ざ
る
に
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

26	

記
誦　

記
憶
し
、
そ
ら
ん
じ

る
こ
と
。
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伝
え
な
い
で
は
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い
の
だ
。

　

袁
傪
は
部
下
に
命
じ
、
筆
を
執
っ
て
叢
中
の
声
に
従
っ
て
書
き
と
ら
せ
た
。
李
徴
の
声
は
叢
の
中
か

ら
朗
々
と
響
い
た
。
長
短
お
よ
そ
三
十
編
、
格
調
高
雅
、
意
趣
卓
逸
、
一
読
し
て
作
者
の
才
の
非
凡
を

思
わ
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
袁
傪
は
感
嘆
し
な
が
ら
も
漠
然
と
次
の
よ
う
に
感
じ
て
い

た
。
な
る
ほ
ど
、
作
者
の
素
質
が
第
一
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
、
第
一
流
の
作
品
と
な
る
の
に
は
、
ど
こ
か
（
非
常
に
微
妙
な
点
に
お
い
て
）
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

旧
詩
を
吐
き
終
わ
っ
た
李
徴
の
声
は
、
突
然
調
子
を
変
え
、
自
ら
を
嘲
る
が
ご
と
く
に
言
っ
た
。

　

恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
今
で
も
、
こ
ん
な
あ
さ
ま
し
い

0

0

0

0

0

身
と
な
り
果
て
た
今
で
も
、
俺
は
、
俺
の

詩
集
が
長
安
風
流
人
士
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
さ
ま
を
、
夢
に
見
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
岩
窟
の

中
に
横
た
わ
っ
て
見
る
夢
に
だ
よ
。
嗤わ

ら

っ
て
く
れ
。
詩
人
に
な
り
そ
こ
な
っ
て
虎
に
な
っ
た
哀
れ
な
男

を
。（
袁
傪
は
昔
の
青
年
李
徴
の
自
嘲
癖
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
哀
し
く
聞
い
て
い
た
。）
そ
う
だ
。
お＊

笑
い
草
つ
い
で
に
、
今
の
懐お

も

い
を
即
席
の
詩
に
述
べ
て
み
よ
う
か
。
こ
の
虎
の
中
に
、
ま
だ
、
か
つ
て

の
李
徴
が
生
き
て
い
る
し
る
し

0

0

0

に
。

　

袁
傪
は
ま
た
下
吏
に
命
じ
て
こ
れ
を
書
き
と
ら
せ
た
。
そ
の
詩
に
言
う
。

27

28

27	

意
趣
卓
逸　

心
の
お
も
む
き

が
ず
ば
抜
け
て
い
る
こ
と
。

28	

長
安　

唐
の
都
。
漢
代
か
ら

唐
代
に
か
け
て
栄
え
た
。
現

在
の
陝せ

ん

西せ
い

省
西
安
市
付
近
。

〈
元
来
〉〈
伝
録
〉

〈
格
調
高
雅
〉

＊
息
を
の
む

＊
産
を
破
る

＊
お
笑
い
草
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偶
た
ま
た
ま

　

因　
ツ
テ
　

狂　

疾　
ニ　

成　
ル　

殊　

類　
ト

災　

患　

相　

仍よ
ツ
テ

　

不ず　

可ベ
カ
ラ

　

逃　
ル

今　

日　
ハ　

爪さ
う　

牙が　

誰た
れ
カ

　

敢あ
ヘ
テ

　

敵　
セ
ン
ヤ

当　

時　
ハ　

声　

跡　

共　
ニ　

相　

高　
カ
リ
キ

我　
ハ　

為な
リ
テ

　

異　

物　
ト　

蓬ほ
う　

茅ば
う
ノ

　

下も
と
ニ
ア
レ
ド
モ

君　
ハ　

已す
で
ニ
　

乗　
リ
テ
　

軺え
う
ニ
　

気　

勢　

豪　
ナ
リ

此こ
ノ　

夕ゆ
ふ
べ
　

渓　

山　

対　
シ　

明　

月　
ニ

不　
シ
テ
　

成　
サ　

長ち
や
う
　

嘯せ
う
ヲ
　

但た
ダ　

成　
ス
ノ
ミ

　
か
う
ヲ

　

時
に
、
残
月
、
光
冷
や
や
か
に
、
白
露
は
地
に
し
げ
く
、
樹
間
を
渡
る
冷
風
は
す
で
に
暁
の
近
き
を

告
げ
て
い
た
。
人
々
は
も
は
や
、
事
の
奇
異
を
忘
れ
、
粛
然
と
し
て
、
こ
の
詩
人
の
薄
幸
を
嘆
じ
た
。

李
徴
の
声
は
再
び
続
け
る
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
運
命
に
な
っ
た
か
分
か
ら
ぬ
と
、
先
刻
は
言
っ
た
が
、
し
か
し
、
考
え
よ
う
に
よ
れ
ば
、

思
い
当
た
る
こ
と
が
全
然
な
い
で
も
な
い
。
人
間
で
あ
っ
た
時
、
俺
は
努
め
て
人
と
の
交
わ
り
を
避
け

た
。
人
々
は
俺
を
倨き

ょ

傲ご
う

だ
、
尊
大
だ
と
言
っ
た
。
実
は
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
羞
恥
心
に
近
い
も
の
で
あ

〻

二

一

二

29

一

レ

レ

30

二

一

31

レ

32

二

一

レ

二

33

一

レ

34

35

29	

殊
類　

異
類
。
人
間
で
な
い

も
の
。

30	

声
跡　

名
声
と
業
績
。

31	

蓬
茅　

よ
も
ぎ
と
、
ち
が
や
。

雑
草
、
の
意
。

32	

軺　

小
さ
な
軽
い
車
。
一
、

二
頭
の
馬
が
引
く
。

33	

長
嘯　

長
く
声
を
引
い
て
吟

じ
る
こ
と
。

34	

　

ほ
え
る
こ
と
。
叫
ぶ
こ

と
。

35	

倨
傲　

お
ご
り
高
ぶ
る
こ
と
。
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る
こ
と
を
、
人
々
は
知
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
郷
党
の
鬼
才
と
言
わ
れ
た
自
分
に
、
自

尊
心
が
な
か
っ
た
と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
臆
病
な
自
尊
心
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
俺
は
詩
に
よ
っ
て
名
を
成
そ
う
と
思
い
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め
て
詩
友
と
交
わ

っ
て
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
ま
た
、
俺
は
俗
物
の
間
に
伍ご

す
る
こ
と
も
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
と
も
に
、
我
が
臆
病
な
自
尊
心
と
、
尊
大
な
羞
恥
心
と
の
せ
い
で

あ
る
。
己
の
珠た

ま

に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
惧お

そ

れ
る
が
ゆ
え
に
、
あ
え
て
刻
苦
し
て
磨
こ
う
と
も
せ
ず
、
ま
た
、

己
の
珠
な
る
べ
き
を
半
ば
信
ず
る
が
ゆ
え
に
、
碌ろ

く

々ろ
く

と
し
て
瓦
に
伍
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
俺

は
し
だ
い
に
世
と
離
れ
、
人
と
遠
ざ
か
り
、
憤ふ

ん

悶も
ん

と
慙ざ

ん

恚い

と
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
己
の
内
な
る
臆
病
な

自
尊
心
を
飼
い
ふ
と
ら
せ
る

0

0

0

0

0

結
果
に
な
っ
た
。
人
間
は
誰
で
も
猛
獣
使
い
で
あ
り
、
そ
の
猛
獣
に
当
た

る
の
が
、
各
人
の
性
情
だ
と
い
う
。
俺
の
場
合
、
こ
の
尊
大
な
羞
恥
心
が
猛
獣
だ
っ
た
。
虎
だ
っ
た
の

だ
。
こ
れ
が
俺
を
損
な
い
、
妻
子
を
苦
し
め
、
友
人
を
傷
つ
け
、
果
て
は
、
俺
の
外
形
を
か
く
の
ご
と

く
、
内
心
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
今
思
え
ば
、
ま
っ
た
く
、
俺
は
、
俺
の
持

っ
て
い
た
僅
か
ば
か
り
の
才
能
を
空
費
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。
人
生
は
何
事
を
も
な
さ
ぬ
に
は
あ
ま

り
に
長
い
が
、
何
事
か
を
な
す
に
は
あ
ま
り
に
短
い
な
ど
と
口
先
ば
か
り
の
警＊

句
を
弄ろ

う

し
な
が
ら
、
事

実
は
、
才
能
の
不
足
を
暴
露
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
卑ひ

き

怯ょ
う

な
危
惧
と
、
刻
苦
を
い
と
う
怠
惰
と
が
俺

の
す
べ
て
だ
っ
た
の
だ
。
俺
よ
り
も
は
る
か
に
乏
し
い
才
能
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
専
一
に
磨
い
た

＊

＊

36

37

38

39

36	

碌
　々

石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て

い
る
さ
ま
。
平
凡
で
役
に
立

た
な
い
さ
ま
。

37	

瓦　

値
打
ち
の
低
い
も
の
の

た
と
え
。

38	

憤
悶　

い
き
ど
お
り
も
だ
え

る
こ
と
。

39	

慙
恚

恥
じ
て
い
き
ど
お
る

こ
と
。

〈
白
露
〉〈
尊
大
〉〈
鬼
才
〉

〈
刻
苦
〉

＊
切
磋
琢
磨
す
る

＊
…
…
に
伍
す
る

＊
警
句
を
弄
す
る
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が
た
め
に
、
堂
々
た
る
詩
家
と
な
っ
た
者
が
い
く
ら
で
も
い
る
の
だ
。
虎
と
な
り
果
て
た
今
、
俺
は
よ

う
や
く
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
を
思
う
と
、
俺
は
今
も
胸＊

を
焼
か
れ
る
よ
う
な
悔
い
を
感
じ
る
。

俺
に
は
も
は
や
人
間
と
し
て
の
生
活
は
で
き
な
い
。
た
と
え
、
今
、
俺
が
頭
の
中
で
、
ど
ん
な
優
れ
た

詩
を
作
っ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
う
手
段
で
発
表
で
き
よ
う
。
ま
し
て
、
俺
の
頭
は
日
ご
と
に

虎
に
近
づ
い
て
い
く
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
俺
の
空
費
さ
れ
た
過
去
は
？　

俺
は
た
ま
ら
な
く
な

る
。
そ
う
い
う
と
き
、
俺
は
、
向
こ
う
の
山
の
頂
の
巌い

わ
おに

登
り
、
空
谷
に
向
か
っ
て
ほ
え
る
。
こ
の
胸

を
焼
く
悲
し
み
を
誰
か
に
訴
え
た
い
の
だ
。
俺
は
昨
夕
も
、
あ
そ
こ
で
月
に
向
か
っ
て
ほ
え
た
。
誰
か

に
こ
の
苦
し
み
が
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
。
し
か
し
、
獣
ど
も
は
俺
の
声
を
聞
い
て
、
た
だ
、
懼

れ
、
ひ
れ
伏
す
ば
か
り
。
山
も
木
も
月
も
露
も
、
一
匹
の
虎
が
怒
り
狂
っ
て
、
哮た

け

っ
て
い
る
と
し
か
考

え
な
い
。
天
に
躍
り
地
に
伏
し
て
嘆
い
て
も
、
誰
一
人
俺
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
者
は
な
い
。

ち
ょ
う
ど
、
人
間
だ
っ
た
頃
、
俺
の
傷
つ
き
や
す
い
内
心
を
誰
も
理
解
し
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
。

俺
の
毛
皮
の
ぬ
れ
た
の
は
、
夜
露
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。

　

よ
う
や
く
あ
た
り
の
暗
さ
が
薄
ら
い
で
き
た
。
木こ

の
間ま

を
伝
っ
て
、
ど
こ
か
ら
か
、
暁
角
が
哀
し
げ

に
響
き
始
め
た
。

　

も
は
や
、
別
れ
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
酔
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
、（
虎
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
）

近
づ
い
た
か
ら
、
と
、
李
徴
の
声
が
言
っ
た
。
だ
が
、
お
別
れ
す
る
前
に
も
う
一
つ
頼
み
が
あ
る
。
そ

40

4

41

40	

空
谷　

人
け
の
な
い
さ
び
し

い
谷
。

4	

「
俺
の
毛
皮
の
ぬ
れ
た
の
は
、

夜
露
の
た
め
ば
か
り
で
は
な

い
。」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

41	

暁
角　

夜
明
け
を
知
ら
せ
る

角
笛
。
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れ
は
我
が
妻
子
の
こ
と
だ
。
彼
ら
は
い
ま
だ
虢
略
に
い
る
。
も
と
よ
り
、
俺
の
運
命
に
つ
い
て
は
知
る

は
ず
が
な
い
。
君
が
南
か
ら
帰
っ
た
ら
、
俺
は
す
で
に
死
ん
だ
と
彼
ら
に
告
げ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。
決
し
て
今
日
の
こ
と
だ
け
は
明
か
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
厚
か
ま
し
い
お
願
い
だ
が
、
彼
ら
の
孤
弱

を
哀
れ
ん
で
、
今
後
と
も
道
塗
に
飢
凍
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
計
ら
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
自

分
に
と
っ
て
、
恩
幸
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
い
。

　

言
い
終
わ
っ
て
、
叢
中
か
ら
慟ど

う

哭こ
く

の
声
が
聞
こ
え
た
。
袁
傪
も
ま
た
涙
を
浮
か
べ
、
よ
ろ
こ
ん
で
李

徴
の
意＊

に
そ
い
た
い
旨
を
答
え
た
。
李
徴
の
声
は
し
か
し
た
ち
ま
ち
ま
た
先
刻
の
自
嘲
的
な
調
子
に
戻

っ
て
、
言
っ
た
。

　

本
当
は
、
ま
ず
、
こ
の
こ
と
の
ほ
う
を
先
に
お
願
い
す
べ
き
だ
っ
た
の
だ
、
俺
が
人
間
だ
っ
た
な
ら
。

飢
え
凍
え
よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
ほ
う
を
気
に
か
け
て
い
る
よ
う
な

男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
堕お

と
す
の
だ
。

　

そ
う
し
て
、
付
け
加
え
て
言
う
こ
と
に
、
袁
傪
が
嶺
南
か
ら
の
帰
途
に
は
決
し
て
こ
の
道
を
通
ら
な

い
で
ほ
し
い
、
そ
の
時
に
は
自
分
が
酔
っ
て
い
て
故
人
を
認
め
ず
に
襲
い
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

ま
た
、
今
別
れ
て
か
ら
、
前
方
百
歩
の
所
に
あ
る
、
あ
の
丘
に
登
っ
た
ら
、
こ
ち
ら
を
振
り
返
っ
て
見

て
も
ら
い
た
い
。
自
分
は
今
の
姿
を
も
う
一
度
お
目
に
か
け
よ
う
。
勇
に
誇
ろ
う
と
し
て
で
は
な
い
。

我
が
醜
悪
な
姿
を
示
し
て
、
も
っ
て
、
再
び
こ
こ
を
過
ぎ
て
自
分
に
会
お
う
と
の
気
持
ち
を
君
に
起
こ

42

43

42	

道
塗　

道
。
道
途
。

43	

恩
幸　

い
つ
く
し
み
。
恩
恵
。

〈
手
段
〉〈
孤
弱
〉〈
飢
凍
〉

＊
胸
を
焼
く

＊
意
に
そ
う
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さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
と
。

　

袁
傪
は
叢
に
向
か
っ
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
馬
に
上
っ
た
。
叢
の
中
か
ら
は
、
ま

た
、
堪
え
得
ざ
る
が
ご
と
き
悲
泣
の
声
が
漏
れ
た
。
袁
傪
も
幾
度
か
叢
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
涙
の
中

に
出
発
し
た
。

　

一
行
が
丘
の
上
に
つ
い
た
時
、
彼
ら
は
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
振
り
返
っ
て
、
先
ほ
ど
の
林
間
の
草

地
を
眺
め
た
。
た
ち
ま
ち
、
一
匹
の
虎
が
草
の
茂
み
か
ら
道
の
上
に
躍
り
出
た
の
を
彼
ら
は
見
た
。
虎

は
、
す
で
に
白
く
光
を
失
っ
た
月
を
仰
い
で
、
二
声
三
声
咆ほ

う

哮こ
う

し
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
、
元
の
叢
に

躍
り
入
っ
て
、
再
び
そ
の
姿
を
見
な
か
っ
た
。

44

44	

咆
哮　

ほ
え
る
こ
と
。

〈
悲
泣
〉

中
島
　
敦　

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
─
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
。
小
説
家
。
東
京
都
に
生
ま
れ
た
。
持
病
の
ぜ
ん

そ
く
の
た
め
短
い
生
涯
を
終
え
た
。
中
国
古
典
に
取
材
し
た
作
品
が
多
く
、
優
れ
た
知
性
と
格
調
高
い
文
体
に
よ
っ

て
、
死
後
高
く
評
価
さ
れ
た
。
作
品
に
『
名
人
伝
』『
光
と
風
と
夢
』『
李り
り

陵ょ
う

』
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
一
九
四

二
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
本
文
は
「
中
島
敦
全
集
」
第
一
巻
に
よ
っ
た
。



仮（158）

２

小
説こ

こ
ろ

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

　

東
京
の
学
校
で
学
ぶ
地
方
出
身
の
青
年
が
、
あ
る
夏
、
海
岸
で
見
い
だ
し
た
中
年
男
性
を
「
先
生
」
と
呼
び
、
以
後
交
際
を
重
ね
る
う
ち
に
、

人
生
の
師
と
し
て
慕
う
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
大
学
卒
業
後
、
故
郷
で
重
病
の
父
を
看
病
し
て
い
た
青
年
の
も
と
に
「
先
生
」
か
ら
の
遺
書
が

送
ら
れ
て
く
る
。
青
年
は
危
篤
の
父
を
置
い
て
、
東
京
行
き
の
汽
車
に
飛
び
乗
っ
た
。
遺
書
に
は
「
先
生
」
の
生
い
立
ち
と
、
自
殺
を
覚
悟
す
る

に
至
っ
た
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
採
っ
た
の
は
、
そ
の
遺
書
の
一
部
で
あ
る
。

　

資
産
家
の
両
親
を
相
次
い
で
腸
チ
フ
ス
で
失
っ
た
「
私
」（「
先
生
」）
は
、
両
親
が
信
頼
し
た
叔
父
に
よ
る
遺
産
管
理
の
も
と
、
上
京
し
高
等

学
校
（
旧
制
）
に
通
う
。
同
郷
の
友
人
Ｋ
と
同
居
し
、
高
校
生
活
を
送
っ
た
が
、
故
郷
の
叔
父
が
遺
産
を
ご
ま
か
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
財
産

を
整
理
し
て
故
郷
を
捨
て
る
。
そ
の
後
、
財
産
を
手
に
入
れ
た
「
私
」
は
Ｋ
と
離
れ
、
素
人
下
宿
か
ら
大
学
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
家
に

は
軍
人
の
未
亡
人
で
あ
る
奥
さ
ん
と
そ
の
お
嬢
さ
ん
が
お
り
、「
私
」
は
二
人
と
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
、
人
を
疑
う
気
持
ち
を
も
ち
な
が
ら
も
、

お
嬢
さ
ん
に
対
し
て
ひ
そ
か
な
恋
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｋ
は
寺
の
次
男
で
、
医
者
の
家
に
養
子
に
出
さ
れ
、
養
家
の
資
金
で
東
京
の
高
等
学
校
に
通
っ
て
い
た
。「
私
」
と
同
じ
大
学
に
進
学
す
る
に

あ
た
り
、
養
家
の
意
向
に
反
し
て
別
の
道
を
進
ん
で
い
る
こ
と
を
自
ら
告
げ
た
た
め
、
養
家
か
ら
も
実
家
か
ら
も
見
放
さ
れ
、
学
資
は
と
だ
え
た
。

Ｋ
は
自
活
し
て
、
生
活
苦
に
耐
え
な
が
ら
も
自
分
の
道
を
進
み
は
じ
め
た
。
そ
ん
な
窮
状
を
見
た
「
私
」
は
、
奥
さ
ん
を
説
得
し
て
、
自
分
の
下

別紙4
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Ｋ
は
な
か
な
か
奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
の
話
を
や
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
ま
い
に
は
私
も
答
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
立
ち
入
っ
た
こ
と
ま
で
聞

く
の
で
す
。
私
は
め
ん
ど
う
よ
り
も
不
思
議
の
感
に
打
た
れ
ま
し
た
。

以
前
私
の
ほ
う
か
ら
二
人
を
問
題
に
し
て
話
し
か
け
た
時
の
彼
を
思

い
出
す
と
、
私
は
ど
う
し
て
も
彼
の
調
子
の
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
気
が
つ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。
私
は
と
う
と
う
な
ぜ
今

日
に
限
っ
て
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
言
う
の
か
と
彼
に
尋
ね
ま
し
た
。

そ
の
時
彼
は
突
然
黙
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
彼
の
結
ん
だ
口
元
の

肉
が
震
え
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
を
注
視
し
ま
し
た
。
彼
は
元
来

無
口
な
男
で
し
た
。
平へ
い

生ぜ
い

か
ら
何
か
言
お
う
と
す
る
と
、
言
う
前
に

1

よ
く
口
の
あ
た
り
を
も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
る
癖
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
唇

が
わ
ざ
と
彼
の
意
志
に
反
抗
す
る
よ
う
に
た
や
す
く
開あ

か
な
い
と
こ

ろ
に
、
彼
の
言
葉
の
重
み
も
籠
も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
い
っ
た

ん
声
が
口＊

を
破
っ
て
出
る
と
な
る
と
、
そ
の
声
に
は
普
通
の
人
よ
り

も
倍
の
強
い
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

彼
の
口
元
を
ち
ょ
っ
と
眺
め
た
時
、
私
は
ま
た
何
か
出
て
く
る
な

と
す
ぐ
感
づ
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
は
た
し
て
な
ん
の
準
備
な
の

か
、
私
の
予
覚
は
ま
る
で
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
驚
い
た
の
で

す
。
彼
の
重
々
し
い
口
か
ら
、
彼
の
お
嬢
さ
ん
に
対
す
る
切
な
い
恋

を
打
ち
明
け
ら
れ
た
時
の
私
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
は
彼

宿
に
同
居
す
る
よ
う
に
は
か
ら
い
、
物
心
両
面
か
ら
支
援
す
る
。
Ｋ
の
大
学
生
活
は
安
定
す
る
が
、「
私
」
は
Ｋ
と
お
嬢
さ
ん
と
の
親
し
み
が
増

す
に
つ
れ
て
、
嫉
妬
心
に
苦
し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

大
学
卒
業
の
年
の
正
月
、
Ｋ
は
「
私
」
の
部
屋
に
や
っ
て
き
て
、
折
か
ら
外
出
し
て
い
る
奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
の
こ
と
を
、
あ
れ
こ
れ
質
問
し

て
や
め
よ
う
と
し
な
い
。

1　
「
不
思
議
の
感
に
打
た
れ
」
た
の
は
な
ぜ
か
。

〈
注
視
〉〈
平
生
〉〈
予
覚
〉

＊
口
を
破
る
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5

て
、
す
ぐ
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
先せ
ん

を
越
さ
れ
た
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
そ
の
先
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
分
別
は
ま
る
で
起
こ
り
ま

せ
ん
。
恐
ら
く
起
こ
る
だ
け
の
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私

は
腋わ
き

の
下
か
ら
出
る
気
味
の
悪
い
汗
が
シ
ャ
ツ
に
し
み
と
お
る
の
を

じ
っ
と
我
慢
し
て
動
か
ず
に
い
ま
し
た
。
Ｋ
は
そ
の
間
い
つ
も
の
と

お
り
重
い
口
を
切
っ
て
は
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
自
分
の
心
を
打
ち
明

け
て
ゆ
き
ま
す
。
私
は
苦
し
く
っ
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐
ら

く
そ
の
苦
し
さ
は
、
大
き
な
広
告
の
よ
う
に
、
私
の
顔
の
上
に
は
っ

き
り
し
た
字
で
貼
り
付
け
ら
れ
て
あ
っ
た
ろ
う
と
私
は
思
う
の
で
す
。

い
く
ら
Ｋ
で
も
そ
こ
に
気
の
つ
か
な
い
は
ず
は
な
い
の
で
す
が
、
彼

は
ま
た
彼
で
、
自
分
の
こ
と
に
一
切
を
集
中
し
て
い
る
か
ら
、
私
の

表
情
な
ど
に
注
意
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
の
自
白
は

最
初
か
ら
最
後
ま
で
同
じ
調
子
で
貫
い
て
い
ま
し
た
。
重
く
て
の
ろ

い
代
わ
り
に
、
と
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
動
か
せ
な
い
と
い
う
感
じ

を
私
に
与
え
た
の
で
す
。
私
の
心
は
半
分
そ
の
自
白
を
聞
い
て
い
な

が
ら
、
半
分
ど
う
し
よ
う
ど
う
し
よ
う
と
い
う
念
に
絶
え
ず
か
き
乱

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
細
か
い
点
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
耳
へ
入
ら

2

の
魔
法
棒
の
た
め
に
一
度
に
化
石
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
口
を

も
ぐ
も
ぐ
さ
せ
る
働
き
さ
え
、
私
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

そ
の
時
の
私
は
恐
ろ
し
さ
の
塊
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
ま
た
は
苦

し
さ
の
塊
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
な
に
し
ろ
一
つ
の
塊
で
し
た
。
石

か
鉄
の
よ
う
に
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
が
急
に
堅
く
な
っ
た
の
で
す
。

呼
吸
を
す
る
弾
力
性
さ
え
失
わ
れ
た
く
ら
い
に
堅
く
な
っ
た
の
で
す
。

幸
い
な
こ
と
に
そ
の
状
態
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
一
瞬

間
の
後の
ち

に
、
ま
た
人
間
ら
し
い
気
分
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
そ
う
し 漱石が自ら装丁した『こころ』初版本
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二
人
は
各め
い

自め
い

の
部
屋
に
引
き
取
っ
た
ぎ
り
顔
を
合
わ
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
Ｋ
の
静
か
な
こ
と
は
朝
と
同
じ
で
し
た
。
私
も
じ
っ
と
考
え

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
当
然
自
分
の
心
を
Ｋ
に
打
ち
明
け
る
べ
き
は
ず
だ
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
は
も
う
時
機
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
気

も
起
こ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
さ
っ
き
Ｋ
の
言
葉
を
遮
っ
て
、
こ
っ
ち
か

ら
逆
襲
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
こ
が
非
常
な
手＊

抜
か
り
の
よ
う
に
見

え
て
き
ま
し
た
。
せ
め
て
Ｋ
の
後
に
続
い
て
、
自
分
は
自
分
の
思
う

と
お
り
を
そ
の
場
で
話
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
だ
よ
か
っ
た
ろ
う
に

と
も
考
え
ま
し
た
。
Ｋ
の
自
白
に
一
段
落
が
つ
い
た
今
と
な
っ
て
、

こ
っ
ち
か
ら
ま
た
同
じ
こ
と
を
切
り
出
す
の
は
、
ど
う
思
案
し
て
も

変
で
し
た
。
私
は
こ
の
不
自
然
に
打
ち
勝
つ
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
私
の
頭
は
悔
恨
に
揺
ら
れ
て
ぐ
ら
ぐ
ら
し
ま
し
た
。

　

私
は
Ｋ
が
再
び
仕
切
り
の
襖ふ
す
まを

開
け
て
向
こ
う
か
ら
突
進
し
て
き

3

な
い
と
同
様
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
口
に
出
す
言
葉
の
調
子
だ

け
は
強
く
胸
に
響
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
は
前
言
っ
た
苦
痛
ば

か
り
で
な
く
、
時
に
は
一
種
の
恐
ろ
し
さ
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
つ
ま
り
相
手
は
自
分
よ
り
強
い
の
だ
と
い
う
恐
怖
の
念
が

き
ざ
し
始
め
た
の
で
す
。

　

Ｋ
の
話
が
ひ
と
と
お
り
済
ん
だ
時
、
私
は
な
ん
と
も
言
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
っ
ち
も
彼
の
前
に
同
じ
意
味
の
自
白
を
し

た
も
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
打
ち
明
け
ず
に
い
る
ほ
う
が
得
策
だ

ろ
う
か
、
私
は
そ
ん
な
利
害
を
考
え
て
黙
っ
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
何
事
も
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
言
う
気
に
も
な

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

昼
飯
の
時
、
Ｋ
と
私
は
向
か
い
合
わ
せ
に
席
を
占
め
ま
し
た
。
下

女
に
給
仕
を
し
て
も
ら
っ
て
、
私
は
い
つ
に
な
い
ま
ず
い
飯
を
済
ま

せ
ま
し
た
。
二
人
は
食
事
中
も
ほ
と
ん
ど
口
を
き
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
は
い
つ
帰
る
の
だ
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

2　
「
先
を
越
さ
れ
た
な
」
と
あ
る
が
、「
私
」
と
「
Ｋ
」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
。

3　
「
仕
切
り
の
襖
」
の
描
写
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

〈
分
別
〉〈
時
機
〉

＊
手
抜
か
り
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じ
っ
と
し
て
い
れ
ば
、
Ｋ
の
部
屋
へ
飛
び
込
み
た
く
な
る
の
で
す
。

私
は
し
か
た
な
し
に
立
っ
て
縁
側
へ
出
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
茶
の
間

へ
来
て
、
な
ん
と
い
う
目
的
も
な
く
、
鉄
瓶
の
湯
を
湯
飲
み
に
つ
い

で
一
杯
飲
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
玄
関
へ
出
ま
し
た
。
私
は
わ
ざ
と

Ｋ
の
部
屋
を
回
避
す
る
よ
う
に
し
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
自
分
を
往
来

の
真
ん
中
に
見
い
だ
し
た
の
で
す
。
私
に
は
無
論
ど
こ
へ
行
く
と
い

う
あ
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
だ
け
で
し

た
。
そ
れ
で
方
角
も
何
も
構
わ
ず
に
、
正
月
の
町
を
、
む
や
み
に
歩

き
回
っ
た
の
で
す
。
私
の
頭
は
い
く
ら
歩
い
て
も
Ｋ
の
こ
と
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
Ｋ
を
振
る
い
落
と
す
気
で
歩
き
回

る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
む
し
ろ
自
分
か
ら
進
ん
で
彼
の
姿

を
咀そ
し

嚼ゃ
く

し
な
が
ら
う
ろ
つ
い
て
い
た
の
で
す
。

　

私
に
は
第
一
に
彼
が
解
し
が
た
い
男
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
ど

う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
突
然
私
に
打
ち
明
け
た
の
か
、
ま
た
ど
う
し

て
打
ち
明
け
な
け
れ
ば
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、
彼
の
恋
が
募
っ
て
き

た
の
か
、
そ
う
し
て
平
生
の
彼
は
ど
こ
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
す
べ
て
私
に
は
解
し
に
く
い
問
題
で
し
た
。
私
は
彼
の
強

い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
彼
の
真
面
目
な
こ
と
を
知
っ
て

て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
さ
っ
き
は

ま
る
で
不
意
打
ち
に
あ
っ
た
も
同
じ
で
し
た
。
私
に
は
Ｋ
に
応
ず
る

準
備
も
何
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
午
前
に
失
っ
た
も
の
を
、
今

度
は
取
り
戻
そ
う
と
い
う
下
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
時
々

目
を
上
げ
て
、
襖
を
眺
め
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
襖
は
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
開あ

き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
Ｋ
は
永
久
に
静
か
な
の
で
す
。

　

そ
の
う
ち
私
の
頭
は
だ
ん
だ
ん
こ
の
静
か
さ
に
か
き
乱
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｋ
は
今
襖
の
向
こ
う
で
何
を
考
え
て
い
る

だ
ろ
う
と
思
う
と
、
そ
れ
が
気
に
な
っ
て
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。
普

段
も
こ
ん
な
ふ
う
に
お
互
い
が
仕
切
り
一
枚
を
間
に
置
い
て
黙
り
合

っ
て
い
る
場
合
は
始
終
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
Ｋ
が
静
か
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
彼
の
存
在
を
忘
れ
る
の
が
普
通
の
状
態
だ
っ
た
の
で

す
か
ら
、
そ
の
時
の
私
は
よ
ほ
ど
調
子
が
狂
っ
て
い
た
も
の
と
見
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
て
私
は
こ
っ
ち
か
ら
進
ん
で
襖
を

開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
い
っ
た
ん
言
い
そ
び
れ
た

私
は
、
ま
た
向
こ
う
か
ら
働
き
か
け
ら
れ
る
時
機
を
待
つ
よ
り
ほ
か

に
し
か
た
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
ま
い
に
私
は
じ
っ
と
し
て
お
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
無
理
に
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き
が
か
な
り
の
距
離
で
も
耳
に
立
つ
の
で
す
。
俥
は
や
が
て
門
前
で

止
ま
り
ま
し
た
。

　

私
が
夕ゆ
う

飯め
し

に
呼
び
出
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
十
分
ば
か
り
た

っ
た
後
の
こ
と
で
し
た
が
、
ま
だ
奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
の
晴
れ
着
が

脱
ぎ
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
、
次
の
部
屋
を
乱
雑
に
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

二
人
は
遅
く
な
る
と
私
た
ち
に
す
ま
な
い
と
い
う
の
で
、
飯
の
支
度

に
間
に
合
う
よ
う
に
、
急
い
で
帰
っ
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か

し
奥
さ
ん
の
親
切
は
Ｋ
と
私
と
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
無
効
も
同
じ
こ

と
で
し
た
。
私
は
食
卓
に
座
り
な
が
ら
、
言
葉
を
惜
し
が
る
人
の
よ

う
に
、
そ
っ
け
な
い
挨
拶
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
Ｋ
は
私
よ
り
も

な
お
寡
言
で
し
た
。
た
ま
に
親
子
連
れ
で
外
出
し
た
女
二
人
の
気
分

が
、
ま
た
平
生
よ
り
は
す
ぐ
れ
て
晴
れ
や
か
だ
っ
た
の
で
、
我
々
の

態
度
は
な
お
の
こ
と
目
に
つ
き
ま
す
。
奥
さ
ん
は
私
に
ど
う
か
し
た

の
か
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
少
し
心
持
ち
が
悪
い
と
答
え
ま
し
た
。

実
際
私
は
心
持
ち
が
悪
か
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
今
度
は
お
嬢
さ
ん

い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
私
の
取
る
べ
き
態
度
を
決
す
る
前
に
、

彼
に
つ
い
て
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ

ま
し
た
。
同
時
に
こ
れ
か
ら
先
彼
を
相
手
に
す
る
の
が
変
に
気
味
が

悪
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
夢
中
に
町
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
自
分
の

部
屋
に
じ
っ
と
座
っ
て
い
る
彼
の
容
貌
を
始
終
目
の
前
に
描
き
出
し

ま
し
た
。
し
か
も
い
く
ら
私
が
歩
い
て
も
彼
を
動
か
す
こ
と
は
と
う

て
い
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
声
が
ど
こ
か
で
聞
こ
え
る
の
で
す
。
つ

ま
り
私
に
は
彼
が
一
種
の
魔
物
の
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

私
は
永
久
彼
に
祟た
た

ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
気
さ
え
し
ま

し
た
。

　

私
が
疲
れ
て
う
ち
へ
帰
っ
た
時
、
彼
の
部
屋
は
依
然
と
し
て
人
気

の
な
い
よ
う
に
静
か
で
し
た
。

＊

　

私
が
う
ち
へ
入
る
と
間
も
な
く
俥く
る
まの
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
今
の

よ
う
に
護ゴ

ム謨
輪わ

の
な
い
時
分
で
し
た
か
ら
、
が
ら
が
ら
い
う
嫌
な
響

4

1

1
俥　

人
力
車
。
当
初
は
木
輪
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
ゴ
ム
輪
の
も
の
が
普
及
し
た
。

4　
「
魔
物
の
よ
う
に
思
え
た
」
の
は
な
ぜ
か
。

〈
容
貌
〉〈
寡
言
〉
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思
わ
れ
な
い
の
で
す
。
お
嬢
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
ま
た
何
か
む
ず
か

し
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
言
い
ま
し
た
。
Ｋ
の
顔
は
心

持
ち
薄
赤
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
晩
私
は
い
つ
も
よ
り
早
く
床
へ
入
り
ま
し
た
。
私
が
食
事
の

時
気
分
が
悪
い
と
言
っ
た
の
を
気
に
し
て
、
奥
さ
ん
は
十
時
ご
ろ
蕎そ

麦ば

湯ゆ

を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
私
の
部
屋
は
も
う
真
っ

暗
で
し
た
。
奥
さ
ん
は
お
や
お
や
と
言
っ
て
、
仕
切
り
の
襖
を
細
目

に
開
け
ま
し
た
。
ラ
ン
プ
の
光
が
Ｋ
の
机
か
ら
斜
め
に
ぼ
ん
や
り
と

私
の
部
屋
に
差
し
込
み
ま
し
た
。
Ｋ
は
ま
だ
起
き
て
い
た
も
の
と
見

え
ま
す
。
奥
さ
ん
は
枕
元
に
座
っ
て
、
お
お
か
た
風
邪
を
引
い
た
の

だ
ろ
う
か
ら
体
を
暖あ
っ

た
め
る
が
い
い
と
言
っ
て
、
湯
飲
み
を
顔
の
そ

ば
へ
突
き
つ
け
る
の
で
す
。
私
は
や＊

む
を
得
ず
、
ど
ろ
ど
ろ
し
た
蕎

麦
湯
を
奥
さ
ん
の
見
て
い
る
前
で
飲
み
ま
し
た
。

　

私
は
遅
く
な
る
ま
で
暗
い
中
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
無
論
一
つ
問

題
を
ぐ
る
ぐ
る
回
転
さ
せ
る
だ
け
で
、
他
に
な
ん
の
効
力
も
な
か
っ

た
の
で
す
。
私
は
突
然
Ｋ
が
今
隣
の
部
屋
で
何
を
し
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
い
出
し
ま
し
た
。
私
は
半
ば
無
意
識
に
お
い
と
声
を
掛
け
ま
し

た
。
す
る
と
向
こ
う
で
も
お
い
と
返
事
を
し
ま
し
た
。
Ｋ
も
ま
だ
起

が
Ｋ
に
同
じ
問
い
を
掛
け
ま
し
た
。
Ｋ
は
私
の
よ
う
に
心
持
ち
が
悪

い
と
は
答
え
ま
せ
ん
。
た
だ
口
が
き
き
た
く
な
い
か
ら
だ
と
言
い
ま

し
た
。
お
嬢
さ
ん
は
な
ぜ
口
が
き
き
た
く
な
い
の
か
と
追
窮
し
ま
し

た
。
私
は
そ
の
時
ふ
と
重
た
い
ま
ぶ
た
を
上
げ
て
Ｋ
の
顔
を
見
ま
し

た
。
私
に
は
Ｋ
が
な
ん
と
答
え
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
好
奇
心
が
あ
っ

た
の
で
す
。
Ｋ
の
唇
は
例
の
よ
う
に
少
し
震
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
知
ら
な
い
人
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
返
事
に
迷
っ
て
い
る
と
し
か 「こころ」直筆原稿
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え
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
Ｋ
は
さ
っ
き
か
ら
二
度
お
い
と
呼
ば
れ
て
、

二
度
お
い
と
答
え
た
よ
う
な
素
直
な
調
子
で
、
今
度
は
応
じ
ま
せ
ん
。

そ
う
だ
な
あ
と
低
い
声
で
渋
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ま
た
は
っ
と
思
わ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊

　

Ｋ
の
生
返
事
は
翌
日
に
な
っ
て
も
、
そ
の
翌
日
に
な
っ
て
も
、
彼

の
態
度
に
よ
く
現
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
自
分
か
ら
進
ん
で
例
の
問

題
に
触
れ
よ
う
と
す
る
気
色
を
け
っ
し
て
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

っ
と
も
機
会
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
が
そ
ろ
っ

て
一
日
う
ち
を
空
け
で
も
し
な
け
れ
ば
、
二
人
は
ゆ
っ
く
り
落
ち
着

い
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
合
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
す
か

ら
。
私
は
そ
れ
を
よ
く
心
得
て
い
ま
し
た
。
心
得
て
い
な
が
ら
、
変

に
い
ら
い
ら
し
出
す
の
で
す
。
そ
の
結
果
初
め
は
向
こ
う
か
ら
来
る

の
を
待
つ
つ
も
り
で
、
暗
に
用
意
を
し
て
い
た
私
が
、
折
が
あ
っ
た

ら
こ
っ
ち
で
口
を
切
ろ
う
と
決
心
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

5

き
て
い
た
の
で
す
。
私
は
ま
だ
寝
な
い
の
か
と
襖
越
し
に
聞
き
ま
し

た
。
も
う
寝
る
と
い
う
簡
単
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
何
を
し
て
い

る
の
だ
と
私
は
重
ね
て
問
い
ま
し
た
。
今
度
は
Ｋ
の
答
え
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
五
、
六
分
た
っ
た
と
思
う
頃
に
、
押
し
入
れ
を

が
ら
り
と
開
け
て
、
床
を
延
べ
る
音
が
手＊

に
取
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま

し
た
。
私
は
も
う
何
時
か
と
ま
た
尋
ね
ま
し
た
。
Ｋ
は
一
時
二
十
分

だ
と
答
え
ま
し
た
。
や
が
て
ラ
ン
プ
を
ふ
っ
と
吹
き
消
す
音
が
し
て
、

う
ち
じ
ゅ
う
が
真
っ
暗
な
う
ち
に
、
し
ん
と
静
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
の
目
は
そ
の
暗
い
中
で
い
よ
い
よ
さ
え
て
く
る
ば
か
り

で
す
。
私
は
ま
た
半
ば
無
意
識
な
状
態
で
、
お
い
と
Ｋ
に
声
を
掛
け

ま
し
た
。
Ｋ
も
以
前
と
同
じ
よ
う
な
調
子
で
、
お
い
と
答
え
ま
し
た
。

私
は
今
朝
彼
か
ら
聞
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
い
話
を
し

た
い
が
、
彼
の
都
合
は
ど
う
だ
と
、
と
う
と
う
こ
っ
ち
か
ら
切
り
出

し
ま
し
た
。
私
は
無
論
襖
越
し
に
そ
ん
な
談
話
を
交
換
す
る
気
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
Ｋ
の
返
答
だ
け
は
即
座
に
得
ら
れ
る
こ
と
と
考

5　
「
は
っ
と
思
わ
せ
ら
れ
」
た
の
は
な
ぜ
か
。

〈
生
返
事
〉

＊
や
む
を
得
ず

＊
手
に
取
る
よ
う
に
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明
瞭
に
偽
り
な
く
、
盤
上
の
数
字
を
指
し
得う

る
も
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
要
す
る
に
私
は
同
じ
こ
と
を
こ
う
も
取
り
、
あ
あ
も
取

り
し
た
あ
げ
く
、
よ
う
や
く
こ
こ
に
落
ち
着
い
た
も
の
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。
さ
ら
に
む
ず
か
し
く
言
え
ば
、
落
ち
着
く
な
ど
と
い
う
言

葉
は
、
こ
の
際
け
っ
し
て
使
わ
れ
た
義
理
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
う
ち
学
校
が
ま
た
始
ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
時
間
の
同
じ

日
に
は
連
れ
立
っ
て
う
ち
を
出
ま
す
。
都
合
が
よ
け
れ
ば
帰
る
時
に

も
や
は
り
い
っ
し
ょ
に
帰
り
ま
し
た
。
外
部
か
ら
見
た
Ｋ
と
私
は
、

な
ん
に
も
前
と
違
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
親
し
く
な
っ
た
の
で

す
。
け
れ
ど
も
腹
の
中
で
は
、
各て
ん

自で
ん

に
各て
ん

自で
ん

の
こ
と
を
勝
手
に
考
え

て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
日
私
は
突
然
往
来
で
Ｋ
に
肉
薄

し
ま
し
た
。
私
が
第
一
に
聞
い
た
の
は
、
こ
の
間
の
自
白
が
私
だ
け

に
限
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
奥
さ
ん
や
お
嬢
さ
ん
に
も
通
じ
て
い

る
か
の
点
に
あ
っ
た
の
で
す
。
私
の
こ
れ
か
ら
取
る
べ
き
態
度
は
、

こ
の
問
い
に
対
す
る
彼
の
答
え
次
第
で
き
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

私
は
思
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
彼
は
他
の
人
に
は
ま
だ
誰
に
も
打
ち

明
け
て
い
な
い
と
明
言
し
ま
し
た
。
私
は
事
情
が
自
分
の
推
察
ど
お

6

　

同
時
に
私
は
黙
っ
て
う
ち
の
も
の
の
様
子
を
観
察
し
て
み
ま
し
た
。

し
か
し
奥
さ
ん
の
態
度
に
も
お
嬢
さ
ん
の
素
振
り
に
も
、
別
に
平
生

と
変
わ
っ
た
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｋ
の
自
白
以
前
と
自
白
以

後
と
で
、
彼
ら
の
挙
動
に
こ
れ
と
い
う
差
違
が
生
じ
な
い
な
ら
ば
、

彼
の
自
白
は
単
に
私
だ
け
に
限
ら
れ
た
自
白
で
、
肝
心
の
本
人
に
も
、

ま
た
そ
の
監
督
者
た
る
奥
さ
ん
に
も
、
ま
だ
通
じ
て
い
な
い
の
は
確

か
で
し
た
。
そ
う
考
え
た
時
私
は
少
し
安
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
無

理
に
機
会
を
こ
し
ら
え
て
、
わ
ざ
と
ら
し
く
話
を
持
ち
出
す
よ
り
は
、

自
然
の
与
え
て
く
れ
る
も
の
を
取
り
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
ほ
う
が

よ
か
ろ
う
と
思
っ
て
、
例
の
問
題
に
は
し
ば
ら
く
手
を
着
け
ず
に
そ

っ
と
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
言
っ
て
し
ま
え
ば
た
い
へ
ん
簡
単
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
う

し
た
心
の
経
過
に
は
、
潮
の
満
ち
干
と
同
じ
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
の

高た
か

低び
く

が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
Ｋ
の
動
か
な
い
様
子
を
見
て
、
そ
れ

に
さ
ま
ざ
ま
の
意
味
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
奥
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
の

言
語
動
作
を
観
察
し
て
、
二
人
の
心
が
は
た
し
て
そ
こ
に
現
れ
て
い

る
と
お
り
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑
っ
て
も
み
ま
し
た
。
そ
う
し
て
人
間

の
胸
の
中
に
装
置
さ
れ
た
複
雑
な
器
械
が
、
時
計
の
針
の
よ
う
に
、
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な
い
の
で
す
。
私
も
往
来
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
立
ち
止
ま
っ
て
そ
こ
ま

で
突
き
止
め
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。
つ
い
そ
れ
な
り
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

＊

　

あ
る
日
私
は
久
し
ぶ
り
に
学
校
の
図
書
館
に
入
り
ま
し
た
。
私
は

広
い
机
の
片
隅
で
窓
か
ら
さ
す
光
線
を
半は
ん

身し
ん

に
受
け
な
が
ら
、
新
着

の
外
国
雑
誌
を
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
引
っ
繰
り
返
し
て
見
て
い
ま
し

た
。
私
は
担
任
教
師
か
ら
専
攻
の
学
科
に
関
し
て
、
次
の
週
ま
で
に

あ
る
事
項
を
調
べ
て
こ
い
と
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
私
に
必

要
な
事
柄
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
私
は
二
度
も
三
度
も

雑
誌
を
借
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
に
私
は
や

っ
と
自
分
に
必
要
な
論
文
を
探
し
出
し
て
、
一
心
に
そ
れ
を
読
み
出

し
ま
し
た
。
す
る
と
突
然
幅
の
広
い
机
の
向
こ
う
側
か
ら
小
さ
な
声

で
私
の
名
を
呼
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
は
ふ
と
目
を
上
げ
て
そ
こ

に
立
っ
て
い
る
Ｋ
を
見
ま
し
た
。
Ｋ
は
そ
の
上
半
身
を
机
の
上
に
折

り
曲
げ
る
よ
う
に
し
て
、
彼
の
顔
を
私
に
近
づ
け
ま
し
た
。
ご
承
知

り
だ
っ
た
の
で
、
内
心
う
れ
し
が
り
ま
し
た
。
私
は
Ｋ
の
私
よ
り
横

着
な
の
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
度
胸
に
も
か
な
わ
な
い
と

い
う
自
覚
が
あ
っ
た
の
で
す
。
け
れ
ど
も
一
方
で
は
ま
た
妙
に
彼
を

信
じ
て
い
ま
し
た
。
学
資
の
こ
と
で
養
家
を
三
年
も
欺
い
て
い
た
彼

で
す
け
れ
ど
も
、
彼
の
信
用
は
私
に
対
し
て
少
し
も
損
な
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
そ
れ
が
た
め
に
か
え
っ
て
彼
を
信
じ
出
し

た
く
ら
い
で
す
。
だ
か
ら
い
く
ら
疑
い
深
い
私
で
も
、
明
白
な
彼
の

答
え
を
腹
の
中
で
否
定
す
る
気
は
起
こ
り
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
ま
た
彼
に
向
か
っ
て
、
彼
の
恋
を
ど
う
取
り
扱
う
つ
も
り
か

と
尋
ね
ま
し
た
。
そ
れ
が
単
な
る
自
白
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
ま
た
は

そ
の
自
白
に
つ
い
で
、
実
際
的
の
効
果
を
も
収
め
る
気
な
の
か
と
問

う
た
の
で
す
。
し
か
る
に
彼
は
そ
こ
に
な
る
と
、
な
ん
に
も
答
え
ま

せ
ん
。
黙
っ
て
下
を
向
い
て
歩
き
出
し
ま
す
。
私
は
彼
に
隠
し
立
て

を
し
て
く
れ
る
な
、
す
べ
て
思
っ
た
と
お
り
を
話
し
て
く
れ
と
頼
み

ま
し
た
。
彼
は
何
も
私
に
隠
す
必
要
は
な
い
と
は
っ
き
り
断
言
し
ま

し
た
。
し
か
し
私
の
知
ろ
う
と
す
る
点
に
は
、
一い
ち

言ご
ん

の
返
事
も
与
え

7

6　
「
盤
上
の
数
字
を
指
し
得
る
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

7　
「
思
っ
た
と
お
り
を
話
し
て
く
れ
と
頼
」
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。

〈
挙
動
〉〈
肉
薄
〉〈
横
着
〉
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に
つ
い
て
、
突
然
向
こ
う
か
ら
口
を
切
り
ま
し
た
。
前
後
の
様
子
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、
Ｋ
は
そ
の
た
め
に
私
を
わ
ざ
わ
ざ
散
歩
に
引

っ
張
り
出
し
た
ら
し
い
の
で
す
。
け
れ
ど
も
彼
の
態
度
は
ま
だ
実
際

的
の
方
面
へ
向
か
っ
て
ち
っ
と
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は

私
に
向
か
っ
て
、
た
だ
漠
然
と
、
ど
う
思
う
と
言
う
の
で
す
。
ど
う

思
う
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
恋
愛
の
淵ふ
ち

に
陥
っ
た
彼
を
、
ど
ん
な

目
で
私
が
眺
め
る
か
と
い
う
質
問
な
の
で
す
。
一い
ち

言ご
ん

で
言
う
と
、
彼

は
現
在
の
自
分
に
つ
い
て
、
私
の
批
判
を
求
め
た
い
よ
う
な
の
で
す
。

そ
こ
に
私
は
彼
の
平
生
と
異
な
る
点
を
確
か
に
認
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
し
た
。
た
び
た
び
繰
り
返
す
よ
う
で
す
が
、
彼
の
天
性

は
他ひ
と

の
思
わ
く
を
は
ば
か
る
ほ
ど
弱
く
で
き
あ
が
っ
て
は
い
な
か
っ

た
の
で
す
。
こ
う
と
信
じ
た
ら
一
人
で
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
ゆ
く
だ
け

の
度
胸
も
あ
り
勇
気
も
あ
る
男
な
の
で
す
。
養
家
事
件
で
そ
の
特
色

を
強
く
胸
の
う
ち
に
彫
り
付
け
ら
れ
た
私
が
、
こ
れ
は
様
子
が
違
う

と
明
ら
か
に
意
識
し
た
の
は
当
然
の
結
果
な
の
で
す
。

　

私
が
Ｋ
に
向
か
っ
て
、
こ
の
際
な
ん
で
私
の
批
評
が
必
要
な
の
か

と
尋
ね
た
時
、
彼
は
い
つ
も
に
も
似
な
い
悄し
ょ

然う
ぜ
んと
し
た
口
調
で
、
自

分
の
弱
い
人
間
で
あ
る
の
が
実
際
恥
ず
か
し
い
と
言
い
ま
し
た
。
そ

8

5

の
と
お
り
図
書
館
で
は
他
の
人
の
邪
魔
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
声
で

話
を
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
す
か
ら
、
Ｋ
の
こ
の
所
作
は
誰

で
も
や
る
普
通
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
私
は
そ
の
時
に
限
っ
て
、
一

種
変
な
心
持
ち
が
し
ま
し
た
。

　

Ｋ
は
低
い
声
で
勉
強
か
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
ち
ょ
っ
と
調
べ
も

の
が
あ
る
の
だ
と
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｋ
は
ま
だ
そ
の
顔
を
私

か
ら
離
し
ま
せ
ん
。
同
じ
低
い
調
子
で
い
っ
し
ょ
に
散
歩
を
し
な
い

か
と
言
う
の
で
す
。
私
は
少
し
待
っ
て
い
れ
ば
し
て
も
い
い
と
答
え

ま
し
た
。
彼
は
待
っ
て
い
る
と
言
っ
た
ま
ま
、
す
ぐ
私
の
前
の
空
席

に
腰
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
す
る
と
私
は
気
が
散
っ
て
急
に
雑
誌
が
読

め
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
Ｋ
の
胸＊

に
一い
ち

物も
つ

が
あ
っ
て
、
談
判

で
も
し
に
こ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
か
た
が
な
い
の
で
す
。
私

は
や
む
を
得
ず
読
み
か
け
た
雑
誌
を
伏
せ
て
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
Ｋ
は
落
ち
着
き
払
っ
て
も
う
済
ん
だ
の
か
と
聞
き
ま
す
。

私
は
ど
う
で
も
い
い
の
だ
と
答
え
て
、
雑
誌
を
返
す
と
と
も
に
、
Ｋ

と
図
書
館
を
出
ま
し
た
。

　

二
人
は
別
に
行
く
所
も
な
か
っ
た
の
で
、
竜た
つ

岡お
か

町ち
ょ
うか
ら
池い
け

の
端は
た

へ

出
て
、
上
野
の
公
園
の
中
へ
入
り
ま
し
た
。
そ
の
時
彼
は
例
の
事
件

2

3

4
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う
し
て
迷
っ
て
い
る
か
ら
自
分
で
自
分
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
私
に
公
平
な
批
評
を
求
め
る
よ
り
他
に
し
か
た
が
な
い

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
す
か
さ
ず
迷
う
と
い
う
意
味
を
聞
き
た
だ
し

ま
し
た
。
彼
は
進
ん
で
い
い
か
退
い
て
い
い
か
、
そ
れ
に
迷
う
の
だ

と
説
明
し
ま
し
た
。
私
は
す
ぐ
一
歩
先
へ
出
ま
し
た
。
そ
う
し
て
退

こ
う
と
思
え
ば
退
け
る
の
か
と
彼
に
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
彼
の
言

葉
が
そ
こ
で
不
意
に
行
き
詰
ま
り
ま
し
た
。
彼
は
た
だ
苦
し
い
と
言

っ
た
だ
け
で
し
た
。
実
際
彼
の
表
情
に
は
苦
し
そ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

り
あ
り
と
見
え
て
い
ま
し
た
。
も
し
相
手
が
お
嬢
さ
ん
で
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
私
は
ど
ん
な
に
彼
に
都
合
の
い
い
返
事
を
、
そ
の
渇
き
切

っ
た
顔
の
上
に
慈
雨
の
ご
と
く
注
い
で
や
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

私
は
そ
の
く
ら
い
の
美
し
い
同
情
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
人
間
と

自
分
な
が
ら
信
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
時
の
私
は
違
っ
て
い
ま

し
た
。

＊

2
竜
岡
町　

東
京
都
文
京
区
に
あ
っ
た
町
名
（
当
時
は
東
京
市
本
郷
区
）。　

3
池
の
端　

上
野
・
不し
の
ば
ず
の
い
け

忍
池
池
畔
の
一
帯
。　

4　
上
野

の
公
園　

東
京
都
台
東
区
に
あ
る
上
野
恩
賜
公
園
（
当
時
は
下し

た

谷や

区
）。　

5
養
家
事
件　
「
Ｋ
」
が
養
家
の
方
針
に
さ
か
ら
っ
て
医
学

の
道
に
進
ま
ず
、
文
科
系
の
大
学
へ
と
通
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
離
籍
さ
れ
た
事
件
の
こ
と
。
一
五
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

8　
「
彼
の
平
生
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

〈
所
作
〉

＊
胸
に
一
物
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じ
よ
う
な
口
調
で
、
再
び
彼
に
投
げ
返
し
た
の
で
す
。
し
か
し
け
っ

し
て
復ふ
く

讐し
ゅ
うで

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
復
讐
以
上
に
残
酷
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
自
白
し
ま
す
。
私
は
そ
の
一い
ち

言ご
ん

で
Ｋ
の
前

に
横
た
わ
る
恋
の
行
く
手
を
塞
ご
う
と
し
た
の
で
す
。

　

Ｋ
は
真し
ん

宗し
ゅ

寺う
で
らに
生
ま
れ
た
男
で
し
た
。
し
か
し
彼
の
傾
向
は
中
学

時
代
か
ら
け
っ
し
て
生
家
の
宗
旨
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
教
義
上
の
区
別
を
よ
く
知
ら
な
い
私
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

資
格
に
乏
し
い
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
た
だ
男な
ん

女に
ょ

に
関
係

し
た
点
に
つ
い
て
の
み
、
そ
う
認
め
て
い
た
の
で
す
。
Ｋ
は
昔
か
ら

精
進
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
し
た
。
私
は
そ
の
言
葉
の
中
に
、
禁
欲

と
い
う
意
味
も
こ
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
後
で
実
際
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
れ
よ
り
も
ま
だ
厳
重
な
意

味
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
私
は
驚
き
ま
し
た
。
道
の
た
め
に
は
す

べ
て
を
犠
牲
に
す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
の
が
彼
の
第
一
信
条
な
の
で

す
か
ら
、
摂
欲
や
禁
欲
は
無
論
、
た
と
い
欲
を
離
れ
た
恋
そ
の
も
の

で
も
道
の
妨さ
ま

害た
げ

に
な
る
の
で
す
。
Ｋ
が
自
活
生
活
を
し
て
い
る
時
分

に
、
私
は
よ
く
彼
か
ら
彼
の
主
張
を
聞
か
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
お
嬢
さ
ん
を
思
っ
て
い
た
私
は
、
勢
い
ど
う
し
て
も
彼
に
反

7

　

私
は
ち
ょ
う
ど
他
流
試
合
で
も
す
る
人
の
よ
う
に
Ｋ
を
注
意
し
て

見
て
い
た
の
で
す
。
私
は
、
私
の
目
、
私
の
心
、
私
の
体
、
す
べ
て

私
と
い
う
名
の
つ
く
も
の
を
五
分
の
隙
間
も
な
い
よ
う
に
用
意
し
て
、

Ｋ
に
向
か
っ
た
の
で
す
。
罪
の
な
い
Ｋ
は
穴
だ
ら
け
と
い
う
よ
り
む

し
ろ
明
け
放
し
と
評
す
る
の
が
適
当
な
く
ら
い
に
無
用
心
で
し
た
。

私
は
彼
自
身
の
手
か
ら
、
彼
の
保
管
し
て
い
る
要
塞
の
地
図
を
受
け

取
っ
て
、
彼
の
目
の
前
で
ゆ
っ
く
り
そ
れ
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た

も
同
じ
で
し
た
。

　

Ｋ
が
理
想
と
現
実
の
間
に
彷ほ
う

徨こ
う

し
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
の
を
発

見
し
た
私
は
、
た
だ
一
打
ち
で
彼
を
倒
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と

い
う
点
に
ば
か
り
目
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
う
し
て
す
ぐ
彼
の
虚
に
つ

け
込
ん
だ
の
で
す
。
私
は
彼
に
向
か
っ
て
急
に
厳
粛
な
改
ま
っ
た
態

度
を
示
し
出
し
ま
し
た
。
無
論
策
略
か
ら
で
す
が
、
そ
の
態
度
に
相

応
す
る
く
ら
い
な
緊
張
し
た
気
分
も
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
自
分
に

滑
稽
だ
の
羞
恥
だ
の
を
感
ず
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

ま
ず
「
精
神
的
に
向
上
心
の
な
い
も
の
は
馬
鹿
だ
。」
と
言
い
放
ち

ま
し
た
。
こ
れ
は
二
人
で
房
州
を
旅
行
し
て
い
る
際
、
Ｋ
が
私
に
向

か
っ
て
使
っ
た
言
葉
で
す
。
私
は
彼
の
使
っ
た
と
お
り
を
、
彼
と
同

9

6
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「
馬
鹿
だ
。」
と
や
が
て
Ｋ
が
答
え
ま
し
た
。「
僕
は
馬
鹿
だ
。」

　

Ｋ
は
ぴ
た
り
と
そ
こ
へ
立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま
動
き
ま
せ
ん
。
彼
は

地
面
の
上
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
私
は
思
わ
ず
ぎ
ょ
っ
と
し
ま
し
た
。

私
に
は
Ｋ
が
そ
の
刹
那
に
居
直
り
強
盗
の
ご
と
く
感
ぜ
ら
れ
た
の
で

す
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
は
彼
の
声
が
い
か
に
も
力
に
乏
し
い
と
い

う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
私
は
彼
の
目
づ
か
い
を
参
考
に
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
最
後
ま
で
私
の
顔
を
見
な
い
の
で
す
。
そ

う
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
と
ま
た
歩
き
出
し
ま
し
た
。

＊

　

私
は
Ｋ
と
並
ん
で
足
を
運
ば
せ
な
が
ら
、
彼
の
口
を
出
る
次
の
言

葉
を
腹
の
中
で
暗
に
待
ち
受
け
ま
し
た
。
あ
る
い
は
待
ち
伏
せ
と
言

っ
た
ほ
う
が
ま
だ
適
当
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
私
は
た
と
い

Ｋ
を
だ
ま
し
打
ち
に
し
て
も
構
わ
な
い
く
ら
い
に
思
っ
て
い
た
の
で

す
。
し
か
し
私
に
も
教
育
相
当
の
良
心
は
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
し
誰

か
私
の
そ
ば
へ
来
て
、
お
ま
え
は
卑ひ
き

怯ょ
う

だ
と
一ひ
と

言こ
と

さ
さ
や
い
て
く
れ

対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
が
反
対
す
る
と
、
彼
は

い
つ
で
も
気
の
毒
そ
う
な
顔
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
同
情
よ
り
も

侮
蔑
の
ほ
う
が
余
計
に
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
過
去
を
二
人
の
間
に
通
り
抜
け
て
き
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
精
神
的
に
向
上
心
の
な
い
も
の
は
馬
鹿
だ
と
い
う
言
葉
は
、
Ｋ

に
と
っ
て
痛
い
に
違
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
前
に
も
言
っ
た

と
お
り
、
私
は
こ
の
一
言
で
、
彼
が
せ
っ
か
く
積
み
上
げ
た
過
去
を

蹴
散
ら
し
た
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
そ
れ
を
今
ま
で

ど
お
り
積
み
重
ね
て
ゆ
か
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
道
に
達

し
よ
う
が
、
天
に
届
こ
う
が
、
私
は
構
い
ま
せ
ん
。
私
は
た
だ
Ｋ
が

急
に
生
活
の
方
向
を
転
換
し
て
、
私
の
利
害
と
衝
突
す
る
の
を
恐
れ

た
の
で
す
。
要
す
る
に
私
の
言
葉
は
単
な
る
利
己
心
の
発
現
で
し
た
。

「
精
神
的
に
向
上
心
の
な
い
も
の
は
、
馬
鹿
だ
。」

　

私
は
二
度
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
言

葉
が
Ｋ
の
上
に
ど
う
影
響
す
る
か
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

6
房
州　

千
葉
県
の
南
部
、
旧
国
名
・
安あ

房わ

の
異
称
。　

7
真
宗
寺　

浄
土
真
宗
の
寺
。
浄
土
真
宗
は
、
親し
ん

鸞ら
ん

（
一
一
七
三
─
一
二
六

二
年
）
を
開
祖
と
す
る
仏
教
の
一
派
。
妻
帯
を
認
め
、
自
力
の
修
行
に
よ
ら
ず
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
本
願
の
力
に
す
が
る
こ
と
を
説
く
。

9　
「
要
塞
の
地
図
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
、「
私
」
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
か
。

〈
滑
稽
〉〈
宗
旨
〉〈
侮
蔑
〉

〈
刹
那
〉〈
卑
怯
〉
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咽の

喉ど

笛ぶ
え

へ
食
ら
い
つ
く
よ
う
に
。

「
や
め
て
く
れ
っ
て
、
僕
が
言
い
出
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
、
も
と
も

と
君
の
ほ
う
か
ら
持
ち
出
し
た
話
じ
ゃ
な
い
か
。
し
か
し
君
が
や
め

た
け
れ
ば
、
や
め
て
も
い
い
が
、
た
だ
口
の
先
で
や
め
た
っ
て
し
か

た
が
あ
る
ま
い
。
君
の
心
で
そ
れ
を
や
め
る
だ
け
の
覚
悟
が
な
け
れ

ば
。
い
っ
た
い
君
は
君
の
平
生
の
主
張
を
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の

か
。」

　

私
が
こ
う
言
っ
た
時
、
背
の
高
い
彼
は
自
然
と
私
の
前
に
萎
縮
し

て
小
さ
く
な
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
彼
は
い
つ
も
話
す
と
お

り
す
こ
ぶ
る
強
情
な
男
で
し
た
け
れ
ど
も
、
一
方
で
は
ま
た
人
一
倍

の
正
直
者
で
し
た
か
ら
、
自
分
の
矛
盾
な
ど
を
ひ
ど
く
非
難
さ
れ
る

場
合
に
は
、
け
っ
し
て
平
気
で
い
ら
れ
な
い
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

私
は
彼
の
様
子
を
見
て
よ
う
や
く
安
心
し
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
卒

然
「
覚
悟
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
私
が
ま
だ
な
ん
と
も
答

え
な
い
先
に
「
覚
悟
、
─
─
覚
悟
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
。」
と
付

け
加
え
ま
し
た
。
彼
の
調
子
は
独
り
言
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
夢
の

中
の
言
葉
の
よ
う
で
し
た
。

　

二
人
は
そ
れ
ぎ
り
話
を
切
り
上
げ
て
、
小
石
川
の
宿
の
ほ
う
に
足

⓾

8

る
も
の
が
あ
っ
た
な
ら
、
私
は
そ
の
瞬
間
に
、
は
っ
と
我
に
立
ち
返

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
Ｋ
が
そ
の
人
で
あ
っ
た
な
ら
、
私
は

お
そ
ら
く
彼
の
前
に
赤
面
し
た
で
し
ょ
う
。
た
だ
Ｋ
は
私
を
た
し
な

め
る
に
は
あ
ま
り
に
正
直
で
し
た
。
あ
ま
り
に
単
純
で
し
た
。
あ
ま

り
に
人
格
が
善
良
だ
っ
た
の
で
す
。
目＊

の
く
ら
ん
だ
私
は
、
そ
こ
に

敬
意
を
払
う
こ
と
を
忘
れ
て
、
か
え
っ
て
そ
こ
に
つ
け
込
ん
だ
の
で

す
。
そ
こ
を
利
用
し
て
彼
を
打
ち
倒
そ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

Ｋ
は
し
ば
ら
く
し
て
、
私
の
名
を
呼
ん
で
私
の
ほ
う
を
見
ま
し
た
。

今
度
は
私
の
ほ
う
で
自
然
と
足
を
止
め
ま
し
た
。
す
る
と
Ｋ
も
止
ま

り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
や
っ
と
Ｋ
の
目
を
真
向
き
に
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
Ｋ
は
私
よ
り
背
の
高
い
男
で
し
た
か
ら
、
私
は
勢

い
彼
の
顔
を
見
上
げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ

う
し
た
態
度
で
、
狼
お
お
か
みの
ご
と
き
心
を
罪
の
な
い
羊
に
向
け
た
の
で
す
。

「
も
う
そ
の
話
は
や
め
よ
う
。」
と
彼
が
言
い
ま
し
た
。
彼
の
目
に

も
彼
の
言
葉
に
も
変
に
悲
痛
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ち
ょ

っ
と
挨
拶
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
Ｋ
は
、「
や
め
て
く

れ
。」
と
今
度
は
頼
む
よ
う
に
言
い
直
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
彼

に
向
か
っ
て
残
酷
な
答
え
を
与
え
た
の
で
す
。
狼
が
隙
を
見
て
羊
の
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だ
散
歩
し
た
の
だ
と
い
う
返
事
だ
け
し
て
お
き
ま
し
た
。
平
生
か
ら

無
口
な
Ｋ
は
、
い
つ
も
よ
り
な
お
黙
っ
て
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
が
話

し
か
け
て
も
、
お
嬢
さ
ん
が
笑
っ
て
も
、
ろ
く
な
挨
拶
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
飯
を
飲
み
込
む
よ
う
に
か
き
込
ん
で
、
私
が
ま

だ
席
を
立
た
な
い
う
ち
に
、
自
分
の
部
屋
へ
引
き
取
り
ま
し
た
。

＊

　

そ
の
頃
は
覚
醒
と
か
新
し
い
生
活
と
か
い
う
文も
ん

字じ

の
ま
だ
な
い
時

分
で
し
た
。
し
か
し
Ｋ
が
古
い
自
分
を
さ
ら
り
と
投
げ
出
し
て
、
一

意
に
新
し
い
方
角
へ
走
り
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、
現
代
人
の
考
え
が

彼
に
欠
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
の
で
す
。
彼
に
は
投
げ
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
ほ
ど
尊た
っ
とい

過
去
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
は
そ
の
た
め

に
今こ
ん

日に
ち

ま
で
生
き
て
き
た
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
な
の
で
す
。
だ

か
ら
Ｋ
が
一
直
線
に
愛
の
目
的
物
に
向
か
っ
て
猛
進
し
な
い
と
言
っ

て
、
け
っ
し
て
そ
の
愛
の
生
ぬ
る
い
こ
と
を
証
拠
立
て
る
わ
け
に
は

ゆ
き
ま
せ
ん
。
い
く
ら
熾し

烈れ
つ

な
感
情
が
燃
え
て
い
て
も
、
彼
は
む
や

を
向
け
ま
し
た
。
わ
り
あ
い
に
風
の
な
い
暖
か
な
日
で
し
た
け
れ
ど

も
、
な
に
し
ろ
冬
の
こ
と
で
す
か
ら
、
公
園
の
中
は
寂
し
い
も
の
で

し
た
。
こ
と
に
霜
に
打
た
れ
て
青
み
を
失
っ
た
杉
の
木
立
の
茶
褐
色

が
、
薄
黒
い
空
の
中
に
、
梢こ
ず
えを

並
べ
て
そ
び
え
て
い
る
の
を
振
り
返

っ
て
見
た
時
は
、
寒
さ
が
背
中
へ
か
じ
り
つ
い
た
よ
う
な
心
持
ち
が

し
ま
し
た
。
我
々
は
夕
暮
れ
の
本
郷
台
を
急
ぎ
足
で
ど
し
ど
し
通
り

抜
け
て
、
ま
た
向
こ
う
の
岡
へ
登
る
べ
く
小
石
川
の
谷
へ
下
り
た
の

で
す
。
私
は
そ
の
頃
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
外が
い

套と
う

の
下
に
体た
い

の
温
か

み
を
感
じ
出
し
た
く
ら
い
で
す
。

　

急
い
だ
た
め
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
我
々
は
帰
り
道
に
は
ほ
と

ん
ど
口
を
き
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
ち
へ
帰
っ
て
食
卓
に
向
か
っ
た

時
、
奥
さ
ん
は
ど
う
し
て
遅
く
な
っ
た
の
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
私
は

Ｋ
に
誘
わ
れ
て
上
野
へ
行
っ
た
と
答
え
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
こ
の
寒

い
の
に
と
言
っ
て
驚
い
た
様
子
を
見
せ
ま
し
た
。
お
嬢
さ
ん
は
上
野

に
何
が
あ
っ
た
の
か
と
聞
き
た
が
り
ま
す
。
私
は
何
も
な
い
が
、
た

9

8
小
石
川　

東
京
都
文
京
区
の
一
部
。
同
区
は
当
時
、
小
石
川
区
・
本
郷
区
の
二
区
に
分
か
れ
て
い
た
。　

9
本
郷
台　

西
は
小
石
川
、

東
は
上
野
・
谷
中
に
接
す
る
一
帯
の
台
地
。

⓾　
「
君
の
平
生
の
主
張
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

〈
萎
縮
〉〈
卒
然
〉

＊
目
が
く
ら
む
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ば
か
り
開あ

い
て
、
そ
こ
に
Ｋ
の
黒
い
影
が
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

て
彼
の
部
屋
に
は
宵
の
と
お
り
ま
だ
あ
か
り
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

急
に
世
界
の
変
わ
っ
た
私
は
、
少
し
の
間
口
を
き
く
こ
と
も
で
き
ず

に
、
ぼ
う
っ
と
し
て
、
そ
の
光
景
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
Ｋ
は
も
う
寝
た
の
か
と
聞
き
ま
し
た
。
Ｋ
は
い
つ
で
も
遅

く
ま
で
起
き
て
い
る
男
で
し
た
。
私
は
黒
い
影
法
師
の
よ
う
な
Ｋ
に

向
か
っ
て
、
何
か
用
か
と
聞
き
返
し
ま
し
た
。
Ｋ
は
大
し
た
用
で
も

な
い
、
た
だ
も
う
寝
た
か
、
ま
だ
起
き
て
い
る
か
と
思
っ
て
、
便
所

へ
行
っ
た
つ
い
で
に
聞
い
て
み
た
だ
け
だ
と
答
え
ま
し
た
。
Ｋ
は
ラ

ン
プ
の
灯
を
背
中
に
受
け
て
い
る
の
で
、
彼
の
顔
色
や
目
つ
き
は
、

全
く
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
彼
の
声
は
普
段
よ

り
も
か
え
っ
て
落
ち
着
い
て
い
た
く
ら
い
で
し
た
。

　

Ｋ
は
や
が
て
開
け
た
襖
を
ぴ
た
り
と
立
て
切
り
ま
し
た
。
私
の
部

屋
は
す
ぐ
元
の
暗
闇
に
帰
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
暗
闇
よ
り
静
か
な

夢
を
見
る
べ
く
ま
た
目
を
閉
じ
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
ぎ
り
何
も
知
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
翌よ
く

朝あ
さ

に
な
っ
て
、
昨ゆ
う
べ夕

の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、

な
ん
だ
か
不
思
議
で
し
た
。
私
は
こ
と
に
よ
る
と
、
す
べ
て
が
夢
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
飯
を
食
う
時
、
Ｋ
に
聞
き
ま
し

�

み
に
動
け
な
い
の
で
す
。
前
後
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
衝
動
が
起
こ
る
機

会
を
彼
に
与
え
な
い
以
上
、
Ｋ
は
ど
う
し
て
も
ち
ょ
っ
と
踏
み
と
ど

ま
っ
て
自
分
の
過
去
を
振
り
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
過
去
が
指
し
示
す
道
を
今
ま
で
ど
お
り
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
そ
の
上
彼
に
は
現
代
人
の
持
た
な
い
強
情

と
我
慢
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
双
方
の
点
に
お
い
て
よ
く
彼
の

心
を
見
抜
い
て
い
た
つ
も
り
な
の
で
す
。

　

上
野
か
ら
帰
っ
た
晩
は
、
私
に
と
っ
て
比
較
的
安
静
な
夜よ

で
し
た
。

私
は
Ｋ
が
部
屋
へ
引
き
上
げ
た
あ
と
を
追
い
か
け
て
、
彼
の
机
の
そ

ば
に
座
り
込
み
ま
し
た
。
そ
う
し
て
取
り
と
め
も
な
い
世
間
話
を
わ

ざ
と
彼
に
仕
向
け
ま
し
た
。
彼
は
迷
惑
そ
う
で
し
た
。
私
の
目
に
は

勝
利
の
色
が
多
少
輝
い
て
い
た
で
し
ょ
う
、
私
の
声
に
は
確
か
に
得

意
の
響
き
が
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
し
ば
ら
く
Ｋ
と
一
つ
火
鉢
に
手

を
か
ざ
し
た
後
、
自
分
の
部
屋
に
帰
り
ま
し
た
。
他
の
こ
と
に
か
け

て
は
何
を
し
て
も
彼
に
及
ば
な
か
っ
た
私
も
、
そ
の
時
だ
け
は
恐
る

る
に
足
り
な
い
と
い
う
自
覚
を
彼
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

私
は
ほ
ど
な
く
穏
や
か
な
眠
り
に
落
ち
ま
し
た
。
し
か
し
突
然
私

の
名
を
呼
ぶ
声
で
目
を
覚
ま
し
ま
し
た
。
見
る
と
、
間
の
襖
が
二
尺10
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「
覚
悟
」
と
い
う
言
葉
を
連
想
し
出
し
ま
し
た
。
す
る
と
今
ま
で
ま

る
で
気
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
の
二
字
が
妙
な
力
で
私
の
頭
を
抑
え
始

め
た
の
で
す
。＊

　

Ｋ
の
果
断
に
富
ん
だ
性
格
は
私
に
よ
く
知
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
の

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
み
優
柔
な
わ
け
も
私
に
は
ち
ゃ
ん
と
飲
み
込

め
て
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
私
は
一
般
を
心
得
た
上
で
、
例
外
の
場

合
を
し
っ
か
り
つ
ら
ま
え
た
つ
も
り
で
得
意
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
「
覚
悟
」
と
い
う
彼
の
言
葉
を
、
頭
の
中
で
何
遍
も
咀
嚼
し
て

い
る
う
ち
に
、
私
の
得
意
は
だ
ん
だ
ん
色
を
失
っ
て
、
し
ま
い
に
は

ぐ
ら
ぐ
ら
動
き
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
場
合
も
あ

る
い
は
彼
に
と
っ
て
例
外
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
出
し
た

の
で
す
。
す
べ
て
の
疑
惑
、
煩は
ん

悶も
ん

、
懊お
う

悩の
う

、
を
一
度
に
解
決
す
る
最

後
の
手
段
を
、
彼
は
胸
の
中
に
畳
み
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
う
た
ぐ
り
始
め
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
新
し
い
光
で
覚
悟
の
二

�

11

た
。
Ｋ
は
確
か
に
襖
を
開
け
て
私
の
名
を
呼
ん
だ
と
言
い
ま
す
。
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
と
尋
ね
る
と
、
別
に
は
っ
き
り
し
た
返

事
も
し
ま
せ
ん
。
調
子
の
抜
け
た
頃
に
な
っ
て
、
近
頃
は
熟
睡
が
で

き
る
の
か
と
か
え
っ
て
向
こ
う
か
ら
私
に
問
う
の
で
す
。
私
は
な
ん

だ
か
変
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
間
に
講
義
の
始
ま
る
時
間
割
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
二
人
は
や
が
て
い
っ
し
ょ
に
う
ち
を
出
ま
し
た
。
今

朝
か
ら
昨
夕
の
こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
い
る
私
は
、
途
中
で
ま
た
Ｋ

を
追
窮
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
Ｋ
は
や
は
り
私
を
満
足
さ
せ
る
よ
う

な
答
え
を
し
ま
せ
ん
。
私
は
あ
の
事
件
に
つ
い
て
何
か
話
す
つ
も
り

で
は
な
か
っ
た
の
か
と
念
を
押
し
て
み
ま
し
た
。
Ｋ
は
そ
う
で
は
な

い
と
強
い
調
子
で
言
い
切
り
ま
し
た
。
昨
日
上
野
で
「
そ
の
話
は
も

う
や
め
よ
う
。」
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
と
注
意
す
る
ご
と
く
に
も

聞
こ
え
ま
し
た
。
Ｋ
は
そ
う
い
う
点
に
か
け
て
鋭
い
自
尊
心
を
持
っ

た
男
な
の
で
す
。
ふ
と
そ
こ
に
気
の
つ
い
た
私
は
突
然
彼
の
用
い
た

10
尺　

長
さ
の
単
位
。
一
尺
は
、
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。　

11
つ
ら
ま
え
た　

つ
か
ま
え
た
、
に
同
じ
。

�　
「
Ｋ
の
黒
い
影
」
と
い
う
表
現
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

�　
「
妙
な
力
で
私
の
頭
を
抑
え
始
め
た
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

〈
暗
闇
〉〈
果
断
〉
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一
週
間
の
後
私
は
と
う
と
う
堪
え
切
れ
な
く
な
っ
て
仮
病
を
つ
か

い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
か
ら
も
お
嬢
さ
ん
か
ら
も
、
Ｋ
自
身
か
ら
も
、

起
き
ろ
と
い
う
催
促
を
受
け
た
私
は
、
生
返
事
を
し
た
だ
け
で
、
十

時
ご
ろ
ま
で
布
団
を
か
ぶ
っ
て
寝
て
い
ま
し
た
。
私
は
Ｋ
も
お
嬢
さ

ん
も
い
な
く
な
っ
て
、
家
の
中
が
ひ
っ
そ
り
静
ま
っ
た
頃
を
見
計
ら

っ
て
寝
床
を
出
ま
し
た
。
私
の
顔
を
見
た
奥
さ
ん
は
、
す
ぐ
ど
こ
が

悪
い
か
と
尋
ね
ま
し
た
。
食
べ
物
は
枕
元
へ
運
ん
で
や
る
か
ら
、
も

っ
と
寝
て
い
た
ら
よ
か
ろ
う
と
忠
告
し
て
も
く
れ
ま
し
た
。
体
に
異

状
の
な
い
私
は
、
と
て
も
寝
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
顔
を
洗
っ
て

い
つ
も
の
と
お
り
茶
の
間
で
飯
を
食
い
ま
し
た
。
そ
の
時
奥
さ
ん
は

長
火
鉢
の
向
こ
う
側
か
ら
給
仕
を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
は
朝
飯

と
も
昼
飯
と
も
片
づ
か
な
い
茶ち
ゃ

椀わ
ん

を
手
に
持
っ
た
ま
ま
、
ど
ん
な
ふ

う
に
問
題
を
切
り
出
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
そ
れ
ば
か
り
に
屈
託

し
て
い
た
か
ら
、
外
観
か
ら
は
実
際
気
分
の
よ
く
な
い
病
人
ら
し
く

見
え
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
飯
を
し
ま
っ
て
た
ば
こ
を
吹
か
し
出
し
ま
し
た
。
私
が
立
た

な
い
の
で
奥
さ
ん
も
火
鉢
の
そ
ば
を
離
れ
る
わ
け
に
ゆ
き
ま
せ
ん
。

下
女
を
呼
ん
で
膳
を
下
げ
さ
せ
た
上
、
鉄
瓶
に
水
を
さ
し
た
り
、
火

字
を
眺
め
返
し
て
み
た
私
は
、
は
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私

が
も
し
こ
の
驚
き
を
も
っ
て
、
も
う
一
遍
彼
の
口
に
し
た
覚
悟
の
内

容
を
公
平
に
見
回
し
た
ら
ば
、
ま
だ
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

悲
し
い
こ
と
に
私
は
め
っ
か
ち
で
し
た
。
私
は
た
だ
Ｋ
が
お
嬢
さ
ん

に
対
し
て
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
意
味
に
そ
の
言
葉
を
解
釈
し
ま
し
た
。

果
断
に
富
ん
だ
彼
の
性
格
が
、
恋
の
方
面
に
発
揮
さ
れ
る
の
が
す
な

わ
ち
彼
の
覚
悟
だ
ろ
う
と
い
ち
ず
に
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
私
に
も
最
後
の
決
断
が
必
要
だ
と
い
う
声
を
心
の
耳
で
聞
き

ま
し
た
。
私
は
す
ぐ
そ
の
声
に
応
じ
て
勇
気
を
振
り
起
こ
し
ま
し
た
。

私
は
Ｋ
よ
り
先
に
、
し
か
も
Ｋ
の
知
ら
な
い
間ま

に
、
事
を
運
ば
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
覚
悟
を
き
め
ま
し
た
。
私
は
黙
っ
て
機
会
を
ね
ら

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
二
日
た
っ
て
も
三
日
た
っ
て
も
、
私
は
そ

れ
を
つ
ら
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
Ｋ
の
い
な
い
時
、
ま

た
お
嬢
さ
ん
の
留
守
な
折
を
待
っ
て
、
奥
さ
ん
に
談
判
を
開
こ
う
と

考
え
た
の
で
す
。
し
か
し
片
方
が
い
な
け
れ
ば
、
片
方
が
邪
魔
を
す

る
と
い
っ
た
ふ
う
の
日
ば
か
り
続
い
て
、
ど
う
し
て
も
「
今
だ
。」

と
思
う
好
都
合
が
出
て
き
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
私
は
い
ら
い
ら
し

ま
し
た
。
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か
っ
た
私
は
、「
い
い
え
。」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
、
す
ぐ
自
分

の
う
そ
を
快
か
ら
ず
感
じ
ま
し
た
。
し
か
た
が
な
い
か
ら
、
別
段
何

も
頼
ま
れ
た
覚
え
は
な
い
の
だ
か
ら
、
Ｋ
に
関
す
る
用
件
で
は
な
い

の
だ
と
言
い
直
し
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
「
そ
う
で
す
か
。」
と
言
っ

て
、
後
を
待
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ど
う
し
て
も
切
り
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
突
然
「
奥
さ
ん
、
お
嬢
さ
ん
を
私
に

く
だ
さ
い
。」
と
言
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
私
の
予
期
し
て
か
か
っ

た
ほ
ど
驚
い
た
様
子
も
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
し
ば
ら

く
返
事
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
見
え
て
、
黙
っ
て
私
の
顔
を
眺
め

て
い
ま
し
た
。
一
度
言
い
出
し
た
私
は
、
い
く
ら
顔
を
見
ら
れ
て
も
、

そ
れ
に
頓
着
な
ど
は
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。「
く
だ
さ
い
、
ぜ
ひ
く

だ
さ
い
。」
と
言
い
ま
し
た
。「
私
の
妻
と
し
て
ぜ
ひ
く
だ
さ
い
。」

と
言
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
年
を
取
っ
て
い
る
だ
け
に
、
私
よ
り
も

ず
っ
と
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
。「
あ
げ
て
も
い
い
が
、
あ
ん
ま
り

急
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
聞
く
の
で
す
。
私
が
「
急
に
も
ら
い

た
い
の
だ
。」
と
す
ぐ
答
え
た
ら
笑
い
出
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て

鉢
の
縁
を
拭
い
た
り
し
て
、
私
に
調
子
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
私
は

奥
さ
ん
に
特
別
な
用
事
で
も
あ
る
の
か
と
問
い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は

い
い
え
と
答
え
ま
し
た
が
、
今
度
は
向
こ
う
で
な
ぜ
で
す
と
聞
き
返

し
て
き
ま
し
た
。
私
は
実
は
少
し
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
言

い
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
な
ん
で
す
か
と
言
っ
て
、
私
の
顔
を
見
ま
し

た
。
奥
さ
ん
の
調
子
は
ま
る
で
私
の
気
分
に
入
り
込
め
な
い
よ
う
な

軽
い
も
の
で
し
た
か
ら
、
私
は
次
に
出
す
べ
き
文
句
も
少
し
渋
り
ま

し
た
。

　

私
は
し
か
た
な
し
に
言
葉
の
上
で
、
い
い
加
減
に
う
ろ
つ
き
回
っ

た
末
、
Ｋ
が
近
頃
何
か
言
い
は
し
な
か
っ
た
か
と
奥
さ
ん
に
聞
い
て

み
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
思
い
も
よ
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
を
し
て
、

「
何
を
？
」
と
ま
た
反
問
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
私
の
答
え
る

前
に
、「
あ
な
た
に
は
何
か
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。」
と
か
え
っ

て
向
こ
う
で
聞
く
の
で
す
。

＊

　

Ｋ
か
ら
聞
か
さ
れ
た
打
ち
明
け
話
を
、
奥
さ
ん
に
伝
え
る
気
の
な

〈
屈
託
〉
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